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　軒のき先さきからしたたる雨粒をぼんやりと見つめていた宮みや本もと伊い織おりは、砂の落ちきった砂時計をひっくり返し、ポットにかぶせてあったティーコゼーをはずした。

　このところ雨が続いている。梅つ雨ゆ入いりにはまだ早い時期だが、もともとインドア派の伊織にはあまり気になる問題ではない。せいぜい学校帰りの買い物が少しばかり面めん倒どうになるだけの話だ。

「ありがと、面おも白しろかったよ、これ」

　牧まき島しまさつきはリュックの中からずしりと重そうな本を取り出し、テーブルの上に積み上げた。

「ああ」

　伊織はさつきのほうをろくに見もしない。ティーポットからカップへと紅茶をそそぎながら、その目はちらちらとドアのほうを監視している。

「――でも、いつ借りたんだっけ、この本？」

　リュックのジッパーを閉め、さつきは首をかしげた。

「前に伊織くんのうちに来たのが――あれ？　いつだっけ？」

「さあな」

　さつきの前にダージリンのカップを置き、伊織は気のない返事を返した。

　さつきの記憶が曖あい昧まいなのは、ウォーライクの〝魔法〟が効果を発はつ揮きしたからだが、もちろんそれをいちいち説明してやるつもりは伊織にはない。さつきがウォーライク同士の戦いに巻き込まれたことを都合よく忘れているからこそ、さつきも伊織も、こうしてのんびりとお茶を飲んでいられるのである。

　もっとも、さつきはともかく、伊織のほうは、さして呑のん気きに構えていられるわけでもなかった。

「……ちっ」

　先ほどからドアの隙すき間まの向こうにちらついている青い影を一いち瞥べつし、伊織は小さく舌打ちした。

「どしたの、伊織くん？」

「いや、別に」

　ぶっきらぼうに答えた伊織がドアのほうを睨にらむと、書しよ斎さいの中を窺うかがっていた金髪の少女が慌あわてて身を隠し、すぐにまたそ～っと顔を覗のぞかせた。

　伊織がさつきといっしょに帰宅してきてからこっち、クリスタベルはずっとこの調子だった。さつきに挨あい拶さつをするでもなく、ドアの向こうでもじもじそわそわしながら、ちらっちらっと書斎の中を覗き込み、無言のまま伊織に対してかまって光線を発射し続けている。いつものように「イオリー！」とタックルしてこないのは、さつきという客人の前で遠えん慮りよしているからではなく、「勝手に書斎に入ってきたら夕食は抜き！」と伊織に釘くぎを刺されているからだろう。あの小さな可か愛わいい怪かい獣じゆうを御ぎよするには、結局はそういう方法しかないのである。

「あれっ？　このフレンチトースト、この前のと違くない？　何か赤いのが振りかけてあるけど」

　ドアに背を向けて座っているせいで、さつきはまだ挙きよ動どう不ふ審しんな動きを見せる金髪少女に気づいていない。フレンチトーストを食べたさつきがそんな感かん嘆たんの声をあげたのを聞いたのか、クリスがぴくっと肩を震わせ、鼻をくんくんさせるのが見えた。

　伊織はクリスに見せつけるようにもしょもしょとトーストをかじり、

「それはカッソナードだ」

「何それ？」

「フランスだかスペインだかの赤砂糖だ。きょうはバニラビーンズもハーゲンダッツもなかったから、いつもと違う作り方になった」

「へえ」

　牛乳とタマゴと塩で作った卵液にひたしたパンをバターで焼き、上からカッソナードをたっぷりと振りかける。ほんのり塩味のついたしっとりふんわりのトーストに、独特の風味と食感のある赤砂糖が相あい性しよう抜ばつ群ぐん――というのは、伊織が以前読んだ雑誌か何かの受け売りだ。

「――それにしても、ちょっと焼きすぎなんじゃない？」

　マホガニーの机の上に置かれた大きな皿には、伊織たちが食べているのと同じフレンチトーストが、それこそホットケーキよろしくちょっとした塔のように積み上がっている。食べざかりの高校生がふたりとはいえ、確かに多すぎる分量だ。

「その点は別に心配ないんだが――」

　涼すずしい顔をしてフレンチトーストをぱくぱく食べている伊織を、ドアの向こうから、クリスがじ～っと見つめている。指をくわえてごくりと喉のどを鳴らさんばかりのその表情に、伊織は思わず笑ってしまった。

「？」

　伊織の表情に気づいたさつきが、その視線を追ってドアのほうを振り返る。

「あれ？」

　さつきは伊織を見やって目を輝かせた。

「もしかしてこの子？　前に何度か学校に乗り込んできて大おお騒さわぎした子って？」

「ああ」

　こうして見られてしまった以上、紹介しないのもかえっておかしいと思い、伊織はちょいちょいとクリスを手招きした。

「叔お父じさんの娘で、名前はクリスタベル。おれにとっては従い姉と妹こだな。……おい」

「は～い！」

　伊織の許しを得たとたん、クリスはにぱっと笑って諸もろ手てを挙げ、書斎の中に駆け込んできた。

「おまえな……」

　さっそくフレンチトーストに手を伸ばそうとするクリスの後うしろ襟えりを摑つかみ、伊織は低い声でささやいた。

「……余計なことをいったら放り出すからな」

「は～い♪」

　判わかっているのかいないのか、クリスはにこにこ笑ってはいはい繰り返している。

　伊織は溜ため息いき混じりにクリスのぶんのフレンチトーストを用意しながら、ざっとクリスのことをさつきに説明した。

「叔父さんがフィールドワークであちこち旅することになって、しばらくの間ウチで預かることにしたんだ」

「へえ……言葉とか、大丈夫なの？」

「大丈夫！　クリス日本語得意だもん！」

「ホントだ……すごいね！　ぺらぺらじゃない！」

「そこはまあ――ずっと父親にくっついてたからな。むしろ英語のほうが苦にが手てなんじゃないのか？」

　実をいえば、アイルランドから船便で送られてきたクリスが、なぜここまで流りゆう暢ちような日本語をしゃべれるのか、伊織にもまったく判らないのだが、おそらくそのへんは、「ウォーライクだから」のひと言で片づけられてしまうことなのだろう。

「……でも、どうして伊織くんが面倒を見ることになったの？」

「え？」

「いや、だってほら、パパが研究で忙しくても、クリスちゃんのママがいるでしょ？」

「それはまあ――は、母親のほうは、クリスが赤ん坊の頃に、な……」

「そうなんだ……」

「それに、肉親のことをこういうのもアレだが、叔父さんは研究第一であまり家族をかえりみない人間なんだ。ウチの父親と同じというか……ネグレクトっぽいというか」

　クリスには余計なことはいうなと釘を刺しておいたが、実は伊織も、クリスの〝設定〟をそう詳しいところまで決めていたわけではない。

　それを今になってどうにか取りつくろおうとしているせいで、伊織の叔父――宮本頼より通みちという男の人間像が、どんどん変な方向へ向かいつつあることを、伊織はかすかな焦あせりとともに実感していた。

「……とにかくそういうわけで、叔父が次に日本に戻ってくるまで、とりあえずウチで面倒を見ることになったんだ」

「それは判ったけど……ね、ねえ、伊織くん――」

　途中から伊織の言葉もろくに聞いていなかったのか、さつきは目を丸くしてクリスを見つめていた。

　伊織がつらつらと噓うそを並べ立てているわずかな間に、クリスは自分の皿の上のフレンチトーストをさっくりたいらげ、さらに机の上に残っていた甘じょっぱい塔を半分以上も崩くずしつつあった。

「その――す、すごいんだね、この子……」

「……大食いだけがとりえだ。ほかには何もできん」

　さつきの好奇心の矛ほこ先さきがクリスの素す性じようからひとまず逸それたことにほっとしながら、伊織は紅茶をすすった。

「違うもん！」

　また一枚、もりもりとトーストを食べ尽くし、クリスは砂糖にまみれたピンクの唇くちびるをとがらせた。

「クリス、ほかにも得意なこととかあるもん！」

「いまだに日本の社会生活に順応できずにいるガキが何をいっている？　おまえに大食い以外の特技があるなら聞いてみたいもんだな」

「あるよ！　たとえばちゅーとか！」

「ちゅう？」

　さつきが首をかしげる。

「おねえちゃん、ちゅーも知らないの？」

　誇らしげに胸を張ったクリスは、フォークを放り出すや否いなや、出窓のところに腰掛けていた伊織の膝ひざに飛び乗った。

「クリス、すっごい得意なんだよ！　いっつも伊織にねえ――」

「……このクソガキ」

　クリスが何のことをいっているのか、何をしようとしているのかを瞬時に悟さとった伊織は、いきなりアップに迫ってきたクリスの口の中にトーストを押し込み、ハンカチで顔面を無む造ぞう作さに拭ふき始はじめた。

「むぐぐぐぐ！」

「ちょっ……伊織くん!?」

「……確かにこいつは、おれにあれこれ手間をかけさせることにかけては天才的だな」

　さつきの目の前でディープキスをかまされるのを回避した伊織は、暴れるクリスをひょいとかかえ上げ、大おお袈げ裟さに溜息をついた。






















　ひそやかなざわめきと、雑菌の多い清潔な空間――。

　多くの患者が集まる病院の待合ロビーというのは、そういう矛む盾じゆんを含んだ特殊な空間といえるかもしれない。

　すでに時刻は午後四時を回り、きょうの診察時間も終わりに近づいていたが、ロビーにはまだまばらに人影が残っていた。

　テレビでは、物騒な連続通り魔事件のニュースを報道していた。ラックに置かれた新聞にも、決して小さくないスペースを割さいてその記事が載のっている。

「……剣けん呑のんな世の中になったものだ」

　かぶっていた帽子を膝ひざの上に置き、モノクルの老紳士は溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「せめて日没後はひとりで出歩かないようにしなければならんな」

　その言葉に合わせて、綺き麗れいにととのえられた口もとの髭ひげが震ふるえる。老人は小さくかぶりを振り、隣となりに座っていた男にいった。

「それはそうと……うちの娘は役に立っているかね？」

「はい」

　答えたのはまだ三〇ほどと見える男だった。背が高いせいで痩やせているように見えるが、肩幅は広く、スーツの袖そで口ぐちから覗のぞく手も大きい。均整の取れたスポーツマン的な体たい軀くの持ち主だったが、じっと床を見つめるその面おも差ざしには、むしろ線の細い書生風のおだやかさがあった。

「彼女はよくやってくれています。……ですが、やはり私には、彼女に応こたえてやることは――」

「それはきみが気に病むことではないよ」

　老紳士は男の肩をそっと叩たたいた。

「あれは、ただあれが望む通りにしているだけなのだ。きみが気にすることではない。もしきみがあれを哀あわれだと思うなら、せめてあれの好きなようにやらせてやってくれればそれでいい。……そういう女なのだ、あの子は」

「……はい」

「それより早く行きたまえ。私のような老人の相手をしていたら、本当に面会時間がなくなってしまう」

「それではお先に失礼します」

　男は立ち上がり、折り目正しく紳士に一礼してロビーから姿を消した。

「……人の世とはままならぬものだ」

　ふたたびひとりごちた老紳士は、正面玄関の自動ドアをくぐってロビーへと入ってきた女を一いち瞥べつした。

　一分の隙すきもなくブランド物のスーツを着こなした女は、大きな花束をかかえて足早にロビーを横切り、受付で案内を請こうこともなく東病棟のほうへと歩いていく。ずいぶんと慣れているようだが、知人か誰かがここに長期入院しているのかもしれない。

「ここでは毎日多くの人間が生まれ、多くの人間が死んでいく――さすがの私も厳げん粛しゆくな気持ちにならざるをえんな」

　小さくなっていく女の背中に向かい、紳士は帽子を持った手で大きく十字を切った。

　テレビでは、また血なまぐさい通り魔事件についてのニュースを垂たれ流ながしていた。

　　　　　[image: ]

　その日の昼休み、彼女は唐とう突とつに現れた。

　クラスのほとんどの生徒がその登場に目を丸くしたのは――特に何の感かん慨がいもいだかずにぼんやりしていたのは伊い織おりくらいのものだった――彼女がこの学園でもわりと有名人だったからだと、伊織はあとになって悪友から聞かされた。

　だが、彼女の来訪の目的を耳にすると、さすがに伊織も他ひ人とごととして流すわけにはいかなくなった。

「宮みや本もと伊織くんはいるかい？」

　少女は凜りんとよく通る声で下級生たちにそう告げた。

　ざわついていた一年二組の教室内が一気に静まり返り、クラスメイトたちの視線が無言のまま宮本伊織へとそそがれた。

　ちょうど後ろの席の山やま崎ざきと購買部のパンを食べていた伊織は、まったく面識のない上級生にいきなり名前を呼ばれ、みんなからかなり遅れて目を丸くした。

「……あれはおれのことをいっているのか？」

「どうやらそうらしいな、裏切り者」

「……何だ、それは？」

「女には興味がないようなふりしやがって……いつの間にあんな高たか嶺ねの花はなとお知り合いになった!?」

「そうよ、伊織くん！」

　恨うらみがましい山崎のおめきを押しのけるようにして、弁当の箸はしを置いたさつきが伊織の腕を引っ張った。

「いったいいつの間に大おお路じ先せん輩ぱいと!?」

「いつの間も何も、まったく面識がないんだが。……というか、あの人、大路っていうのか？　何年生だ？」

「ウソでしょ？　ホントに知らないの？　大路常葉ときわ先輩！」

「知らん。とりあえずおれの好みのタイプでもないしな」

　いつになく興奮しているさつきに困こん惑わくしながら、伊織は椅い子すを引いて立ち上がり、のそのそと廊ろう下かに出た。

「食事中にすまないな。……きみが宮本伊織くんか」

「はあ」

　やってきた伊織を前に、彼女――大路常葉は品定めするかのようなまなざしを向けてきた。

　周囲には、クラスメイトたちやほかの教室の生徒たちが、いったい何ごとかと遠巻きにして伊織たちを見つめている。伊織にとっては居心地が悪いことこの上ない。

「あの――」

「だいたいは判わかった」

　女武芸者を思わせるポニーテールの長い髪を揺ゆらし、常葉はしたり顔でうなずいた。伊織が「何の用ですか？」と尋たずねようとした言葉を後出しで潰つぶし、ポケットから取り出した小さな紙切れを伊織に握らせ、

「――とりあえず、あしたウチに来てくれ」

「は？」

「待っているからな」

　伊織が口をはさむ間もない。一方的にそう告げた常葉は、軽くウインクして伊織の前から颯さつ爽そうと立ち去った。

「…………」

　伊織は首をかしげつつ、常葉が押しつけていったメモを開いた。〇九〇で始まる一一桁けたの数列は、おそらく彼女の携けい帯たい電話の番号だろう。それといっしょに、メモには学校から彼女の自宅までの簡単な地図が記しるされていた。

　メモをズボンのポケットに押し込んで自分の席へ戻ってきた伊織に、さっそく山崎が襲おそいかかった。

「オレは心が広い！　だから、今のメモをおとなしく渡せばおまえを許してやることにする！　さあ渡せ、寄越せ、今すぐにだ！」

「……おまえは何をいっている？」

「とぼけるな！　おまえ、さっき先輩からメモみたいなモンもらったろ!?　あれ、ケー番かメアドなんだろ!?」

「だとしたら何なんだ？」

「だからそれをオレに寄越せっていってんだよ！　そうすれば、おまえが親友のオレを出し抜いて先輩とお近づきになったことは水に流してやる！」

「おまえに許してもらう必要はない。というか、それ以前にあの先輩とお近づきになった覚えもない」

「じゃあどうしておまえがそんなモンもらえるんだよ!?　おまけに別れ際にウインクまでもらいやがって……！　アレはおまえ、ふたりの仲がただならぬことをしめす何よりのサインだぞ！　ああちくしょう！　オレなんざ生まれてこのかた女にウインクなんかされたこともねえってのに！」

「おまえの哀かなしい過去に興味はないが、とにかくおまえは、おれの尻しりをまさぐるのをやめろ」

　ズボンのポケットに手を突っ込んでこようとする山崎を引ひき剝はがし、伊織は重苦しい溜息とともにパンの残りを片づけた。

　山崎が見当はずれなやっかみで伊織に絡からんでくるのはそう珍めずらしいことでもない。が、それにさつきまで乗っかってくるのは想定外だった。

「でも、常葉王子のメアドなんて、きっと誰も知らないよ？　それ教えてもらえるってふつうじゃないよ？」

　さつきは上うわ目め遣づかいに伊織を見つめている。うらやましげなような恨みがましげなような、どこかじとりとした視線だった。

「常葉王子？　大路常葉じゃないのか？」

「だーかーらー、あの人はみんなからそういうアダ名で呼ばれてるの！　凜り々りしくてヅカみたいなしゃべり方する人だから！」

「まあ、そのへんの男どもよりよっぽど颯爽としててカッコいいのは事実だな。オレほどじゃないが」

「山崎くん、ぜんぜん面おも白しろくないよ、その冗じよう談だん」

　おそらく本気だったに違いない山崎の言葉を罪のない笑顔で叩き潰し、さつきは伊織に向き直った。

「――それで、王子に何ていわれたの？」

「いや、別に」

「別にってことはないでしょ？　わざわざ下級生のクラスまで来て、伊織くんを名指しして呼び出したんだから」

　口調こそおだやかだが、正直にいうまで問い詰めるのをやめない！　といわんばかりの静かな迫力が、今のさつきにはある。周りの女子たちまでが耳をそばだてているのを知って、伊織はますます居心地が悪くなった。

「――もしかしてスカウトされたとか？」

「スカウト？」

「だからほら、王子のやってる薙なぎ刀なた部に」

「薙刀？」

　ブリックパックのいちご牛乳をずこずこすすり、伊織は首をひねった。

「――ウチの学校に薙刀部なんてあったのか？」

「あるよ。毎年全国大会に出場してるし」

「それは初耳だな」

「まあ、全国大会っていっても個人戦だけだからな」

　伊織同様、スポーツでさわやかな汗を流すという行為からはるかに縁えん遠どおい山崎が、情報通を気取って訳わけ知しり顔で語り出した。

「ぶっちゃけ薙刀部ってのは王子ひとりしかいねえんだよ。そもそも指導できる人間がいねえしさ」

「それじゃ王子は誰に教わってるんだ？」

「実家が道場やってたんだとさ。ナントカ流っていう、江戸時代から続く流派だって話だ。……で、教える人間はいないけど、王子本人は全国レベルの実力者だから個人戦で出場させとこうぜってことで、名前だけの薙刀部を作ったらしいんだよ」

「ふーん」

　高校二年にして薙刀の名手、文ぶん武ぶ両りよう道どうを地で行く文字通りの女武将のような少女で、あの通り目もと涼やかな凜々しい美び貌ぼうの持ち主ともなれば、男子生徒はもちろん、恋に恋するお年頃の女子生徒たちが熱を上げるのも判らないではない。男である伊織にはさすがに実感するのは無理だが、それでも、たとえば宝たから塚づかにあこがれる少女たちがあれだけいることを考えれば、そういう心理が存在することは理解できる。

「王子さまというより若さまという感じだがな。……しかし、そんな人間がおれに何の用事があるんだ？」

「おい宮本、やっぱりおまえ、王子に呼び出し食くらったんだな？　いったい何をしでかした？　どういう関係だ？」

「だからまったく身に覚えがないといっている。……少なくとも、おまえが邪じや推すいするような理由でないのは確かだ」

「そうだよね……常葉王子って、薙刀ひとすじのストイックな凜々しさがカッコいいっていうのは確かなんだけど、逆に恋れん愛あい沙ざ汰たとかにはホントに無縁ていうか――ちょっと周りの人間を寄せつけない冷ややかなところがあるもんね」

　天てん井じようを見つめてぼんやりと呟いていたさつきは、ふと思いついたみたいに伊織を見やり、

「……そういう意味では、ちょっと伊織くんに似てるかも」

「おれにはああいう健全さはカケラもない」

　よくよく考えれば情なさけないことこの上ないセリフを堂々と口にして、伊織は空からになったいちご牛乳のパックを握にぎり潰つぶした。
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　金曜の夜、少女の足下に散らばっていたのは、無む造ぞう作さに丸められた紙くずだった。

　そこに描かれているマークを見れば、それが某有名ハンバーガーチェーンのものだということが判る。

　ただ、その数がやや多い。

　多すぎる。

　明かりの消えたデパート裏の植え込みの縁ふちに腰かけ、少女はもそもそとハンバーガーを食べ続けていた。用なしになったその包み紙が、すでに一〇枚以上、くしゃくしゃに丸められて歩道の上に投げ捨てられている。

　これが日中であれば、家族連れやカップルたちでにぎわっているはずの通りも、今はときおり深夜料金のタクシーが通りすぎていくだけで、これといって人影もない。頼りない街灯の明かりの下で、ひとり黙もく々もくと夜食を食べ続ける少女の姿は――ゴシックパンク崩くずれの彼女の出で立ちともあいまって――異様といえば異様であった。

　彼女の耳を覆おおう大きなヘッドホンからは、やかましくがなりたてるハードロックがもれ聞こえてくる。興味のない人間には騒音としか思えない音楽を聞きながら、少女は一三個目の包みを開いた。半分冷めかけたハンバーガーを口もとへと運ぶ動きははなはだ作業的で、少なくともその表情を見るかぎり、少女がハンバーガーをおいしいと感じているようには思えなかった。

「…………」

　たちまち一三枚目の包み紙が丸められ、放り捨てられる。そして少女は、隣に置かれた大きなビニール袋の中からあらたなハンバーガーを取り出した。

　取り出す、食べる、丸めて捨てる――もはやそれは機械的に繰り返される流れ作業のようであった。

「――およ？」

　タクシーのエンジン音が遠のいた頃、どこかおどけたような男の声が聞こえてきた。

　すぐそこの路地から出てきた男たちが、どこかおぼつかない足取りでやってくる。三人ともまだはたちそこそこのように見えるが、顔色からすると、すでにかなり酒が入っているようだった。

　にやついた笑みを浮かべた男たちは、呂ろ律れつの回りきっていない、ひどく聞き取りづらい下げ卑びた口調で何ごとか言葉を交わしながら、少女のほうへとやってきた。もっとも、言葉としては伝わらずとも、そのゆるみきった表情だけで、ろくでもないことを考えているということぐらいはすぐに判る。

　一四、五ほどに見える少女がひとり深夜の街を徘はい徊かいしているところを、もし警官にでも見とがめられようものなら、即座に交番行き、そして保護者に通報とあいなるだろうが、少女の周囲に保護者らしき人間の姿はない。

　それを確認していたのか、男たちはあたりをしばらく見回してから、おもむろに少女に声をかけた。

「お嬢じようちゃん、もしかしてひとりなの？」

　しゃっくり混じりの滑こつ稽けいな男たちの問いに、しかし、少女は無反応だった。

　ヘッドホンから垂れ流されるジャーマンメタルのせいで男たちの声に気づかなかった――というわけではあるまい。男たちは少女のすぐ前、ほんの三メートルほどのところにいる。たとえお気に入りの音楽にまぎれて声が聞こえなかったとしても、男たちの姿は目に入っているはずだ。

　だが、それでもなお少女は反応をしめさなかった。

　男たちが近づいてきたのを知って、その上で無視しているわけでもない。

　しいていうなら、男たちは最初から彼女の意識の中には存在していないのかもしれない。彼女はそもそもこの男たちを――道を行く人間が、足元にいる蟻ありに気づかないのと同じように――そこにいるものとして認識していないようだった。

「――――」

　男たちの顔色が、酔いによる赤から怒ど気きによる赤に変わった。ようやく男たちも、自分たちがこの少女から、無視や黙もく殺さつすらしてもらえていないことに気づいたのである。

「おい――」

　男のひとりが、少女の意識をこちらに向けようと、無ぶ遠えん慮りよに手を伸ばした。

　その瞬間、真ん中の男の喉のどがぐうぅと奇妙な音を鳴らした。

「ちょっと待てよ」

　いつの間にか、三人の背後にひょろりと背の高い若者が立っていた。派手な赤いシャツに白いスーツをゆるく着崩したさまは、一見するとどこかのホストのように思えなくもなかったが、その双そう眸ぼうにともる眼光の鋭さは、それよりももっと物騒な世界の住人を思わせる。

　そのホスト崩れの白スーツが、真ん中の男のＴシャツの襟えり首くびに指を引っかけ、ぎゅうぎゅう後ろに引っ張っているのだった。

「ぐ……ひ、ぎっ――」

　喉を圧迫される苦しさから、男の顔がさらに紅こう潮ちようし、かすかに震える唇くちびるからもれる呻うめき声が次第にかぼそくなっていく。

「てめっ……!?　な、何やってんだよ、この野郎!?」

「放せよ！　ブッ殺すぞ、オマエ!!」

　ようやく事態が呑のみ込こめたのか、両脇の男たちが慌あわてて止めに入ろうとしたが、それよりも早く、白スーツは邪じや魔まっ気けなものでも振り払うかのように、指一本でその動きを押さえていた男を後方へと放り捨てた。

「――ぐがっ!?」

　すさまじいいきおいで五、六メートルも吹っ飛んでいった男は、アスファルトの上で軽くバウンドしてからすぐに動かなくなった。

「……！」

　それを目まの当あたりにした男たちが、怒気も言葉も忘れて息を呑む。

「酒は嫌いだ」

　心底腹立たしげに吐はき捨すてた白スーツは、右手の人差し指に引っかかっていたＴシャツのきれはしを振り捨てた。

「……酒を飲んで騒ぐ連中はもっと嫌いだ」

　白スーツのポケットから左手がすべり出る。それに反応して男たちが拳こぶしを握り締めたが、その動きはあまりにも遅かった。

「ぐぅ――」

「ぶふっ」

　白スーツの両手がふたりの男の喉にかかり、そのまま持ち上げた。

「!?」

　痩そう身しんであるにもかかわらず、白スーツは両手でひとりずつ、明らかに自分よりも体格のいい男たちを吊つり上あげている。尋じん常じような膂りよ力りよくではなかった。

「酒飲んで騒ぐ大人は人間のクズだからな」

　繰り返し吐き捨て、白スーツは男たちを放り投げた。それこそあの少女がハンバーガーの包み紙を丸めて捨てるような無造作さで、振り返りざまに投げ捨てた。

　先に転がっていた男のそばに落ちた男たちは、やはり同じように短く呻いて動かなくなった。

「……ザマぁ」

　肩越しに男たちを見やり、白スーツはにやりと笑った。

「ケンジさん」

　男たちが完全に静かになってから、少女はヘッドホンを耳からはずして口を開いた。

「――そこで何してるんです？」

「いや、別に。ゴミを片づけてた」

　男たちを指差し、ケンジと呼ばれた白スーツは悪びれることなく答えた。

「生ゴミっつーか……社会のゴミ？　とにかくゴミの片づけ。街の美化だよ」

「そうですか。ご苦労さまです」

　今になって男たちの存在に気づいたかのように、少女はケンジの肩越しに向こうを見やり、紙ナプキンで口もとをぬぐっている。あれだけあったハンバーガーはすでにひとつも残っていない。

　ケンジはかたわらに置いてあったビニール袋を手に取り、少女に差し出した。

「食うか？」

「いただきます」

　あらたなビニール袋の中から出てきたのもハンバーガーだった。しかも、さっきまで少女が食べ続けていたものよりも大きい。

「食うのはいいけどよ……まーちゃん、ゴミくらいはきちんと捨てようぜ。社会のルールだからさ」

「はい、すいません」

　そういいながら、少女は高さ一〇センチはありそうなハンバーガーを両手ではさんで押し潰し、はみ出たソースで手が汚れるのもいとわず半分の厚さに圧あつ縮しゆくすると、ふたたびもぐもぐと食べ始めた。

「こらこら、服が汚れるだろ」

「あ、すいません」

　言葉遣いはいちいちていねいなのに、少女のふるまいにはいまひとつ繊せん細さいさがない。そんな少女の膝の上に紙ナプキンを敷しいてやったケンジは、小さく溜息をついてあたりに散らばった紙くずを拾った。

「それで足りなかったらちゃんといえよ」

「はい」

「子供が腹いっぱい食えないっていうのは不幸だからな」

「お気遣いありがとうございます」

　コーラをずこーっとすすり、少女はぺこりと頭を下げた。

「気にすんなよ」

　あたりのゴミを拾ってまとめ、さも当然のように倒れたまま動かない男たちの上に置いてきたケンジは、少女の隣に腰を降ろしてスーツの内ポケットから棒つきキャンディを取り出した。

「――腹を空すかせてる子供は不幸だ」

　キャンディをくわえ、ケンジは星の少ない夜空を見上げた。

「大人には、子供に腹いっぱい食わせてやる義務があるんだよ」
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　宮本伊織は生まれてからずっとこの街に住んでいるが、だからといってこの街のことを隅すみから隅まで知っているわけではない。

　現に伊織は、自分が通う学園からそう遠くないところに、こんな閑かん静せいな住宅街があるということをきょうまで知らなかった。

　伊織の自宅があるあたりも、閑静といえば閑静な土と地ち柄がらだったが、あそこはいわゆる新興住宅地で、住民の多くはよそから移り住んできた人々だった。宮本家のように、一〇〇年近くも前からずっと住み続けている家族のほうが例外といえる。

　逆にこのあたりは、それなりの格式のある旧家が多いのだろう、目につくのは立派な門構えの豪ごう邸ていばかりだった。

「……固こ定てい資し産さん税ぜいがたいへんそうだな」

　メモを片手に、伊織は大路常葉の家を捜している。余計なお世話とも思えるそんなひとり言が口をついて出るのは、この一帯を支配する上品な静せい寂じやくがひどく居心地の悪いものに感じられるからだった。

「こていしさんぜいって？」

　すぐ後ろをちょこちょことついてくるクリスタベルが、さして意味のない伊織の呟きを聞きつけて、即座に質問してくる。自分が疑問に思ったことはすぐに尋ねる好奇心と向学心の持ち主――といえば聞こえはいいが、たとえここで伊織が固定資産税の何たるかを判りやすく説明してやったとしても、おそらく三秒後には、少女はすべてを忘れ去っているだろう。別にクリスは本気で固定資産税の仕組みについて知りたいわけではなく、単に伊織の意識を自分に向けたいだけなのだ。

「判らない言葉があれば辞書を引け」

「辞書嫌～い」

　伊織はふと足を止めてクリスを見下ろした。

「……ところで、どうしておまえまでついてくる必要があったんだ？」

「え～？　だって、せっかくのお休みだもん、イオリといっしょにいたいし」

「それはおれのセリフだ。せっかくの休日だというのに、どうしてまたおまえを引き連れて歩き回らなけりゃならん？」

　毎日学校と子育てに忙ぼう殺さつされている伊織からすれば、せめて学校が休みの日くらい、時間を気にすることなくのんびりしたいのに、こうして出先にまでクリスについてこられては意味がない。だいたいこの少女は、ＴＰＯをまったく考こう慮りよせず、腹が減れば腹が減ったと大声で主張し、その欲求が満たされなければさらに大声でわめいて伊織を窮きゆう地ちにおちいらせる達人なのである。

「……そもそもおれだって、別に出歩きたくて出歩いてるわけじゃあない。それこそ家でのんびり読書でもしていたかったんだからな」

「じゃあそうしようよ！　今すぐおうちに帰って、ごはん食べてさあ――」

「先輩に呼び出されてなければさっさとそうしている」

「センパイって？」

「学校の先輩だ」

「偉えらいの？　怖いの？」

「怖いかどうかは判らんが、たぶん偉くはない」

「じゃあどうしてイオリに命令するの？」

「どうしてだろうな。……よくよく考えると腹が立ってきた」

　常葉の機き嫌げんをそこねたからといって、別に彼女が薙刀を持って伊織のクラスに乗り込んでくるとも思えない。しかし、たとえ常葉がそういう人間でなかったにせよ、彼女の〝信奉者〟たちは、伊織のそんな非礼を許しはしないだろう。それを考えると、常葉の呼び出しを無視するのもこれでけっこう怖い。

「一応このへんのはずなんだが――」

　ケータイに表示させた地図とメモを交互に見つめていた伊織は、眉まゆをひそめて顔を上げた。

　伊織たちのすぐかたわらには、このあたりでもなかなかお目にかかれないような、白い漆しつ喰くい塗ぬりの塀へいが続いていた。先ほどからずっと、ふたりはこの塀に沿って歩いているのである。

　伊織は塀の向こうの松の梢こずえを見上げ、眉み間けんのシワをさらに深くした。

「まさか……ここなのか？」

「え～？　どこから入るの？　乗り越えてく？」

「……やってやれないことはないが、ご近所とセコムの目が怖いな」

　クリスの〝魔性の血エルフインブラツド〟の力を借りれば、この倍の高さの塀でも軽々と飛び越えられるだろうが、いかに人通りが少ない薄うす曇ぐもりの土曜の午後とはいえ、日中からそんな怪かい盗とうじみた真ま似ねをする気にはなれない。

　伊織はクリスの手を引き、塀に沿ってぐるっと大きく回り込むと、曲がり角の向こうにようやく見えてきた大きな門にほっと安あん堵どの吐と息いきをもらした。門の脇わきにかけられた巨大な表札には、黒々とした墨すみ文も字じで「大路」とある。

「お寺！　お寺だよ！」

　大きな四つ足門を見てなぜかテンションを上げているクリスを黙殺し、伊織はそのすぐ横にある通用門に歩み寄ると、インターホンのボタンを押した。

『――はい、どちらさまでしょう？』

　スピーカー越しに聞こえてきたのは中年女性の声だった。

「あー……」

　カメラを通して自分の顔が確認されているのを感じながら、いまさらながらに伊織は、訪問の目的と、何より自分と常葉の関係をどう説明しようかと言葉に詰まった。

『ああ、宮本さまでございますね？　お嬢さまのご学がく友ゆうの』

「あ、はい」

　生まれてこのかた、さまづけで呼ばれたこともご学友といわれたこともない伊織は、その居心地の悪さに苦笑しそうになった。

「お話は伺うかがっております。こちらへどうぞ」

　通用門を開けて伊織を迎えてくれたのは、エプロンをつけた小柄な女性だった。

「……この人がセンパイ？」

　クリスが背伸びをしてそっと伊織にささやいた。

「そんなわけあるか。……家か政せい婦ふさんだろ」

「何それ？」

「お手伝いさんだ」

「お手伝いさん？」

「家の掃そう除じや食事の用意なんかをやってくれる人のことだ」

「じゃあイオリも家政婦さんだったんだね♪」

「…………」

　失礼なことこの上ないクリスの勘違いをふたたび黙殺し、伊織は大路家の敷しき居いをまたいだ。

　伊織が思うに、おそらく大路家は、昔からこのあたりの地主か何かだったのだろう。文字通りどこかの寺を思わせる広い庭も、趣おもむきのある数す寄き屋や造づくりの屋敷も、長い時の流れによってしかまとうことのない、澱おりのような渋みのような、うまく言葉にできない独特の雰ふん囲い気きのようなものを持っている。少なくとも、この一〇年や二〇年の間に建てられたものでは決してない。

「こちらでお待ちください。今お嬢さまがまいりますので」

「はい」

　伊織たちが案内されたのは、風通しのよい一〇畳じようほどの畳たたみの間だった。濡ぬれ縁えんに面した障子は開け放たれ、その向こうには、慎つつましやかな青や紫の紫陽花あじさいにいろどられた見事な作りの庭が広がっている。床の間に視線を転じれば――伊織にはよく価値が判らないが、とりあえずとても高価そうな――掛け軸が飾られていた。

「おまけに鴨かも居いの上には薙刀か……らしいといえばらしいが」

　さっぱりとした室内をぐるりと見回し、伊織は嘆たん息そくした。

　常葉の実家が薙刀の道場をやっているという話を聞いて、それなりに由ゆい緒しよのある旧家なのかもしれないとは思っていたが、こうして目にした現実は伊織の想像のさらに上を行っていた。

「……この広い屋敷もそうだが、家政婦を雇っているという時点で別次元の話だな。相当な資産家らしい」

　こういう古い屋敷をいい状態で維い持じしていくには、毎日の掃除や手入れにさぞ手間がかかることだろう。ここではたらいている家政婦も、さっきのおばさんひとりではないに違いない。

「ねえイオリ」

　家政婦のおばさんが下がるや否いなや、クリスは座ざ布団ぶとんの上に腹はら這ばいになり、鼻をこすりつけるようにして畳の匂いを嗅かぎ始はじめた。

「この床ヘン！　ヘンな匂いがするよ！　何か草みたいなの敷いてあるし！」

「確かにウチには和室がないが……しかし、毎日あれだけテレビを見ていて、おまえは畳というものを知らないのか？」

「タタミ？」

「今のうちにいっておくが、その縁の部分を踏むと足が腐くさるからな」

「えええ!?」

「ここはそういう呪のろいがかかった魔法の部屋だ」

　うつぶせになって足をばたばたさせているクリスのスカートを直していた伊織は、ふと視線を感じて振り返った。

「…………」

　いつの間にか、庭先にひとりの少女が立っていた。だいたいクリスと同い年、あるいは少し年上だろうか、空色の地に朝あさ顔がおの柄を散らした浴衣ゆかたを着込み、長い髪をおだんごにまとめてアップにしている。

　なかなかの――どころか、鄙ひなに稀まれなる美少女といっていい。稀き少しよう価か値ちという意味ではクリスに匹ひつ敵てきするだろう。

　なぜならその少女は、クリスと同様、日本人にはありえない銀色の髪と鳶とび色いろの瞳ひとみの持ち主だったのである。

「――――」

　伊織が驚きに言葉を失っている間に、少女は濡れ縁から部屋の中に上がり込んでくると、無言のままクリスに歩み寄り、左手に持っていた巾きん着ちやくを差し出した。

「クリスにくれるの？」

　少女がこくりとうなずくと、クリスは鼻をひくひくさせて袋を開いた。

「わー、小さいウニだー」

「ウニ？」

　はたと正気に立ち返った伊織が上から覗き込んでみると、袋の中には昔懐なつかしい金こん平ぺい糖とうがぎっしり詰まっていた。

「それは飴あめだ。ウニのわけがないだろう」

「ふーん」

　少女に礼をいうでもなく、クリスは巾着の中に無造作に手を突っ込み、握れるだけ握った金平糖を摑つかみ出だすと、そのまま口の中に放り込んでぼりぼり食べ始めた。












「甘～い♪　じゃりじゃりする～♪」

「おまえ、それはそういう食べ方をするものじゃ――」

　伊織がクリスの行ぎよう儀ぎの悪さをたしなめようとしているすぐそばで、今度は銀髪の浴衣少女が、同じように小さな手いっぱいに摑み出した金平糖を、こともなげに口の中に放り込んでしまった。

「おいしいねー」

「…………」

　ぼりんぼりんぼりんぼりんと景気のいい咀そ嚼しやく音おんの二重奏。呆あつ気けにとられてそれを見ていた伊織は、ふたたびはっと目を見開き、座布団から立ち上がった。

「まさか――」

「そう警けい戒かいするな、宮本後輩」

「！」

　伊織が慌てて振り返ると、大きなお盆に麦茶のグラスを載せた大路常葉がそこに立っていた。

「……きみは、武道や格闘技に関しては完全に素人しろうとなのかい？」

「え？」

「ふだんからもう少し周囲に注意を配る訓練をしておいたほうがいい。いざという時に役に立つよ」

　銀髪の少女とお揃そろいなのか、白地に青の紫陽花を散らした浴衣姿の常葉は、緊張の色を隠せずにいる伊織のかたわらをすり抜け、ぼりぼりやっている少女たちのそばに座った。

「――それっぽっちでは足りないだろう。すぐにお菓子が来るからね」

　クリスに麦茶を勧すすめ、常葉はにっこりと笑った。

　その笑顔をしばらく見つめていたクリスは、

「イオリ！　この人いい人だよ！　ぜんぜん怖くないよ！」

「おまえな……」

　伊織は額ひたいに手を当てて絶句した。冷ややかな常葉の視線がちくちくと痛い。

「……きみはこの少女にわたしのことをどう説明していたんだ、宮本後輩？」

「別に何もいってませんよ。ただ単にこいつが世間知らずで早とちりなだけです」

「ならそういうことにしておこうか」

　常葉はくすっと笑って空いている座布団を指ししめした。

「――とにかく、突っ立っていないできみも座りなよ。落ち着いて話がしたい」

「……はあ」

　常葉の様子を窺うかがいながら、伊織はゆっくりと腰を降ろした。

〝幻視セカンドサイト〟で確かめたわけではなかったが、すでに伊織は、この銀髪の少女がウォーライクであることを確信していた。

　そして、その〝鞘ロのー主ド〟がほかならぬ大路常葉だということも、おそらくは間違っていまい。




　庭先で遊ぶ少女たちを眺ながめ、常葉は呟いた。

「早はや瀬せ先生から、一年の宮本というのがロードになったと聞かされてさ」

　折り目正しく座布団の上に正座している姿はどこからどう見ても黒髪の美少女なのに、常葉の言葉遣いはまさしくヅカの男役のようだった。

「先生の言葉を頭から疑ってかかっているわけではないけどね」

「自分の目で確認しないと納得できなかったってわけですか？」

「まあそんなところだよ」

「それにしたって、ああいう呼び出し方をしなくてもよかったんじゃないんですか？」

　汗をかいたグラスをお盆に置き、伊織は常葉を軽く睨にらんだ。

　きのうの昼休みの一件で、少なくとも一年二組の生徒のほとんどは、伊織が常葉に呼び出されたことを知っている。おそらく月曜日には、山崎をはじめとした野や次じ馬うま根こん性じようの塊かたまりのごとき連中に囲まれて、大路邸を訪問した件について根掘り葉掘り訊きかれるに違いない。そのわずらわしさから逃れるには、しばらく仮病を使って学校を休む以外にないだろう。

　せめて常葉がもう少し目立たない接触方法を選んでくれれば、こんな面倒を背負い込むこともなかったのに――というのが、伊織のいつわらざる心境だった。

　しかし、常葉は逆に面白そうに笑いながら、

「いや、あれは悪かった。ただ、ほかにうまい手が思いつかなかったんだよ」

「いくらでも考えつくでしょう？　先生を通して放課後にでも美術準備室で対面するとか――」

「きみ、何も聞いていないのかい？」

「何をです？」

「早瀬先生は、このところ学校に来ていないぞ？　病欠ということらしいけど」

「病気？　本当ですか？」

「さあね。ほかの先生がたに聞いてもはっきりとした答えは返ってこない。たぶん何か事情があるんだろうさ。――だから仕方なしに、わたしのほうからきみに接触してみたわけなんだけど」

「それにしたって……」

「考えてもみなよ。わたしがきみの携帯の番号やメールアドレスを、こっそり入手しようとしていたなんて周囲に知れたらどうなる？」

「それは……」

「大路常葉が一年の男子に懸け想そうしているなんて噂うわさが広まって、それで一番迷惑するのは結局はきみだよ？」

「そりゃまあとんでもない騒ぎになるのは判りますが」

「それよりは、公衆の面前で堂々とメモを渡して、別に他人に隠すようなことは何もないという態度を見せておいたほうが、かえって傷は浅いだろう？　きみを我が家に呼びつけた理由くらい、あとづけで何とでもできるだろうからさ」

　確かにそういわれてみるとその通りかもしれない。どこかまだ釈しやく然ぜんとしないものをかかえながら、伊織がむすっと腕組みをしたのを見て、常葉は相そう好ごうを崩した。

「――というのは半分は建たて前まえなんだが」

「建前？」

「こんなことを告白するのも情けないけどね、わたしは生まれてこのかた男子とつき合った経験がないんだ。もちろん女子ともつき合ったことはないよ？」

　長いポニーテールを揺らし、常葉はあっけらかんと笑っている。牧まき島しまさつきがときどき見せるポニーテールより、常葉のポニーテールのほうがずっと似合っていると、伊織は失礼きわまりないそんな感想をいだいてしまった。

「だから、ベクトルが同じロードが校内にいると先生から聞かされても、きみが男だというだけで、どういうふうに接触するのが一番いい方法なのかまったく判らなかったんだよ。――いずれにせよ、自分の都合ばかり考えて一方的な招待になってしまったのは申し訳なかったな。すまない」

「……別にいいですよ、もう」

　どのみちふたりが顔を合わせて話すことといえば、ウォーライクがどうのといった他人には聞かせられないようなことばかりである。美術準備室が駄目ならどちらかの自宅しかないし、常葉のほうが一方的に伊織を知っているのなら、常葉のほうでセッティングするしかなかったのは明らかだ。

「……しかし、きみはきのうの段階で、わたしがロードだということに気づかなかったのかい？」

「いいえ、ぜんぜん」

「やはりきみは、もう少し注意深く行動したほうがいいな」

　常葉は軽くウインクして小さく笑った。

「……ああ」

　きのうメモを渡しにきた常葉が、去りぎわに伊織にウインクしていったのは、あれは別に伊織に対して何らかのサインを送っていたわけではなく、セカンドサイトによって伊織の身体からだに鱗りん粉ぷんがついているかどうかを確認していただけなのだろう。いまさらその事実に気がついて、伊織は間の抜けた声をあげてしまった。

「あの子は綺麗な翼つばさを持っているな」

　庭先の少女たちに視線を転じた常葉が呟いた。

「――名前は？」

「クリスタベルです」

　答えながら、伊織もそっと片目を閉じ、クリスと遊んでいる浴衣少女を見つめた。その背中からは、少女の髪の色とよく似た銀色の光の翼が生えている。

「うちの子はリリオーヌという。……先生のところのウォーライクとは気が合わないようだけど、あの子とはすぐに仲よくなれたようでよかった。リリオーヌは無口で愛あい想そうがないから、実は心配していたんだ」

「あの子はここではどういう立場なんですか？　うちのクリスはおれの叔お父じがアメリカでこしらえた娘ということにしてますけど……別に家の人に内緒でかくまっているわけじゃありませんよね？」

　伊織のようなひとり暮らしならともかく、家族といっしょに暮らしている立場で、ウォーライクの存在を隠したまま養い続けるのは不可能に近い。驚異的なウォーライクの食欲を満たすには、やはり台所を守る主婦の協力が必要だからだ。それに、この屋敷には家政婦たちの目もある。常葉が学校に行っている間に見つかる可能性も高い。

「そこは開き直って隠さないようにしているのさ」

　常葉はこともなげにそういった。

「きょうからここに住むことになったわたしの知人だといって、花はな山やまさんたちには強引に納得してもらった。いろいろと思うところはあるだろうが、余計な詮せん索さくはしないでくれているよ」

　花山さんというのは先ほどの家政婦さんのことで、仕事で何かと家を空けがちな両親に代わって、幼い頃から常葉の面めん倒どうを見てくれていた人だという。

「――ここでリリオーヌが暮らし始めてから、わたしの両親はまだ一度も帰ってきていない。ほかに家族といえばあとはおばあさまだけだ。隠いん居きよした身のおばあさまは、わたしがこうと思って決めたことには反対せずに黙って見守ってくれるかただから、今のところは特に問題は起きていない。……ただ、最近になってウチに妙な座ざ敷しきわらしが出るという噂が近所で流れているらしいけど」

「そこまでしてあの子といっしょに生きていこうと考えた理由は何なんです？」

　確か伊織は、薬くす子こにも同じ質問をぶつけたことがあったし、自分自身にも幾いく度どとなく同じ問いかけをしてきた。伊織がその質問にこだわるのは、ウォーライクとともに生きることでしか手に入らない何かがあるのかどうか――命を懸かけるほどのリスクに見合うリターンがあるのかどうか知りたいからだった。

「窮きゆう鳥ちよう懐ふところに入いれば猟りよう師しも殺さずというやつさ」

　常葉は即答した。いい回しはいかにも彼女らしいが、同時にそれは、伊織にもなかば予想できていた、ある意味では平凡な回答だった。

「何も判らないうちなら放っておけたかもしれない。だけど、事情を知ってしまった今ではあの子を見捨てることなんかできないよ」

「大きなリスクがあっても……ですか？」

「どうせきみがあの子を育てているのも同じような理由なんだろう？　ならわたしに聞くまでもないんじゃないかな」

「おれにとっては、行方ゆくえ不ふ明めいの親おや父じの消息をたどるって意味もあるんですよ。今は完全に忘れてるみたいだけど、あいつは絶対、親父のことを知っているはずなんです」

「そうか……あの子はきみのご尊そん父ぷがアイルランドから送ってきたんだったね。早瀬先生から聞いたことがあるよ」

　うなずきながら庭先を見やった常葉は、ふと眉をひそめて腰を浮かせた。

　さっきまで池のほとりにいたはずのクリスとリリオーヌの姿が、いつの間にか消えている。池に落ちたのならさすがに水音で気がつくだろうから、ふたり揃ってどこか別の場所に行ったのかもしれない。

「まさか――」

　常葉は立ち上がり、深い飴色の艶つやの出た板張りの廊下を歩き出した。

「ちょっ……先輩！」

「何でもない。きみはそこで待っていろ」

　足早に追いすがってきた伊織に、常葉が低い声でそう告げる。が、さっきまでの常葉とは表情がまるで違う。これで何でもないなどといわれても、にわかに信じるわけにはいかなかった。

　考えてみれば、クリスもリリオーヌも、〝変形シエイプシフト〟しなければ単なる大食らいの少女でしかない。もしも悪意あるほかのウォーライクに襲われでもしたら、なすすべなく倒されてしまうだろう。

　どこか切せつ羽ぱ詰まったような常葉の表情から、伊織はそんな焦あせりを感じ取った。

「いいから！　きみはついてこなくていい！」

「そういうわけにはいかないでしょう。クリスはウチの居い候そうろうですよ」

　ついてこなくていいと連呼する常葉を追って、伊織はほとんど走るような速さで大路邸の中を駆け抜け、奥まったところにある離れの小さな部屋へと向かった。

「クリス！」

　大股で歩きながら伊織が声をかけると、離れの障子戸が開き、クリスがひょっこりと廊下に顔を出した。

「あ、イオリ。――と、トキワだ」

　クリスに続いてリリオーヌが無言で顔を覗かせる。別段、命の危険にさらされているようには見えない。

　しかし、隣にいる常葉をふと見ると、額に手を当てて天井を振り仰ぎ、大おお袈げ裟さに嘆息している。ふたりが無事でほっとしているという様子ではない。

「おまえ……よそのお宅で何をやっているんだ？　何か失礼なことでもやらかしているんじゃないだろうな？」

「みっ、宮本！　ま、待って――」

　常葉が息を呑んで呼び止めた時には、伊織はすでにクリスのところへと歩み寄り、部屋の中を覗き込んでいた。

「すごいよね、イオリ！」

　瞬間的にかたまってしまった伊織に、まったく丈たけの合っていない浴衣をはおったクリスが興奮気味にいった。

「クリスもこういうお部屋欲しい！　ピンクピンク！　可か愛わいいピンクのお部屋！　可愛いお洋服とか着物とか、ぬいぐるみとかがたくさんあって――」

「だっ、黙れ、小娘！」

　伊織は咄とつ嗟さにクリスを引っ摑み、てのひらでそのおしゃべりな口をふさぐと、恐る恐る常葉を振り返った。

「…………」

　団扇うちわを握り締めた拳をかすかに震わせ、常葉は立ちすくんでいた。その顔はこれ以上はないというくらいに真っ赤に紅潮し、額にはふつふつと汗の珠たまが浮かんでいる。

　伊織が目撃してしまった部屋は、確かにクリスが狂きよう喜き乱らん舞ぶするような可愛らしいファンシーな部屋だった。和室の畳の上にわざわざ絨じゆう毯たんを敷いてベッドを置き、全体をピンクでコーディネイトしてある。そのベッドカバーもカーテンも、レースがふんだんに使われたもので、部屋のそこかしこに巨大なぬいぐるみが無数に置かれていた。

　勉強机のそばの壁にかけられている三み日か月づき学園高等部の女子の制服を見れば、これがいったい誰の部屋なのかはおのずと知れる。

　伊織はふたたび常葉を振り返った。

「……見たね？」

　常葉は頰ほおを真っ赤に染めたまま、唇をぎゅっと嚙かみ締しめている。

　学園では王子と呼ばれ、薙刀を能よくする武道の若き達人とされている常葉としては、実は自分がこんな少女趣味の持ち主だと知られてしまうのは、おそらく何よりも恥ずかしいことなのだろう。まして伊織は同世代の男子である。

　羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくに顔を火ほ照てらせ、常葉は伊織を睨みつけた。

「……見たね、宮本後輩？」

「ふ、不可抗力です」

「わたしは！　きみは来なくていいといったはずだぞ！」

　声を荒げ、常葉は伊織に詰め寄った。

「それなのにきみは――」

「いや……だったらひと言いってくださいよ。そこはわたしの部屋だから覗かれたくないといってくれれば、おれだっていきなり覗き込んだりしなかった」

「そ、それは――確かにそうかもしれないが……」

　伊織の正論に、常葉のいきどおりが一気にしぼんでいくのが判った。

　薙刀を持ち出されずにすんだことにほっとしながら、伊織は肩をすくめた。

「別に誰にもいいませんよ。……だいたい、おれが先輩の部屋に入ったなんていおうものなら、それこそ周りの連中に血祭りに上げられますから。おれのクラスにも先輩のファンは多いんですよ。特に女子に」

「そうか……それも、そう、だな……」

「そうですよ」

「……くれぐれも他た言ごん無む用ようだぞ？」

「判ってますよ」

　大おお仰ぎように何度もうなずき、伊織はクリスが勝手に着ていた常葉の浴衣を脱がせた。






















　スニーカーの靴くつ紐ひもを結んでいる伊い織おりのかたわらに、常葉ときわがそっとしゃがみ込んでささやいた。

「――宮みや本もと後こう輩はい」

「はい？」

「きみにひとついっておきたいことがある」

「先輩の部屋の話なら絶対に他ひ人とにはいいませんよ」

「それは無論だ」

　常葉の顔には笑えみのかけらもない。抑えた声のトーンといい、真剣な表情といい、何か重要な話のようだった。

　貧乏学生の下宿よりはるかに広い大おお路じ邸ていの玄関の片隅では、クリスとリリオーヌがこそこそと何ごとかやっている。少女たちの意識がこちらに向いていないのを確認してから、伊織は聞き返した。

「いったい何なんです？」

「たぶんきみにとっては面おも白しろい話ではないよ。聞かなければよかったとあとで後悔する可能性のほうが高いだろう。……だから、きみが聞きたくないというのならわたしも口にはしない。わたしとしても他言されては困る内容だからさ」

「そんないい方をされると余計気になりますよ。何です？」

「……いってもいいのかい？」

「おれのクラスの後ろの席に、告白せずに後悔するより告白して後悔しろと力りき説せつしているヤツがいるんです。そしていつも告白して後悔してる」

「だから？」

「そいつの生き方にはあまり共感はできないんですが、たぶんおれは、聞かずに後悔するより聞いて後悔するほうが性しように合ってるんじゃないかと」

「きみにそういう覚悟があるなら打ち明けるけど」

　ひと呼吸置いて、常葉は低い声で告げた。

「……早はや瀬せ先生を信用するな」

「え？」

　別に初めて聞いたわけではないのに、早瀬先生というのが薬くす子このことだという単純な事実に気づくのに、たっぷり三秒もかかった。よもやこの場でそんな話を聞くとは思っていなかっただけに、伊織もどうリアクションしていいか判わからない。

「信用するなというのはいいすぎだな。気をつけておいたほうがいいというべきか」

　常葉は伊織の肩にそっと手を置いた。

　白い布できりりと引き絞られた長いポニーテールの黒髪が、さらさらと小さな音を立てて彼女の肩からすべり落ちていくのをぼんやり見つめていた伊織は、静かに深呼吸し、ようやく口を開いた。

「……どういうことです？」

「あの人には、わたしたちに秘密にしている何かがある。それが何なのかはわたしにも判らない。ただ、わたしはあの人に気を許しすぎるのは危険だと感じている」

「そう感じる根拠は？」

「ない。しいていうならわたし自身の勘かな。だから無理に聞かせたくないといったんだよ。まるできみと先生の仲を裂さこうとする讒ざん言げんでしかないからね。――で、どんな気分？　聞いてから後悔するのは？」

　常葉はそっと立ち上がり、伊織を見下ろした。その口もとがようやく笑みに崩くずれていたが、それはどこかさびしげな、やるせなさそうな笑みだった。

「後悔というより、今は困こん惑わくしてます」

　スニーカーの紐を結んで立ち上がり、伊織は嘆たん息そくした。

「……この先、もし三人で会うようなことがあったら、おれはどういう顔をすればいいんですかね？」




　早瀬薬子と大路常葉、どちらが信じるに足たる人間か。

　わりとものごとをドライに受け止めることができると自負している伊織にとっても、そう簡単に答えの出せる問題ではない。

　薬子は――伊織が教師という職業にさほどの信頼を寄せていないということを差し引いても――実の父の教え子だった過去を持ち、叔お父じの友人でもある。ウォーライクについて何も知らなかった自分にいろいろと教えてくれた上に、出血多量で死にそうだったところを救ってもらったことさえある。

　対して、常葉とはきのう初めて顔を合わせたばかりで特に接点のある相手ではない。じかに会って話してみて、悪い人間ではない、むしろ高こう潔けつで不器用な人間だということも判ったが、薬子以上に信頼できる相手かどうかと尋たずねられれば、まだうなずくことはできなかった。

　だが、それでも、伊織は迷っている。

　多少なりともつき合いが長く、身内の知り合いでもある薬子のほうが信じられるはずなのに、伊織が薬子に軍ぐん配ばいを上げられずにいるのは、常葉が薬子にいだいているのと同種の疑念を、伊織もうすうす感じているからなのかもしれない。

　伊織も把は握あくしていないほど多くのウォーライクと〝鞘ロのー主ド〟を見てきた――いい換えるなら倒してきた――薬子なら、ウォーライクの何たるかをもっと詳しく知っていてもおかしくない。これ以上はわたしも知らないと主張する薬子が、実はもっと重要な情報を摑つかんでいるという可能性は充分にある。




「どしたの、イオリ？」

　大路家の門を肩越しに見つめている伊織に、クリスが怪け訝げんそうな声で尋ねた。

「いや――」

「トキワと何のお話してたの？」

「別にたいしたことじゃない」

　伊織は小さくかぶりを振って歩き出した。急に意識し始めてしまった薬子への疑念をクリス相手に説明したところで、どうなるものでもない。

「――それより、おまえたちのほうこそ仲よさげにしていたようだが？」

「仲いいよ、クリスとリリオ！」

　鼻息荒くうなずいたクリスは、じゃらじゃらとストラップのついたケータイを取り出し、その画面を伊織にしめした。

「ほらほら！　クリスね、リリオとアドレス交換してきた！」

「そうかそうか。とりあえずおまえは前を向いて歩け」

　正面からやってきたタクシーに気づいた伊織は、クリスをひょいとかかえて自分の外側に移動させた。

「……仲がいいのは悪いことじゃないが、料金を払うのはおれなんだからな。あまり調子に乗るなよ」

「大丈夫！　リリオとはメールだけだから！　おしゃべりしないから！」

「というか、おしゃべりできるのか、あの子は……？」

　考えてみると、伊織は一度としてあのリリオーヌの声を聞いていない。しゃべる時は常葉なりクリスなりの耳もとにそっと顔を寄せてささやくのである。

「無口というか、人見知りするタイプか。……それにしても程度というものがあるだろうに」

　伊織は苦笑混じりに大路家を振り返った。

　ついさっきすれ違ったタクシーが、大路家の門前に停車していた。

「――――」

　タクシーから降りてきた背の高い男が、一瞬、伊織のほうを見て笑ったような気がしたが、男はすぐに門の内側へと消えてしまった。

「イオリ！」

「何だ？」

「どうしたの、ぼーっとして？」

「たまにはぼーっとすることもある。毎日気苦労が多いからな」

「気苦労？　どうして？」

「……自覚のないやつの相手は疲れるものだ」

　クリスに手を引かれ、伊織はまた歩き始めた。
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　コンクリートのタイルで綺き麗れいに舗ほ装そうされた歩道を歩いていた老紳士は、背後から飛んできたクラクションの音に足を止めた。

　黒塗りの大型リムジンが、ゆっくりと速度を落として紳士の横につけてきた。

「〝男だん爵しやく〟」

　後部座席のパワーウインドウが静かに下がり、女の顔が覗のぞく。紳士に呼びかけた声は幾分かすれがちで、しかしそこには、どうにも説明のつかない、あらがいがたい魅力のようなものが含まれていた。

　紳士はわずかに帽子を持ち上げ、車中の女に向かって挨あい拶さつした。

「これはまた奇妙なところで会ったものだ。偶然かな、マドモワゼル？」

「わたしたちの間にそんな洒落しやれのめした偶然なんてありえないわ。それは誰だれよりもあなたがよくご存じでしょう、〝男爵〟？」

「だとしても、男はいつも運命的な出会いを求めるものだよ」

「運命――そうね。わたしたちはいつも運命に動かされている」

　完全に窓を下げ、女は紳士を見み据すえた。

　二〇年前ほどではないにしても、銀ぎん座ざの夜には一種独特の華やいだ――同時に退廃的な香りただよう――空気がある。

　女は、そんな夜の街の中にあっても決して埋まい没ぼつすることのない鮮烈な美び貌ぼうの持ち主だった。あざやかで、艶あでやかで、いっそどぎついといってもいい。よきにつけ悪あしきにつけ、彼女をひと目見た者は、その冷ややかな横顔をそう簡単に忘れることはできないだろう。

　蛇へび皮がわを思わせるアニマルプリントのナイトドレスをまとった美女は、みずから座席の奥のほうへと移動し、同乗の男にいった。

「キーツ」

「はい」

　美女の横おう柄へいな指示にしたがい、助手席から降りてきた長ちよう身しん痩そう軀くの美男子が、後部座席のドアを開いて紳士に慇いん懃ぎんに一礼した。

「どうぞ」

「ふむ」

　美男子にうながされ、モノクルの紳士はリムジンに乗り込んだ。

　走り始めたリムジンの外を、スモーク越しの夜景が流れていく。しばらく無言でいた老紳士は、窓の外を見つめたままおもむろに口を開いた。

「――偶然でないとすると、私に何か用かね？」

「あなたが暇ひまをもてあましているようだと小耳にはさんだから、たまにはいっしょにお酒でもと思って」

「きみには私が暇に見えるのかね」

「ええ、とっても」

「それは誤解だな。老人は老人なりに、やらなければならないことが多いんだよ。日々時間に追われる年になってみればきみにも判るだろうが」

「やらなくてもいいことをやろうとしているあなたに同情はできかねますわね」

　肩からかけた毛皮のショールをいじりながら、女は横目に男爵を見つめている。その瞳ひとみが、窓から射さし込こむ街灯やネオンの光を跳はね返かえして妖あやしく輝いた。

「……何を考えていらっしゃるの？　こんな田舎いなかで――」

「住んでみれば意外にいいところだよ」

「ただ隠いん遁とんするだけならここでなくてもいいでしょう？　何ならイゾラ・ベッラのわたしの別荘をお譲りしますわよ？　あちらのほうが知り合いも多いでしょうに、なぜわざわざこんな国へ？」

「さて――」

　大型リムジンの車内である。ふたりが膝ひざを触ふれ合あわせなければならないほどせまくはない。がしかし、親しげに言葉を交わす美女と紳士の間には、見た目以上の距離感、もしくは目に見えない大きな溝のようなものが存在しているようだった。

「お戻りになるつもりはない……と？」

「今しばらくはそうだね」

「ほかのみんなもそのうち騒ぎ始めますわよ？」

「といわれても、私は何もしていないよ。私はただ見ているだけだ」

「白しら々じらしいことを――」

　赤く塗ぬられた長い爪を真っ白な歯で軽く嚙かみ、美女は運転席の男に声をかけた。

「ジョン」

「はい」

　ハンドルを握っていた美男子がブレーキを踏み込むのに合わせて、リムジンが静かに停車した。

「――〝男爵〟がお帰りだそうよ」

　先ほどのキーツと呼ばれた美男子が降りてきて、後部座席のドアを開いた。

「…………」

　開け放たれたままのドアを一いち瞥べつし、紳士は困ったように美女をかえりみた。さっきはいきなり乗れといわんばかりに声をかけてきて、機嫌をそこねたとたんに今度は降りろというのは、あまりに一方的すぎるやりようだ。

　しかし、美女はぷいっとそっぽを向いたまま、もはや老紳士を一いつ顧こだにしない。

「すねているだけなら可か愛わいいものだが」

　深々と嘆息し、紳士はステッキを片手にリムジンを降りた。

「きみの怖いところは、それがしばしば刃やいばとなって――」

「そんなことを心配なさるより」

　美女は無ぶ遠えん慮りよに紳士のセリフをさえぎった。

「あの街にお戻りになるのなら、せいぜいお気をつけあそばせ。たちの悪い通り魔が出没するようですから」

「私が通り魔に襲おそわれる？　ありえないことだよ」

「何やら確信がおありのようですけど……まあいいですわ」

　そこでようやく紳士を見やった美女は、真っ赤な唇くちびるを吊つり上あげて婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「それではごきげんよう」

　紳士の鼻先でドアがいきおいよく閉じられ、リムジンはそのまま走り去っていった。

「やれやれ……相変わらずあつかいづらいお嬢じようさんだ」

　帽子をかぶり直し、紳士はまたひとつ溜ため息いきをついた。

「それにしても……ここはどこだ？」

　華やかな銀座の夜の喧けん噪そうを離れ、老紳士はお堀ほり端ばたのオレンジ色の街灯の下にぽつんと立っている。

　その肩の上へと、あざやかな緑色の翼つばさを持つオウムが舞い降りてきた。

「やあ、ベアトリス」

　紳士はオウムの頭を撫なで、どこからか取り出したピスタチオを手ずからあたえた。

「どうせなら目的地まで送ってくれればいいのに、ずいぶんと心のせまい人間だよ。きみのほうがよほど心が細こまやかだ」

　ばりばりと殻を嚙かみ砕くだいてピスタチオを食べていたオウムが、くるるる……と喉のどを鳴らすような鳴き声をあげた。それはまるで、紳士のぼやきにうなずいているかのようだった。

「翼はあっても空は飛べない……何とも不便なものだ」

　ステッキをくるんと回し、紳士は歩き出した。
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　小雨の降る日曜日、クリスタベルは憂ゆう鬱うつだ。

「イーオーリー！」

「…………」

　クリスが焦じれたように部屋へ乗り込んでいっても、伊織は無言で犬でも追い払うみたいに手を振るだけだった。

「まぁだ終わんないの～？」

「終わらん」

　机に向かったまま、ぼそりともらす伊織。日々クリスの世話に追われている伊織にとって、週末は集中して勉強をする唯ゆい一いつのチャンスだった。特に、きのうは大路邸を訪問していてあまり勉強に手がつけられなかったぶん、きょうはみっちりやるつもりでいたのである。

　がしかし、それは伊織の都合であってクリスの都合ではない。いかなる理由があろうと、自分が放置される不ふ条じよう理りさがクリスには許せなかった。

「クリスおなか空すいた～！　伊織だっておなか空いたでしょ～？」

「空いていない」

「クリスは空いたの！」

「だったら好きなだけ食くっていろ。食べるものなら台所にある」

「む～」

　とりつく島もない伊織の背中をしばらく睨にらんでいたクリスは、憤ふん然ぜんときびすを返して伊織の部屋を飛び出すと、階下の台所に駆け込んだ。

「イオリのイジワル！」

　天てん井じように向かってわめきながら、クリスは冷蔵庫を開けた。

　きょう一日を勉強だけに専念するために、伊織はゆうべのうちからいろいろと料理を作っていた。ラップのかかった大皿にはおにぎりがびっしりと並び、あたためればすぐに食べられるラザニアとチャーハンもスタンバイしている。冷凍庫にはレンジ調理用のピザや肉まん、テーブルの上には手作りのＢＬＴサンドもあった。そのほかの保存食と合わせれば、さすがのクリスも一日では食べきれないほどの量である。

「――イオリのぶんなんか絶対残してあげないんだから！」

　鼻息荒く冷蔵庫の中からおにぎりの皿を引っ張り出してくると、クリスは片っ端から割って中身を確かめ始めた。何でもよく食べるクリスだが、おにぎりの具で特に好きなのは鮭しやけと昆布の佃つくだ煮にで、逆に梅干しはあまり食べたがらない。

　三〇個近くあるおにぎりのほとんどが鮭か昆布で、梅干しがひとつも入っていないと知ったクリスは、満面の笑みを浮かべて食事に取りかかった。

「……イオリは変わってるよ。あんな字ばっかりの本なんかいくら読んでたって、面白くも何ともないのに」

　そもそもクリスの頭の中には、学校というのは同じ年頃の子供たちが集まって遊ぶ場所だという概がい念ねんしかなかった。幼稚園や小学校ならいざ知らず、高校生ともなれば、進学や就職といった将来を考えなければならない時期なのだが、もちろんクリスにはそうした若者たちの不安や葛かつ藤とうも理解できない。

　だから余計にクリスには、伊織がせっかくの休みに遊びもせず――自分の相手もしてくれず――ああして机に向かってカリカリやっていることが理解できないし、何より腹立たしいのである。

「ホントに全部食べちゃうよー！」

　おにぎりの残りが三つばかりになった頃、天井に向かって叫んだが、伊織からの返事はなかった。

「ふーんだ！」

　クリスは残りのおにぎりをあっという間にたいらげると、腰に手を当ててマンゴージュースをひと息に飲み干した。和食だろうと洋食だろうと中華だろうとエスニックだろうと、とりあえず食後には甘いマンゴージュースを飲むというのが、最近のクリスのマイブームなのである。

　クリスが甘ったるい吐と息いきをもらしていると、テーブルの上に置いてあったケータイが鳴り出した。

「あ！　リリオからメールだ！」

　液えき晶しようも見ずにクリスがケータイに飛びついたのは、自分にメールを打ってくる相手がリリオーヌ以外にいないからだろう。伊織は面倒だという理由でクリス相手には絶対にメールを送ってこないし、そもそもクリスのアドレスを知っているのは、その伊織を除けばリリオーヌしかいなかった。

「えーと……？」

　リリオーヌからのメールは、端たん的てきにいえば、ヒマだからいっしょに遊ぼうというお誘いだった。

「きっとトキワもお勉強ばっかりしててリリオをかまってくれないんだね」

　勝手にそう決めつけたクリスは、すぐさまＯＫのメールを出し、リリオーヌからの返信が来るまでにすばやくお出かけの準備にかかった。

　準備といっても、駄だ々だをこねて伊織に買わせたリュックにラップで包んだＢＬＴサンドを放り込み、アルミのボトルに伊織が作り置きしておいたアイスティーを詰めるくらいのものである。この少女にとっては、食料の確保がすべてに最優先するのだ。

　一分と待たずに返ってきたリリオーヌからのメールには、口数と同じく短いシンプルな文章で、待ち合わせの場所と時間だけがしめされていた。

「…………」

　リリオーヌとふたりだけで遊びにいくなどといおうものなら、伊織が眉まゆをひそめて反対するのは目に見えている。だからクリスは、食べ物でいっぱいのリュックを背負い、伊織に気づかれないように足音を忍ばせて玄関に向かうと、そっと扉を押し開けて外に出た。

「伊織が悪いんだもん。……遊んでくれないくせに、勝手に外を出歩くなっていうんだから」

　幽ゆう霊れい屋や敷しきの二階の窓を見上げ、言い訳がましくそんなことを呟つぶやくと、クリスはスカートをひるがえして走り出した。
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　三み日か月づき学園には薙なぎ刀なたを練習するための道場がない。

　道場というものがないわけではないのだが、そこはもっぱら柔道部と剣道部が使っていて、たったひとりの部員のために割さいてもらえるスペースがないのである。

　だから大路常葉は、自宅の離れにある道場でいつも稽けい古こをしている。要は板張りの広間だが、常葉は幼少の頃からこの黒光りする床の上で薙刀を振るってきた。

　常葉の師匠は祖母である。近所の子供たちといっしょに教わっていたが、肉親だからといって甘やかされることはなく、むしろほかの子供たちより厳しく指導されてきた。稽古の前には誰よりも早く道場の床を雑ぞう巾きんで磨みがき上あげ、年に二回の障しよう子じの貼り替えも彼女がこなしていた。

　しかし、その祖母も昨年から身体からだを壊し、人に指導できる状態ではなくなった。今では子供たちが通ってくることもなくなり、ただひとり常葉だけが、毎日ここで黙もく々もくと鍛たん錬れんを積んでいる。

「…………」

　稽古のあと、床を清めて襟えりを正し、正面の掛け軸に一礼してから道場を出た常葉は、汗を拭ふきながら自分の部屋へ向かった。

「――リリオーヌ？」

　いつもなら常葉の部屋で静かに稽古が終わるのを待っているはずの少女の姿が、なぜかなかった。部屋の中でなければ庭先でぼんやり池を眺ながめていることも多いのだが、そちらにもリリオーヌの姿は見えない。

「花はな山やまさん」

　道着から私服に手早く着替えて部屋を出た常葉は、軒のき下したの紫陽花あじさいに水をやっている家か政せい婦ふを捕まえ、リリオーヌの行方ゆくえを尋ねた。

「下のお嬢さまですか？」

「ええ。わたしの部屋にいないんだけど」

「そういわれてみれば、わたしもしばらく見てませんけど――」

　水道の水を止め、花山さんは首をかしげた。

「捜してきましょうか？」

「いいよ、自分で捜しますから。たぶん、そのへんを散歩してるんだ」

　自分の都合で居い候そうろうさせている少女を捜すのに、人の手を借りるわけにはいかない。常葉はそう考える人間だった。
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　宮本伊織の叔父に当たる宮本頼より通みちは、現在はフランスにいるらしい。

　らしいというのは、つい先日、フランスから絵え葉は書がきが届いたからである。

　絵葉書に捺おされた消印を見ると、宮本家にクリスがやってきて、どうにか伊織が連絡を取ろうとしていた時には、すでに叔父はそれまでのアメリカでの住まいを退去し、フランスに移っていたことになるが、今現在もフランスにいるかどうかは判らない。何しろ新しい住所は記しるされていても、電話番号はどこにも書いていなかったから、確認のしようがないのである。

　仕方なく、伊織は叔父が昔から使っているパソコンのメールアドレスに、自分が置かれている境遇について簡単にまとめたものを送ってみた。ウォーライクだの〝鞘ロのー主ド〟だの、そんな突とつ拍ぴよう子しもない話を、学者である叔父に信じてもらえるとは伊織も思っていなかったが、それでも、自分が厄やつ介かいなことに巻き込まれている現状をまずは伝えなければと考えたのである。

「甥おいのアタマがおかしくなったと思って慌あわてて帰国してくれるなら、それはそれで結果オーライなんだが――」

　勉強の手を休めてひと息つき、伊織はノートパソコンの画面を見つめた。

　叔父にメールを送ってから、かれこれ一〇日以上はたっている。だが、いまだに返信はない。たとえ借りているアパートに電話がなくても、パリならネットカフェぐらいあるだろうし、伊織からのメールをいっさい受け取れない状況というのも考えづらいが、いずれにしても、今はほかに打てる手はなかった。

「インフラもととのってないド田舎にフィールドワークにでも行ってるのか――」

　行方不明の父に似た風ふう来らい坊ぼう気質のある叔父を軽く恨うらみ、伊織はあくび混じりに立ち上がった。

「……さすがに疲れたな」

　きょうの伊織は、朝起きてからほとんどずっと机に向かっている。時計の針が午後三時近くを指していることを確認した伊織は、さすがに強い空腹感を覚え、一階のキッチンへと向かった。

　外の世界は、空の大半を覆う灰色の雲のせいで陰いん鬱うつにかげっている。近くひと雨来そうな気配だった。

「――クリス？」

　キッチンのテーブルの上に、おにぎりとサンドイッチが載のっていた皿が放置されているのを見て、伊織は眉をひそめた。

「食べ終わった食器くらい流しに戻しておけ」

　小声でぼやき、食器を片づけて冷蔵庫を開ける。

「珍めずらしいな。真っ先に米系のものからなくなっていくと思っていたんだが」

　手つかずのチャーハンをレンジであたためながら、伊織はクリスを呼ばわった。

「おい！　クリス！」

　加熱されたチャーハンのいい匂いがキッチンにただよい始める。

　しかし、その匂いに誰よりも敏びん感かんに反応するはずのクリスが、なぜか姿を見せない。

「……？」

　書しよ斎さいと一階のトイレ、それにバスルームを順じゆん繰ぐりに覗き込んでみたが、クリスの姿はどこにもない。勉強に集中しすぎていた伊織は、いまさらながらに、きょうの宮本家は異様に静かすぎることに気がついた。

「まさか――」

　伊織は玄関に向かい、クリスの靴の数を数えた。クリスが身につけているものは、エルクドゥーンのお下がりを除けば、上から下まですべて伊織が買ってやったものである。だから、クリスが靴を何足持っているかということも、伊織はよく知っている。

「……勝手に出かけたな」

　案の定、よそ行きの靴が一足足りない。少女が伊織に無断で遊びに出かけていったのはもはや明白だった。

　伊織は自分の携けい帯たいを取り出し、クリスに連絡を取ろうとしたが、少女が電話口に出ることはなかった。

「あのガキ……おれからの電話には出ないつもりか」

　スニーカーに足を突っ込み、力ずくでクリスを連れ戻してこようと玄関のノブに手をかけた伊織は、しかし、勉強を続ける上ではむしろそのほうが都つ合ごうがいいかもしれないと思いとどまった。クリスの居場所なら――あの子が携帯さえ所持していれば――ＧＰＳを使っていつでも特定できる。現金のたぐいはいっさい持っていないはずだから、行動範囲もそう広くはない。

「……たまにはいいか」

　伊織といっしょでなければ遊びにいけないというのでは、クリスもストレスが溜たまるだろう。時にはひとりで自由に行動させることも必要かもしれない。もちろん、クリスが何らかのトラブルに巻き込まれるという可能性もあるが、そのために携帯電話も持たせている。何かあればすぐに知らせてくるだろう。

　キッチンに戻ってチャーハンを食べながら、伊織はクリスの現在位置を検けん索さくした。

「……公園か」

　休日の公園なら人目も多いから、いきなり敵に襲われるリスクは少ない。日が落ちて人ひと気けがなくなる前に迎えにいけば問題ないだろう。

　そう判断して、伊織はふたたび勉強に戻った。

　階段の踊り場で伊織が窓から見上げた空は、ぽつりぽつりと小さな雨あま粒つぶを降らせ始めていた。
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　宮本家のクリスタベルと、大路家のリリオーヌは、公園の大きな池のほとりのベンチに座って、水みな面もに絶え間なく広がっては消えていく波は紋もんを見つめていた。

　もうかれこれ三〇分以上もそうしている。

　おたがいのロードから放置されて暇をもてあましていたクリスとリリオーヌは、駅前で落ち合ったあと、ずっと公園で遊んでいた。

　遊んでいたといっても、休日を楽しむ家族連れやカップルたちでにぎわう中、抜け目なく空あいているベンチを確保し、散歩中の犬やら池にやってくる水鳥やらを眺めつつ、クリスが持参してきたＢＬＴサンドをふたりで食べ、それがなくなると、リリオーヌのおごりで売店のアイスを食べたりジュースを飲んだり――とにかく、食事しかしていなかった。

　そのうち、もともと曇くもっていた空からぽつぽつと雨粒が落ちてきて、避難する間もなく土ど砂しや降ぶりに変わってしまった。ふたりとも食べるものの心配はしっかりしていたくせに、傘かさの用意は完全に失念していたのである。

　雨がやむ気配もなく、こうして雨宿りを始めて三〇分。

「やまないねー」

　空からっぽのリュックを胸にかかえ、クリスはぼそっと呟いた。

　雨が降り出したとたん、一気に人気は減り、池の周辺はずいぶんさびしくなってしまった。視線を上げても目に入るのは灰色の世界だけ、聞こえるのは激しい雨音くらいのものだった。

　常葉のお下がりだというワンピースを着てきたリリオーヌが、クリスにそっと耳打ちした。

「……おなか空いたの？」

　無言でうなずく銀髪の少女。

「でも、クリスが持ってきたイオリのサンドイッチ、もう全部食べちゃったし――」

「……ぬぅ」

　リリオーヌは自分のケータイをいじって肩を落とした。彼女のケータイにチャージされていた電子マネーも、あれこれ飲み食いしているうちに残ざん高だかはゼロになっている。どのみち空腹を癒いやすためには家に帰らなければならなかったが、この雨の中をびしょ濡ぬれになりながら帰る覚悟はふたりにはなかった。

「リリオはさー」

　伊織に毎朝結んでもらっているリボンをいじりながら、クリスは呟いた。

「昔のことってどのくらい覚えてるの？」

「…………」

　リリオーヌは無言で首を振った。

　リリオーヌが「自分がここに存在していること」を自覚したのは、今年のまだ寒い時分のことだったと、クリスはそう聞いている。それからすぐ常葉と出会ったというから、リリオーヌのほうがクリスよりもふた月ほど先輩ということになる。

　しかし、自分の過去について無む知ちだという点においては、リリオーヌもクリスと大差はない。クリスより多少なりとも多くの戦闘をこなすことで、なにがしかの能力に目め醒ざめはしたものの、肝かん心じんの記憶は戻らなかった。

　クリスは唇をとがらせ、いつも伊織にいわれているフレーズを口にした。

「クリスたち、きっとまだみじゅくものなんだね。一〇〇年早いんだよ」

「……ぬ」

　こくこくとうなずくリリオーヌ。

　ふたりの間には重苦しい沈黙が横たわり、雨音がそのすべてを押しつつんでいるようだった。

　かかえた膝の上に顎あごを載せてぼんやりしていたリリオーヌは、いつも眠たげな瞳を不意に見開き、背筋を伸ばした。

「どしたの？」

　クリスが怪訝そうに尋ねると、リリオーヌはベンチから飛び降り、大きな池の真ん中に架かけられた橋の上を指差した。

　安いビニール傘をさし、片手に大きなバッグを提さげた人影が、雨にけぶる中を歩いてくる。黒いレザー系のゴシックファッションに身を包んだ、赤みがかった髪の少女だった。この手のコスチュームは着用者を強烈に限定しがちだが、その少女には、そういうふつうではないスタイルがよく似合っている。

「もしかして、リリオのおともだち――」

　目を凝こらして少女を見つめていたクリスは、その背中にぼんやりと輝く一いつ対ついの赤い燐りん光こうがあることに気づき、その言葉を途中で呑のみ込こんだ。

「……ともだちじゃない」

　かぼそい声でつぶやきながら、リリオーヌの右手は高速でメールを打っていた。
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　ファーストフード店のビニール袋をかかえるようにしてやってきた赤毛の少女は、四阿あずまやの下のベンチで雨宿りをしているクリスたちに気づいたのか、ふたりを見つめて足を止めた。

　厚い雨のベールを間にはさんで、少女たちの視線が静かに交こう錯さくする。

　やがて少女は耳に当てていたヘッドホンを首にかけ、持っていたビニール袋と傘をその場に放り出し、いきなり駆け出した。

　いや――橋の手て摺すりに足をかけ、唐突に大きく跳ちよう躍やくした。

「！　リリオ！」

　それを目まの当あたりにしたクリスが驚きの声をあげた瞬間、リリオーヌはクリスの手を摑んで四阿の下から逃げ出した。

　直後、四阿全体がずしんと揺れた。

「わ……！」

　クリスが背後を振り仰ぐと、さっきまで橋の上にいたはずの少女が四阿の屋根の上に立っていた。

　あの橋からここまで、単純な直線距離でも一〇メートル以上はあるだろう。それをこの少女は、助走もなしに一気に跳躍してきたのである。〝魔性の血エルフインブラツド〟を摂取したロード並みの身体能力だった。

　だが、彼女はロードではなく、まぎれもなく――クリスやリリオーヌと同じ――ウォーライクなのだ。

「――ケンジさん」

　少女はクリスたちを悠ゆう然ぜんと見下ろしたまま、ケータイを耳に当てた。

「マンションに戻るの、少し遅れます。公園で例のふたりを見かけたので」

　いったい誰にかけているのか、手短に通話を終えた少女は、金かな縛しばりにかかったように動けずにいるクリスとリリオーヌに向かって、右手を大きく振り上げた。

「っ……！」

　ふたたびリリオーヌに腕うでを引かれ、クリスは転びそうになりながらもその場から走り出した。

　とすとすとすっ――と、雨を吸ってぬかるみ始めた地面に、赤い光の矢が無数に突き刺さる。赤い光の翼を持つ少女が放った〝魔矢エルフインダート〟だった。

　それを目の当たりにしたクリスは、少女が自分よりはるかに経験豊富なウォーライクだということを確信した。少なくともクリスには、いまだにああした飛び道具を使いこなす能力さえ備わっていない。

　愕がく然ぜんとするクリスのかたわらで、リリオーヌが肩越しに右手をひと振りした。

　すると、リリオーヌの指先からも光の矢がほとばしり、四阿の上の敵を目がけてゆるやかな弧を描いて走った。

「……そのくらいはできるんですね」

　リリオーヌが放った矢の軌き跡せきを冷静に目で追い、少女はふたたび大きく跳ねた。光の矢の間をすり抜けるように虚こ空くうを駆け抜け、クリスたちの前へと降り立つ。

「！」

「前のロードはひどかったから」

　ぐっしょりと雨に濡れた髪をかき上げ、少女は呟いた。

「――ケンジさんとはできるだけ長くいっしょにいたいんですよ。ケンジさん、綺麗好きだし、やさしいし」

　少女だけでなく、すでにクリスたちも全身ずぶ濡れで、靴やソックスやスカートの裾すそにも細かく泥が跳ね、見るも無む惨ざんな水玉になっている。

　少女は泥だらけになってしまった自分の革のブーツを一瞥し、静かに右手を撫でた。

「わたしは――わたしたちは――ロードがいっしょにいなければ、〝逢魔が刻トワイライト〟に移動することができない。人知れずこっそりというわけにはいきません。だけど、この雨なら――」

　目撃者はいませんよ――。

　にっこりと笑った少女の右手に、さっきの光の矢よりも長く鋭く、薄い、赤い輝きが宿る。それはまるで、一本の剣のようだった。

「好戦的な人間とそうでない人間がいるように、ウォーライクにも、戦いが好きなのとそうでないのがいるんですよ。〝好戦的なウオーライク〟なんていってるけど」

　少女は調子を確かめるかのように光の剣をひゅんひゅん振り回し、目を細めた。

「ちなみにわたしは好きなほうですけど……あなたがたは――特にそっちのくりくりリボンちゃんは、そうじゃないみたいですね」

「ひゃ――」

　愛らしくもするどい少女の視線に、クリスは反射的にリリオーヌの後ろに隠れた。

「見れば判るんですよ。あなた、戦うのが苦手で、おまけに弱いでしょう？」

　少女が左手を振る。

　赤い光の矢がふたたび雨の帳とばりを切り裂いて飛ぶ。

　それを追って、少女が走る。

「――はっ！」

　珍しくリリオーヌが口を開いた。気合いのこもった短い掛け声に合わせて銀色の光の矢がほとばしり、赤い光の矢とぶつかって相そう殺さいされていく。

　だが、そのすべてを撃ち落とすことはできない。

「ぬっ……！」

「リリオ!?」

　リリオーヌの二の腕を光の矢がかすめ、赤い血が飛び散った。

　そこへ、少女がすさまじいいきおいで突っ込んできた。

「きゃ……」

　高速で距離を詰め、そのスピードをそのまま乗せてきたような一撃に、クリスのスカートがざっくりと裂けた。返す刀で今度は長い金髪の先端が五センチほど、ざっくりと持っていかれる。リリオーヌが咄とつ嗟さに手を引いてくれていなければ、どちらも致命傷になっていたに違いない。

「……！」

　リリオーヌにかばわれて逃にげ惑まどいながら、クリスはあの日のことを思い出していた。

　伊織とふたりでいるところを敵に不意討ちされ、伊織が死にそうになった時――あの時も、クリスはただ死の恐怖に怯おびえるだけで何もできなかった。血を流すのは伊織だけで、自分はただかばわれているだけだった。

　そして今も、クリスはやはりかばわれているだけで、血を流しているのはリリオーヌだけだった。

　少女は、エルフィンダートと剣でふたりを確実に追い詰めつつあった。ウォーライクとしての能力も、戦闘経験も、少女のほうが明らかにクリスたちよりも高い。リリオーヌはすでに何発か光の矢を避けそこない、あちこちに擦さつ過か傷しようをこしらえている。クリスのほうも、無傷といえば聞こえはいいが、すでにワンピースはズタズタで、何度も転んだために全身泥にまみれていた。

　桜の古木を背負って肩で息をしているふたりを見て、少女はにこっと笑った。

「たとえここで消滅しても、最終的には〝楽園エリジウム〟に還かえれるんだからいいじゃないですか。……わたしの一部として」

　それがどういうことなのか、クリスには判らない。

　クリスはただ、あの時と同じく、死にたくないと思うだけだった。

「……大丈夫」

　クリスの思いが伝わったかのように、リリオーヌの手にぐっと力がこもった。

「えっ？」

「……何とか、間に合った」

　リリオーヌがぼそりと呟いた時、少女の視線が不意にふたりから逸それた。クリスがそれにつられて同じほうを見やると――。

　たたんだままの白い傘を片手にたずさえた常葉が、じっと少女を見据えていた。

「この状況からするに――」

　泥だらけのスニーカーで、一歩一歩、少女の出方を窺うかがうように、常葉はゆっくりとやってくる。傘をささずにこうして手にしているのは、いざという時にはそれを武器にするつもりがあるからかもしれない。

「そこのきみも、ウォーライクだね？」

「トキワさん――ですか。銀色の子のロードですね」

　間合いを詰めてくる常葉に対して、少女はあくまで余裕のある態度を崩さなかった。基本的に、充分な経験を積んだウォーライクは、その戦闘力においては人間の追つい随づいを許さない。それは、〝血〟を飲んでいない状態のロードが相手でも同じだった。

〝血〟を飲んでいない常葉では、たとえ今手にしているのが刃引きをしていない薙刀だったとしても、この少女には勝てないだろう。

　それが判っているからこその、少女の余裕だった。

「……まあ、どっちでもいいんですけどね。どっちも片づけるだけだし」

「させはしない！」

　常葉が地を蹴けって走り出す。

「だからいいですよ。いうだけはタダですから」

　光の矢を放って常葉を牽けん制せいしながら、少女は光の剣を振りかざしてクリスたちに斬きりかかった。

「！　だめっ――！」

　甲かん高だかい悲鳴とともに、クリスは頭をかかえてその場にしゃがみ込んだ。

　その直後、

　がぎん！

　――という耳障りな金属音とともに、少女の身体が跳ね飛ばされていた。












「え……？」

　片膝をついて着地した少女は、頭をかばうようにしてぶるぶる震えているクリスと、刃のような光を失ってしまった自分の右手とを交互に見くらべた。

　少女のほうにこれといったダメージはない。がしかし、クリスのほうも無傷のままだった。

「今、何が――」

　自分に何が起こったのか――クリスが何をやったのか、理解できずに呆ぼう然ぜんと呟いていた少女は、はっとしたように背後を振り返った。

　雨音を押しのけるようなエンジン音を響かせ、すぐそこの石段を、レトロなデザインのスクーターが転がるようないきおいで走り降りてきた。

「ひあっ――」

　ぬかるみに前輪を取られて派手にスリップしたスクーターから、みっともない悲鳴とともに放り出されたのは、ヘルメットをかぶった宮本伊織だった。

「イオリ！」

　伊織に気づいたクリスが、半泣きのまま保護者のほうへと走り出す。同時にリリオーヌも、駆け寄ってきた常葉と合流を果たした。

「間に合った……か」

　倒れたスクーターはそのままに、ヘルメットを脱いで立ち上がった伊織は、駆け寄ってきたクリスを腰にしがみつかせて少女を見据えた。

「…………」

　一方には、宮本伊織とクリス。そしてもう一方には、大路常葉とリリオーヌ。

　順繰りにふた組のコンビを見やった少女は、ゆっくりと立ち上がって後ずさり始めた。

「……きょうはおふたりの実力を確認できただけで充分ですよ。悔くやしくないです、別に。本当」

　淡たん々たんとした捨てゼリフを残し、少女は伊織たちに背を向けて逃げ出した。

「先輩！　あいつ逃げますよ！」

「いや、待て！」

　クリスを連れて少女を追いかけようとした伊織を、リリオーヌを抱き上げた常葉が制した。

「相手はかなり経験を積んだウォーライクだ。もし近くにロードがいて、万が一合流されでもしたら、こちらが返り討ちに遭あいかねない」

「それは――」

　継ぐ言葉に窮きゆうした伊織は、代わりに大きく深呼吸し、自分にしがみついているクリスの頭にそっと手を置いた。

「イオリ――」

「どうしておれに無断で勝手に家を出ていった？」

　伊織の口調はおだやかだったが、それだけに、クリスの胸にはぐさりと来る。もともとあまり感情の起き伏ふくをあらわにしない伊織が本気で怒ると、逆にひどく冷静になってもの静かになるということを、クリスも最近ようやく理解してきたところだった。

「だ、だって……」

「……まあいい。いい訳はあとで聞く」

　伊織はクリスをむしるように引ひき剝はがし、常葉とリリオーヌのところに駆け寄った。

「先輩」

「大丈夫だ。いくつかかすり傷があるが、心配ない」

　常葉はそういったが、彼女に抱かれたリリオーヌは、青ざめた顔をしてじっと目をつぶっている。それを見たクリスは、いまさらながらに恐怖がよみがえってくるのと同時に、リリオーヌにかばわれてばかりだった自分の不ふ甲が斐いなさに涙が出てきた。

　クリスが鼻をすすっているのに気づいたのか、常葉は、

「……きみが気にすることじゃない。たぶん、遊びにいこうと誘ったのはリリオーヌのほうだったんだろう？」

「…………」

　クリスは常葉と伊織の顔を見くらべ、おずおずとうなずいた。

「どっちが誘ったかなんてことはどうでもいいんです」

　落ちていた傘を拾ってきた伊織は、それを常葉とリリオーヌの上にさしかけ、冷ややかなまなざしでクリスを一瞥した。

「――問題は、保護者であるおれに何の断りもなく勝手に外出して、こんなトラブルに巻き込まれたってことですよ」

「そう、保護者はきみだな」

　眉み間けんにシワを寄せている伊織に、常葉はくすっと笑いかけた。

「――なら、この子の監かん督とく責任があるのもきみということだよ。クリスタベルだけを責めるのは筋違いだ」

「っ……」

　常葉の言葉に、伊織はそっぽを向いて唇を嚙み締めた。常葉の正論に返す言葉がなかったのだろう。

「とにかく、ここでこうしていても仕方ないんだけど――」

「といっても、タクシーは呼べませんよね」

　雨に濡れただけの伊織と常葉はともかく、クリスは服がボロボロ、リリオーヌにいたっては血を流してぐったりしている。こんなありさまではタクシーを拾って帰るわけにもいかないし、それ以前に、人目につくことすら警けい戒かいしなければならない。

　リリオーヌを背負った常葉に傘を渡し、伊織はスクーターを引き起こした。

「先輩、とりあえずうちに来てください」

「いいのかい？」

「ええ。ここからならウチのほうが近いですし、たぶんこの雨なら人通りも少ないですから。……もっとも、治ち療りようのために医者を呼ぶとなると、何かうまい手を考えないといけないかもしれませんが」

「それは問題ない」

　背中のリリオーヌを揺すり上げ、常葉は歩き出した。

「この子はただ、極端におなかが空いているだけなのさ。別に怪け我がのせいでこうなっているわけじゃないよ」

　その言葉は、どちらかといえば伊織に聞かせるためのものではなく、クリスの罪ざい悪あく感かんをやわらげるためのもののようだった。

　見れば、リリオーヌは常葉の背中にしがみつき、静かな寝息を立てていた。

「……よかった」

　クリスはほっと安あん堵どの吐息をもらし、伊織が忘れていたヘルメットを拾って歩き出した。






















　こうしてじっと液えき晶しよう画が面めんに見入っていると、聞こえてくるのが家の外の雨あま音おとなのか、それともバスルームから聞こえてくる水音なのか、自分でも判わからなくなってくる。

　七回目のリダイヤルを断念した伊い織おりは、テーブルの上にケータイを放り出し、苛いら立だちをぶつけるかのようにガシガシとタオルで頭を拭ふいた。

「……まさかわざとじゃないだろうな？」

　伊織が連絡を取ろうとしていたのは、学園の美術科教師、早はや瀬せ薬くす子こだった。

　自分たちが初めて目にする――それもかなりの強さと明確な敵意を持っている――ウォーライクに遭そう遇ぐうしたことを一刻も早く伝えようとしたのに、まったく電話に出る気配がない。こういうことが続くと、薬子をあまり信用しすぎるなという常葉ときわの言葉が、嫌でも頭をもたげてくる。

「メールにくらい返信してくれたっていいだろうに」

　ぼやきながら、冷蔵庫にストックされていたラザニアをレンジであたため直す。

　バスルームでは、常葉がクリスとリリオーヌを風呂に入れてくれている。もうすぐ上がる頃合だが、おそらくクリスとリリオーヌが真っ先に要求するのは、自分たちの着替えではなく食べ物に違いない。

　大きな鍋なべいっぱいに作ったミネストローネをゆるゆるとかきまぜ、伊織は窓の外の軒のき下したに停めたスクーターを見つめた。

　あのクリーム色のスクーターは、もともと伊織の叔お父じが大学時代にバイトをして買ったものだった。半世紀近く前に生産されたイタリアのビンテージスクーターで、ものの価値の判らない伊織が考えている以上に価値があるものらしい。

　叔父からは、ときどき手入れをしてくれとは頼まれていたが、しかし、派手にスリップして傷をつけてもいいとはいわれていない。そもそも伊織は免許を持っていないのである。

「塗と装そうの剝はげたところをマーカーで塗ぬってごまかすか……いや、いくら何でもそこまでバカじゃないよな、叔父さんも。ちゃらんぽらんなのは確かだが」

　伊織が重苦しい溜ため息いきをついていると、バスルームのほうからどたどたと元気な足音が聞こえてきた。

「イオリー！　ごーはーんー！」

「……公園で見せていた殊しゆ勝しようさはどこにいったんだ？」

　パンツ一枚の恰かつ好こうでキッチンに駆け込んできた金髪少女を見て、伊織はさらに憂ゆう鬱うつになった。

　クリスの後ろから、こちらはちゃんと着替えたリリオーヌが、クリスのぶんの着替えを持ってとてとてとやってきた。

「よくできた子だ……彼ひ我がの差に涙が出そうになる」

　はやばやとフォークを手にしてラザニアを食べようとしているクリスに、リリオーヌが何ごとかささやきながら、まずは着替えさせようとしてくれている。それを見て、伊織はまたひとつ溜息をついた。

「――宮みや本もと後こう輩はい、服を借りたよ」

　一番最後にキッチンに姿を現した常葉は、もともとすらりと背が高いせいか、伊織のシャツやジーンズを借りても、そうだぶついた印象がない。せいぜいウエスト周りがゆるいかなというくらいだ。

「リリオーヌの着替えまで借りることになって申し訳ないね」

「いえ、気にしないでください。先輩のところのお嬢じようさんにはお世話になりっぱなしですから」

　クリスとリリオーヌの間には、外見的な年齢差はさほど感じられない。しかし、もともとの性格なのか、それとも〝鞘ロのー主ド〟と出会ってからの教育によるものなのか、その立ち居ふるまいには大きな差があった。完全にクリスよりリリオーヌのほうがおねえさんぽい。

　伊織と常葉がふたりの窮きゆう地ちに駆けつけられたのも、リリオーヌの冷静さがあればこそだった。あの少女と対たい峙じした時、リリオーヌは冷静にメールで常葉に自分たちの現在地とその状況を知らせていたのである。パニックになるだけのクリスでは、とてもそんな対応はできなかっただろう。

「……やはりおれの教育がよくないんだろうか――」

「ねえきみ」

　伊織の愚ぐ痴ちめいた呟つぶやきが聞こえなかったのか、湿り気の残る髪をバスタオルで拭きながら、常葉は伊織の顔を覗のぞき込こんだ。

「――わたしがこんなことをいうのも何だけど、きみも早くシャワーを浴あびてきたほうがいいんじゃない？」

「いや、おれはあとでいいです」

　伊織が呑のん気きに入浴などしていたら、その間、小さな食欲魔人たちの世話まで常葉に押しつけることになる。それはあまりにも申し訳ない。

「怪け我が、大丈夫なんですか？」

「リリオーヌ？　問題ないよ」

　常葉はリリオーヌの銀色の髪を撫なでつけて笑った。

「ウォーライクの傷の治りは人間よりもずっと早いんだよ。さっき見た時は、もう薄皮が張り始めていたし、食べるものさえ食べていれば、あすの朝には痕あとも残らないくらいに完治しているさ」

「そういうもんですか」

　思えば伊織は、ほかのウォーライクとの戦いでクリスに傷を負おわせたことがない。クリスが怪我をしそうな時には、いつも自分が身体からだを張ってかばってきた。だから、クリス自身の傷の治りがどういうものなのか、これまで見たことがなかったのである。

　だが、がつがつとラザニアをむさぼるクリスを見ていると、常葉の言葉にも妙にうなずける。

　伊織はスープカップにミネストローネをそそいでテーブルに並べ、クリスに食べ尽くされないうちにラザニアを皿に取り分けた。

「先輩もどうぞ」

「ありがとう。――考えてみれば、男子の自宅に遊びにくるのも初めてなら、男子に手料理をふるまわれるのも初めてだな、わたしは」

「…………」

　おそらくそれは、常葉が何の気なしに口にしたひと言なのだろう。しかし、それを聞いた伊織は、急にいろいろなことを意識してしまった。学校の先輩に当たる美少女が、湯上がりの濡ぬれ髪のまま、少しサイズの合わない自分の服を着ているというシチュエーションは、伊織のような落ち着き払った少年にとっても、平然と流せるものではないのである。さつきが本を読みにウチに来るというのとは――さつきには失礼なことかもしれないが――根本的に次元の違う話だった。

　常葉が使っていたバスタオルを洗せん濯たく機きに放り込んで戻ってきた伊織は、その短時間の間に心の波を鎮しずめ、気持ちを切り替えて尋たずねた。

「……先輩、ご自宅のほうに連絡とかは？」

「大丈夫だよ。もう連絡はしてあるから」

　リリオーヌと並んでテーブルに着いた常葉は、お尻しりまでとどくような長い黒髪を肩のあたりで束たばねた。

「宮本後輩のところにいるといったら、おばあさまも安心なさっていた」

「は？　どうしてです？」

「きみの亡くなったおじいさまは、生まれも育ちもここだよね？」

「そうですけど……」

「きのう、きみたちが帰ったあとにおばあさまとお話をしたら、きみのおじいさまのことを知っていたんだ。どうも中学校がいっしょだったらしいよ」

「ああ……そういう縁えんですか」

　熱い紅茶をすすり、伊織は嘆たん息そくした。

　おそらくあしたは、土曜日に常葉の家に招待された顚てん末まつについて、山やま崎ざきやさつきをはじめとしたクラスメイトたちが伊織を質問攻めにするだろう。しかし、祖父母世代の間でそういう縁があるのなら、とりあえずそれを何かの口実に使わせてもらえばどうにかしのげる。

　ラザニアに舌した鼓つづみを打つ常葉とリリオーヌをぼんやりと見つめ、伊織はまたもや教育の大切さを思い知らされた。常葉の食べ方が綺き麗れいなのは当然として、リリオーヌもナイフとフォークの使い方が非常にうまい。おそらく常葉の仕込みなのだろう。その隣となりで口の周りを真っ赤に染めているクリスとは大違いだった。

「……宮本後輩」

　しばらく無言でラザニアを食べていた常葉が、上うわ目め遣づかいに伊織を見やり、不意に切り出した。

「わたしは思うんだけどね」

「はあ」

「どうも最近、このあたりで、ウォーライク同士の戦いが頻ひん繁ぱんに起こっているような気がするんだ」

「……また先輩の勘ですか？」

「まあね。確かに証拠もないし。……ただ、さっき見たようなウォーライクがいるということは、それだけ数多くの戦いがあったということだよね？」

「その理屈は判りますよ」

　特に意味もなくティーカップの中身をかき混ぜ、伊織はうなずいた。

　すべてのウォーライクが、クリスのように無力な状態から成長していくと仮定するなら――公園で出会ったあのウォーライクは、伊織や常葉などよりはるかに多くの戦いを経験し、生き延びてきたことになる。それは同時に、戦いと同じ数のウォーライクたちが、あの少女の前に倒れてきたことを意味してもいる。

　その戦いのすべてがこの街で起こったことだとはかぎらないが、問題は、そうした修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたウォーライクがこの街にいて、クリスとリリオーヌに目をつけているということだった。

　ラザニアを半分ほど食べ、残りを何もいわずにリリオーヌにゆずった常葉は、肩から流れた黒髪をいじりながら、

「……先生は、このことをご存じなのかな？」

「おれも何度か電話したんですけどね」

　伊織は肩をすくめてティーポットにかぶせていたティーコゼーをはずした。

「……ホント、何やってるんですかね、あの不良教師は」

「先生がたもあまりはっきりと教えてはくれなかったんだけどね」

「何をです？」

「早瀬先生のご家族のほうに、何かあるらしいよ」

「家族？」

「わたしもよくは知らないんだ。お母さまがご病気だという噂うわさを耳にしたことがあるだけで」

「それで連絡がつかないってことですか？」

「きみにあんなことをいっておきながら、いまさらわたしが先生の弁べん護ごをするのもおかしな話だけどね」

「……どうぞ」

　伊織は常葉の前にティーカップを置き、冷蔵庫を開けた。がっついたクリスと楚そ々そとした健けん啖たんさを見せるリリオーヌにかかっては、ラザニアが消滅するのも時間の問題だろう。そして、それだけで彼女たちの空腹が満たされるという保証はない。

　オリーブオイルとレモンとローズマリーに漬つけ込こんでおいたチキンを取り出し、グリルパンで焼きながら、伊織は窓越しにとっぷりと暮れた空を見上げた。

「……どうかした？」

「いや、雨がやまないなと思って」

「いいさ」

　リリオーヌの髪をそっと撫で、常葉は小さく微笑ほほえんだ。

「近頃は何かと物騒だしね。帰りはタクシーを使うよ」

「えっ!?　リリオとトキワ、帰っちゃうの!?」

　それまで食事に専念していたクリスが、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「……何を当たり前のことをいっているんだ、おまえは？」

　チキンをひっくり返し、伊織は溜息混じりに少女を睨にらみつけた。

「だ、だって……きょうはお泊まりしてくんじゃないの？　仲のいいおともだち同士はそういうことするって、テレビで――」

「知らんな。少なくともおれはそんな風習なんか聞いたことはない」

「それはイオリにおともだちがいないからだよー！」

「……いなくても特に困ったことはない」

　意外にクリスが自分の交友関係に敏びん感かんなことに驚きつつ、伊織は焼き上がったハーブチキンをナイフで切り分け、テーブルに置いた。

「すまないな、クリス」

　ぶすっとして口を閉ざした伊織の代わりに、常葉がいった。

「――わたしはあしたからまた学校なんだ。お泊まりとか、そういうことはちょっと難しいな」

「……先輩」

　それではまるで、金曜か土曜なら泊まっていけるといっているようなものだ。迂う闊かつなことをいってクリスに言げん質ちを取られでもしたら面倒なことになると、伊織は渋い表情でふたりの間に割り込もうとした。

　しかし、そんな伊織をよそに、常葉は勝手にクリスとふたりで話を進めていく。

「そうだな……いろいろと面倒ごとが片づいてからの話になるけど、いつかふたりでまたうちに遊びにくるといいよ。泊まりがけで」

「ホント!?」

「ああ。どうやら宮本後輩は和食を作れないようだからな。ふだん食べられないものをたくさんごちそうしてあげるよ」

「わーい♪」

「……先輩！」

　無む邪じや気きに喜ぶクリスを押しのけ、伊織は常葉に詰め寄った。

「何を勝手にスケジュールを組んでるんです？　こいつが遊びにいくってことは、おれも同行するってことじゃないんですか？」

「もちろんだよ。だからさっきいったよね、ふたりでまた遊びにこいって」

「いや、だから――」

「きみは何か勘違いしているよ。子供たちが遊んでいる間、きみはずっと稽けい古こだからさ」

「稽古？」

「いざという時に、何かしらの心こころ得えがあるのとないのとでは大違いだよ。わたしも修行の身だからたいしたことは教えてやれないけど、基礎くらいは身につけておいたほうがいいからね、きみも」

　それをいわれると、伊織には返す言葉がない。

　伊織が戦う相手はあくまでウォーライクを連れたロードである。仮に双方のウォーライクの力が拮きつ抗こうしているとすれば、最終的に勝敗を分けるのは、〝魔性の血エルフインブラツド〟によって超人化するロードの純粋な強さということになる。それを考えれば、ロード自身も弱いよりは強いほうがいいのは道理だった。

「……確かに、あのウォーライクはかなり手て強ごわそうですけどね」

　数時間前に見た少女の姿を振り返っていた伊織は、ふとその時、クリスが見せた不思議な力のことを思い出した。

「…………」

　あの時、クリスに斬きりかかろうとした少女をはじき飛ばしたのは、クリスがようやく身につけた、ウォーライクとしての力なのだろう。もっとも、その後のきょとんとしたクリスの表情を見るかぎりでは、使おうと思って使ったのではなく、無意識のうちに発動しただけなのかもしれないが。

「……おかげで命拾いをしたのは事実だが、もう少し別の面でも成長したところを見せてもらいたいもんだな」

　着替えたばかりのパジャマをミートソースで汚してしまった少女を見て、伊織は人知れず溜息をついた。

　　　　　[image: ]

　昼すぎに降り始めた雨は、夜になってもやむ気配を見せなかった。

　例年なら関東地方の梅つ雨ゆ入いりにはまだ早い時期だが、このぶんだと、一両日中には梅雨入り宣言が出されるかもしれない。

　肌にまとわりつくような湿気に眉まゆをひそめ、健けん二じはヤスリを動かし続けていた。

　夜のコインランドリーには、健二と少女しかいない。

　安っぽいパイプ椅い子すに少女と並んで座った健二は、自分の爪ではなく、少女の爪を熱心に磨みがいている。一方の少女は、空あいている手で大きなハンバーガーを口もとに運び、まるで草食動物のように黙もく々もくと食事を続けていた。

「――で、順番をつけるとしたらどうなる？」

　少女の爪をふっとひと吹きした健二は、顔を上げもせずにそう尋ねた。

　健二は、女の子の手は白く綺麗でなければならないと思っている。少女の爪を磨くのは、そういう思いがあるからだった。

「まーちゃん？」

　少女からの返事がないのをいぶかしんで、健二はもう一度声をかけた。

「あ、はい」

　今になって気づいたかのように、少女は目をぱちぱちさせて健二を見やった。

「すいません、聞いてませんでした」

「いや、いいよ。……まだ疲れてんだろ？」

「疲れているというより」

　健二の苦笑につられたのか、少女は小さく笑って食べかけのハンバーガーを口の中に押し込んだ。

「……おなかが空すいてるんです。何しろこれからランチというところで、思いがけず出くわしてしまったもので」

「それじゃ仕方ねェよな」

「仕方ないです」

　少女は足元のビニール袋の中から次のハンバーガーを取り出し、もぐもぐと食べ始めた。すでにあたりにはくしゃくしゃに丸められた包み紙がいくつも散さん乱らんしている。その数を数えれば、彼女が今手にしているのが六つ目のハンバーガーだということが判るだろう。

「ケンジさんも、おひとついかがです？」

「いや、オレはいいや。オレ、胃袋小さいんだよ。これで充分」

　健二はくわえていた棒つきキャンディを指でつまみ、少女にしめした。

「――んで、あらためて聞くけどよ」

「はい」

「順番をつけるとしたらどうなる？」

「金、銀、黒です」

「強い順か、それ？」

「逆です。金髪、銀髪、黒髪の順で倒しやすいと思います」

「ま、ある意味、外見通りの順番てコトか……」

　健二の口の中で、少し小さくなったキャンディが、かろんと独特な音を立てる。健二は少女と座っている場所を入れ替え、今度は逆の手の爪を磨き始めた。

「ウォーライクのほうもそうだが、銀髪と黒髪はロードのほうも腕が立つみてェだからな。まずは順当に、金髪とロードの小僧のほうから始末してくか」

「はい」

「そろそろ〝仕事〟しねェと、上のほうがうるせえしな」

　唇くちびるを吊つり上あげてにやにや笑っていた健二は、視線を感じてふと顔を上げた。

　見ると、洗濯物の入った大きなバッグをかかえた大学生風の若者が、入り口のところに突っ立って顔を青くしている。

　健二はコインランドリーの中を見回し、若者に声をかけた。

「何してんだ？　空いてるぜ、あんちゃん」

「ひ……ひいっ！」

　健二が声をかけたとたん、若者はくるりと背を向け、サンダル履ばきでよくもここまでと思うほどの速さでその場から逃げ出した。

「あ、おい！」

　健二は慌あわてて立ち上がり、逃げていく若者の背中に向かって叫んだ。

「ちょっ……ちょっと待てよ！　勘違いしてるだろ、アンタ！　〝仕事〟っつっても別にオレはアレだぞ、ヤクザだとか殺し屋だとか、そういうんじゃねえからな、おい!?　おい、待てコラ！」

「……聞いてないですよ、たぶん」

　少女は相変わらず平然とハンバーガーを食べ続けている。ちょうど停止した乾燥機の中からほかほかの服を取り出し、健二は困ったようにぼやいた。

「あいつ、絶対勘違いしてるよなー……。しばらくここ来ないほうがいいか？」

「別にそこまで気を回す必要ないと思いますけど」

　くしゃりと包み紙を丸め、少女は笑った。

「――ケンジさんはいい人ですから」

「そういってくれんのはまーちゃんだけだよ。……オレって見た目で損そんするタイプなんだよなー」

　少女が散らかした包み紙を几き帳ちよう面めんに拾い集めてゴミ箱に捨てながら、健二は肩をすくめた。
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　四時限目が終わったあと、伊織は美術準備室に向かった。きのう、ついに連絡のつかなかった薬子に会うためである。

　しかし、準備室には鍵かぎがかかっていて入れなかった。

　こっちかと思って職員室を覗いてみたが、ここにも薬子の姿はない。

「どうした、宮本？」

　ちょうど授業を終えて戻ってきたところなのか、担任の古ふる田た先生が、伊織の肩をぽんと叩たたいた。

「もしかして先生に何か用か？」

「いや、古田先生には特に用はないです」

「……おまえの淡たん々たんとしたいい方、ときどきぐさっと来るんだよな……」

「すいません」

「いや、学生時代の麿まろ先輩の悪意あるにこやかなしゃべり口よりは好きだけどな、先生も。……で、何なんだ？」

「ちょっと美術部のことで早瀬先生にお話があったんですけど、お休みですか？」

「あー……」

　一瞬、古田先生は微妙な表情を浮かべ、巨大な三さん角かく定じよう規ぎを肩にかついだまま、伊織を人ひと気けの少ない昇降口のほうへと連れていった。

「……おまえ、早瀬先生からは何も聞いてないのか？」

「何をです？」

「まあ、いわないのがふつうだと思うが――いずれ何らかの形で生徒たちにも知れ渡ることだし、おまえなら面おも白しろおかしく広めたりしないだろうから、一応いっておくぞ。まだみんなにはヒミツだからな」

「だから何の話です？　早瀬先生がお見合いでもしたとか？」

「いや……早瀬先生のお母さまがな、おとといの晩に亡くなったそうなんだ」

「え……？」

「長いこと入院なさっていて、早瀬先生も覚悟はしていたとは思うんだが……なにしろ彼女のところは母ひとり子ひとりの母子家庭だったはずだからな。頼れる親しん戚せきもあまりいないらしいし」

「それじゃ、きょうは――？」

「きょうはというか、数日は休むだろう。ひとりであれこれ切り盛りしなきゃならんわけだからな。ゆうべのお通つ夜やには校長や副校長もお焼しよう香こうに行ったはずだぞ」

「そうですか……」

　したり顔でうなずいた伊織は、すぐそこの階段の踊り場に大おお路じ常葉がいることに気づき、先生に一礼した。

「判りました。変なこと聞いてどうもすいません」

「別にいいよ。それより、もし麿先輩に連絡がつくようなら、おまえのほうからひと言伝えてやってくれないか？　たぶん、早瀬先生をなぐさめてやれるのは、麿先輩くらいのもんだろうからな」

　溜息混じりに自じ嘲ちようの笑みをこぼし、古田先生は職員室に入っていった。あの様子からすると、高校時代にふられたという薬子に、いまだに未み練れんがあるのかもしれない。

　伊織は眼鏡めがねを押し上げて階段に足を向けた。

「宮本後輩、早瀬先生の件、聞いたかい？」

「ええ、たった今。先輩はもう知ってたんですか？」

「いいや。ただ、先生の都合で美術の授業が潰つぶれたから、何かあったのかと思って職員室に事情を聞きにいくところだったのさ」

「あったみたいですよ」

「聞いていいかな？」

「いきなり担任を裏切るようで心苦しいですけどね」

　常葉と並んで階段を上がりながら、伊織はついさっき聞いた話を伝えた。

「やはりそうか……」

「やはりってことは、先輩は知ってたんですか？」

「早瀬先生のお母さまがずっと入院しているという話だけは、以前から耳にしていたんだ。……いろいろと人の出入りがあるとね、聞きたくなくてもその手の噂は自然と聞こえてくるものなんだよ」

　旧家ならではの古くからの人のつながりのおかげで、大路家には意外な情報が意外なところから転がり込んでくるのだという。特にあなどれないのは暇ひまをもてあました老人たちのネットワークで、そもそも薬子がどこの病院に通っているかということも、常葉の祖母の見舞いにやってくる知人からのタレコミで判ったらしい。

　常葉は眉をひそめて嘆息した。

「興味本位で人の噂話に群がるような真ま似ねは、わたしはあまり好きじゃないんだけどさ。そういうことが生き甲が斐いの老人もいるみたいだから」

「はあ」

「きのうがお通夜ということは、たぶん葬そう儀ぎはきょうだね。それがすんで落ち着くまでは、しばらく先生には連絡しないほうがいいかもしれないな」

「連絡が必要な時は先輩にしてもらいますよ。おれは、こういう時にどういう切り出し方をしたらいいかぜんぜん判りませんから」

「卑ひ怯きようだな、きみは」

　常葉は小さく苦笑した。

「――話はがらりと変わりますけど」

「何だい？」

「人の出入りが多いといえば、この前の土曜、先輩のお宅から帰る時に、おれたちと入れ違いに背の高い男の人が入っていくの見たんですけど、あれは先輩のおにいさんですか？　おとうさんてことはないですよね？」

「あ、ああ」

　それまで小さな声ながらもはきはきとしゃべっていた常葉が、急に声をうわずらせて視線を泳がせた。

「あれは、何というか――あ、兄あに弟で子しなんだ」

「兄弟子？　おにいさんじゃないんですか？」

「わたしはひとりっ子だよ。……でも、わたしが物心ついた時には、滝たき沢ざわさんはもうおばあさまに弟子入りしていたから、本当の兄のようなものかな」

「あの人、滝沢さんていうんですか」

「ああ」

　意味もなく――少なくとも伊織にはそう見えた――赤いネクタイをいじりながら、常葉はうなずいた。

「大学の時におばあさまから免めん状じようをもらって、指導員の資格も持っているんだ。滝沢さんとくらべたら、わたしなんかまだまだ未熟者さ」

　いつも颯さつ爽そうと前を見つめて歩くイメージのある常葉が、今はかすかに頰ほおを染め、どこか恥ずかしげにどこか楽しげに、うつむき加減で歩いているのをすぐそばで見ていた伊織は、口もとを押さえて思わず視線を逸そらした。

　あまりにも判りやすい。判りやすすぎる。

　その手の話題にはもともとあまり興味を惹ひかれず、ともすればひどく鈍にぶいヤツと――おもに後ろの席の男子から――毒づかれることのままある伊織でもすぐに察せられるくらいに、常葉の表情の変化は判りやすすぎた。

「きみに滝沢さんの半分も実力があれば、わたしも安心なんだけどさ」

　常葉は笑って伊織の背中をぽんぽん叩いた。

　そういう気安げなやりようも、ふだんの常葉からすればまずありえないことなのだろう。廊ろう下かですれ違う一年生たちが、物もの珍めずらしげな表情で伊織と常葉を見ていたが、おそらく常葉はその奇異の視線にも気づいていないに違いない。

「そうだな……今度きみがクリスとうちに遊びに来る時は、滝沢さんを呼んで、本格的に稽古をつけてもらったほうがいいかもしれないな」

「できれば遠えん慮りよしたいとこですけどね」

　軽く嘆息し、伊織は常葉にそっとささやいた。

「――ところで、先輩の教室はもうひとつ上の階じゃありませんか？」

「ああ、そうだ、忘れるところだったよ」

　伊織にくっついて一年二組の教室に入ろうとしていた常葉は、今頃思い出したように、手にしていた紙袋を差し出した。

「きのうきみに借りた服だ。助かったよ」

「……別に返してくれるのはきょうでなくてもよかったんですけどね」

　どうせなら周りに誰だれもいないところで返してくれりゃいいのに――と、伊織は胸の中で毒づいた。背中に突き刺さるクラスメイトたちの視線が痛い。

「借りたものをいつまでも借りたままにしておくのはわたしの主義に反するからね。それと、きのうのきみの手料理の礼もしたい。今度機会があればわたしが点たてた茶でもご馳ち走そうしよう」

「そりゃどうも」

「ではまたね」

　軽く手を振り、常葉はスカートの裾すそを揺らして去っていった。心なしか、今にもスキップしそうな軽かろやかな足取りだったが、それとは正反対に、常葉を見送る伊織の心はずしりと重い。

　案の定、伊織が席へ戻ろうとすると、購買部の焼きそばパンを頰張っていた山崎が、不ぶ躾しつけに伊織を指差してわめき立てた。

「てめえ、宮本！　おまえはユダか!?　それとも呂りよ布ふか！　オレは生まれてこのかたここまでヒドい裏切りを見たことがねえぞ！」

「ヤマザキ、邪じや魔ま！」

「ぶふう」

　激げつ昂こうする山崎を押しのけ、クラスの女子たちが伊織のところへ殺到してきた。

「ちょっと、宮本くん！　今のどういうことよ!?」

「……どういうことといわれてもな」

　きのうふたりで軽くトラブルに巻き込まれたともいえず、伊織は女子たちから視線を逸らして自分の席に座った。

「宮本ォ！　おまえやっぱり、オレを差し置いて王子と――」

「だからうるさい！　ヤマザキは黙ってろ！」

「ぐぶう」

「どういうことよ、宮本！」

「そもそもさあ、どこに接点があるわけ!?　アンタみたいな暗い男と常葉王子と！」

「王子の家に呼んでもらえるってだけでふつうじゃないでしょ!?　おまけに何？　王子がアンタの服借りてたってどういうことよ!?」

「ちょっと、さつき！　アンタがのろまだからこんなことになるのよ！」

「どっ、どうしてわたしのせいになるの!?」

「宮本なんてほかに狙ねらってる子いないんだから、さっさとゲットしとけって話！」

「…………」

　伊織が見たところ、このクラスの女子たちはそれぞれに数人ずつのグループに分かれていて、みんながみんな仲がいいというわけでもない。おそらくそれはこのクラスだけの話ではなく、この年頃の少女たちにありがちな行動パターンなのだろう。

　そんな女子たちが、こういう時だけ一いち丸がんとなって自分を吊るし上げようとしていることに不ふ条じよう理りを感じながらも、伊織はそのバカバカしいまでの熱意に感動すら覚えた。なにしろ、内向的であまりクラスの女子とは馴な染じめないといっていたさつきまでが、この集団の中に混じっているくらいなのである。

　エンドレスで続く女子たちの詰きつ問もんの声が束つかの間ま途切れた隙すきをつき、伊織はいった。

「……この前もいったが、別におれは、先輩とは何もない」

「それじゃどういうことなのよ？」

「先輩のところのばあさんとウチのじいさんは、学生の頃の同級生だそうだ。で、そのばあさんが最近ちょっと身体を壊して臥ふせっているというから、先輩に頼まれて見舞いに行ってきただけだ」

「はぁ？　どうして宮本が見舞いに行くのよ？」

「おれがじいさんの若い頃に似てるからだろ。ばあさんの初恋の人がどうとかそういう話らしいが、おれも詳しくは知らん。興味もないしな」

　もちろん口から出まかせである。中学校の同級生だというのは事実だが、初恋うんぬんは完全な捏ねつ造ぞうだし、そもそも伊織は常葉の祖母の見舞いに行ったわけではない。それでもまったく心が痛まなかったのは、金曜の一件に輪をかけて厄やつ介かいな真似をしてくれた、空気の読めない常葉に対する恨うらみつらみのせいだった。

「先輩のご実家には、ウチのじいさんが死んだ時にもいろいろと世話になったという話だ。行方ゆくえ不ふ明めいの親おや父じに代わって、せいぜいおれが恩返ししておかないとな」

　母親が夭よう折せつしたとか、父親が行方不明になったとかというのは、伊織にしてみれば一種の切り札だった。たいていの相手は、伊織がこのどちらかの札を切れば一気にトーンダウンする。伊織自身はあまりそのことを気にしてもいないし、むしろ相手の良心につけ込む卑ひ怯きような手だと承知してもいるが、口うるさい人間を黙らせる絶好の話題だということに変わりはない。

　そして、それはこの時も抜ばつ群ぐんの効果を見せた。少女たちは明らかに気まずいことをいわせてしまったという顔をしている。

「で、でも……じゃあ、服を借りたとかっていうのは――？」

「きのう、先輩が律りち儀ぎにウチまで礼をいいにきたんだ。その途中で雨に降られてずぶ濡れになったから、ウチでシャワーと着替えを貸した。ただそれだけだ」

「おっ、おまっ――まさか宮本、のっ、のぞっ」

「そんな真似をしたら瞬しゆん殺さつされるぞ？　おれはそんな命知らずじゃない」

「おまえ、それでも男か!?　そういうなあ、一瞬のきらめきに命を懸けられる愚おろかな生き物のことを男っていうんだぞ！」

　鼻の穴をふくらませて力説する山崎を一いち瞥べつし、伊織は冷ややかにいった。

「まあ、確かにおまえは、ジャンル的には愚かな生き物だろうな」

「ああっ……！　ま、またてめえはああいえばこういう――」

「とにかく」

　伊織はことさらうんざりしたように溜息をつき、ひらひらと手を振った。

「客が来れば茶の一杯やケーキを出すくらいの良識はおれにもあるが、本当にそれだけだ。別におまえらが考えているようなことは何もなかった。……変に勘かん繰ぐるのはむしろ先輩に失礼だろ」

「う――」

「……だいたい、先輩にはちゃんと好きな人がいるしな」

「えっ!?」

　ぼそりと伊織がつけ足したひと言に、山崎も女子たちも、目を丸くして食くいついてきた。

「うそっ!?　王子に好きな人がいるって――」

「冗じよう談だんでしょ、宮本!?」

「いや……確証はないが、たぶんいるんじゃないか」

　伊織は頰ほお杖づえをつき、窓の外を見やった。

「――少なくとも、その人のことを話す時にはついにこにこ顔になるような、そんな相手はいる」

「ちょっ――誰よ、それ!?　この学校の人間？　高等部？」

「大学とかじゃないの？　王子ってば、同い年くらいの男子なんかまるで目に入らない感じだし」

「おれは知らん」

　窓のほうを向いたまま、伊織はつっけんどんにいい放った。

「知っててもいわん。それこそ身の危険を感じる。……どうしても知りたければ玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで本人にぶつかれ。骨は山崎が拾ってくれる」

「それだ、宮本ォ！」

　ばしんと机を叩いて立ち上がった山崎は、釈しやく然ぜんとしない表情の女子たちを見回し、

「――王子にアタックして玉砕した傷心の女子たちをオレがなぐさめる！　そしてそこにあらたな恋が生まれるって寸法だな！　さすが策士宮本！　我が諸しよ葛かつ亮りようよ！」

「バーカ」

　毒気を抜かれた女子たちは、身勝手な皮かわ算ざん用ように拳こぶしを震わせる山崎に冷れい徹てつなひと言を投げつけ、それぞれの席へと戻っていく。

　さつきはどこかばつが悪そうに伊織の隣の自分の席に座り、ごにょごにょと小さな声で呟いた。

「……ご、ごめんね、伊織くん」

「何の話だ？」

「いや、だから、さっきどさくさまぎれに白しら石いしさんがヘンなこといって――」

「何の話かよく判らんが、たぶんおまえが気にするようなことじゃない。おれも気にしていないしな」

「……気にしないんだ……」

　さつきは自分の膝ひざに視線を落とし、語尾を消え入らせた。

　さっと盗み見るようにさつきの横顔を観察した伊織は、黒板のほうを向いて人知れず溜息をついた。

　さつきがどういう理由で意い気き消しよう沈ちんしているのか、伊織にはちゃんと判っているつもりだったが、だからといってその気持ちまではよく判らない。この女はおれなんかのどこを気に入っているのだろうかと、その精神構造を疑いたくなることすらある。

　ただ、思春期の少年少女にとっての色いろ恋こい沙ざ汰たには、正常な判断力や常識を簡単に吹き飛ばすほどの破壊力があるということだけは、伊織もきちんと理解していた。

　何しろあの冷れい静せい沈ちん着ちやくな女武芸者までが、すぐそばに他人がいることも忘れて、あんな無む防ぼう備びな笑顔を浮かべてしまうほどなのだから。
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　伊織と別れて校舎の三階へ上がってきた大路常葉は、自分とすれ違う生徒たちが揃そろいも揃ってぽかんとしていることに気づいた。

「？」

　ふと気になって後ろを振り返ってみても、別に驚くようなものは何もない。

　小首をかしげながら教室に入ろうとしたところで、ようやく常葉はその理由に思いいたった。

「――――」

　ガラスにうっすらと映り込んだ自分の顔が、微妙ににやけていた。

　常葉は慌ててあたりを見回し、今も自分に注目している生徒が少なからずいることを悟さとると、さっとうつむいてその場から足早に歩み去った。

「あー……」

　自分のあまりの迂闊さに、常葉は頰が一気に熱くなっていくのを感じた。火ほ照てった顔を両手で覆おおい、屋上へと続く階段のほうに足を向ける。

　ふだんの常葉なら、こんな無様な真似は絶対にしない。知らず知らずのうちに締まりのないにやけ顔をさらしていた数分前の自分を、できることなら思い切りひっぱたいて説教してやりたかった。

「……あの男が悪い」

　屋上へと出るためのスチールのドアは、職員室に保管されているカギを使わなければ開かないようになっている。ひんやりとした頑がん丈じようなドアを背負うように寄りかかり、常葉は小さく毒づいた。

　確かに常葉にも気のゆるみがあったが、そもそも宮本伊織があんな話題をふらなければこんなことにはならなかった――と考えなければ、恥ずかしすぎて自分が嫌になるほどの痛つう恨こんのミスである。

　胸に手を当てて深呼吸を繰り返し、常葉はスカートのポケットからケータイを取り出した。

　さっぱりとした性格のせいか、常葉はケータイにごちゃごちゃと余計なものをつけたりしない。ストラップはいたってシンプルな――いっそ質しつ実じつ剛ごう健けんというべき――革製のもので、ラインストーンでデコレートしてみようと考えたことすらない。マットブラックでストレートタイプの、およそ女子高校生らしくない携けい帯たい電話だった。

　常葉は慣れない手つきでメールを打ち始めた。

　こうしてケータイを持ち歩いてはいるが、もっぱらこれが活用されるのは自宅から電話がかかってきた時か、あるいはリリオーヌからメールが来た時だけで、常葉のほうから誰かに連絡することはほとんどない。メモリーに入っているアドレスも、せいぜい一〇件ほどだった。

　そんな常葉が、それでも一番頻繁にメールを送っている相手が、滝沢耕こう介すけだった。

　常葉が薙なぎ刀なたを始めた頃には滝沢はすでに大学生で、社会人になったあともまめに大路邸の道場にやってきては、通ってくる子供たちに師し範はん代だいとして稽古をつけてくれていた。常葉の師し匠しようはもちろん祖母であり、そういう意味では滝沢は常葉の兄弟子に当たるのだが、いっしょに汗を流して指導してもらっていた時間を考えれば、常葉の薙刀は滝沢から教えられていたものだといっても過か言ごんではない。

　その滝沢も、数年前に結婚したのを機に、滅多に道場には来なくなった。ふつうに会社勤めをするかたわら、近くの学校や公民館を借りて、やる気のある子供を相手に薙刀教室のようなこともしていたが、今はそれもやめたという。

「土、曜、日、は――あ、り、が、と、う、ご、ざ、い、ま、し、た――。……」












　いつものはきはきした口調からは想像もつかない、たどたどしいというより初うい々ういしい指使いで、常葉は祖母の見舞いにきてくれたことへのお礼のメールを打っている。

　滝沢の妻もちょうど入院中で、本当なら妻の見舞いを優先させても責められるようなことはないのに、滝沢は月に一度は大路邸を訪れ、老いた師匠の見舞いをしていく。滝沢というのはそういう義理堅い男だった。

「――ふう」

　たっぷり時間をかけてメールを打った常葉は、薄暗い天てん井じようを見上げてひと息ついた。

　祖母にしろ滝沢の妻にしろ、身体を壊して療りよう養よう中ちゆうというのは決してめでたいことではない。

　そういうことを口実にして滝沢とメールのやり取りをしている自分が、常葉にはどうにも後ろめたく――しかし、つい口もとがゆるんでしまうような嬉うれしさを感じていることも事実だった。

　心を落ち着けて耳を澄すますと、ドアの外でしとしとと雨が降る音がする。朝にいったんやんだはずの雨が、また降り出したのだろう。

　マナーモードにしたケータイを握り締め、常葉は階段を降りていった。

　近いうちに、学校の帰りにでも滝沢の妻の見舞いに行ってみようと、常葉は考えた。
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　遠くで鳴り続けていた鐘かねが、そぼ降る雨の音にまぎれて消えていく。

　女物の派手な柄がらの傘かさをさし、真っ暗な夜空を見上げていた由ゆ良ら健二は、人気のない路上に転がっているものを無感動に見下ろし、口の中でキャンディを転がした。

　それは――細い呼吸に合わせてわずかに身じろぎを繰り返すだけで、起き上がる気配をまったく見せなかった。冷たく濡れたアスファルトの上に、おびただしい量の赤い血が静かに流れて広がっていく。

「……一応生きてんだな」

　他ひ人とごとのような口調でひとりごち、健二は大怪我をした男のかたわらにしゃがみ込んだ。左手の人差し指と中指を揃えて男の頸けい動どう脈みやくに軽く押し当てる。

「っつっても、このままだと死んじまうか」

「ケンジさん」

　健二の背中にのんびりとした少女の声がかかる。

　膝に手を当てて立ち上がった健二は、少女を振り返って肩をすくめた。

「近くに公衆電話なかったっけ？」

「ないです」

　ろくに周囲を見もせず、少女は即答した。

「……どうでもいいですけど、ケンジさん、目立ちます」

「そうか？」

　人通りの少ない深夜の路上でも、ケンジの真っ白なスーツ姿は、ちょっとした明かりを跳はね返かえして目立って見える。逆に少女のほうは黒を基調としたゴシックスタイルで、陰いん鬱うつな雨の夜に溶け込むかのようだった。

「どうせ誰も目撃者なんかいねェよ」

　白いエナメルの靴くつに血がついていないことを確認し、健二は少女をうながしてその場を離れた。

「――どうするんです？」

「何が？」

「今の人です」

「ああ」

　肩越しに男を振り返り、健二はキャンディの棒を器用に上下に揺らした。

「――けど、オレ医者じゃねえしな」

「それはそうですけど」

「それに、負けたヤツがああなるのは自業自得だろ？　むしろ命があっただけでもラッキーだと思ってくれねえと」

「じゃあ、このまま放っておいていいんですか？」

「あー……救急車ぐらい呼んでやってもいいけどな」

「じゃ、電話します」

「こらこらこら」

　やにわにケータイを取り出して消防署に電話しようとする少女を押しとどめ、健二は苦笑した。

「気をつけろよ、まーちゃん。ケータイから通報したら足がつくだろ？　だから公衆電話ないかって聞いたんだよ」

「……すいません、世間知らずでした」

「別にいいって」

　健二は傘の下から手を伸ばし、少女の頭をくしゃりと撫でた。

「――マラハイドはやさしいよな」

「いえ」

　少女マラハイドはふるふると首を振った。

「人間としてはそれが当たり前だと思います。……わたしはただ、人間のマネをしているだけですから」

「マネでもそういうことのできないヤツばっかりなんだよ、今の世の中」

　次第にいきおいの強まっていく雨の中、健二は背中を丸めて歩いていく。

　やがて健二とマラハイドの姿が街灯の明かりも届かない闇やみの向こうへと消え去り、それからほどなくして、救急車のサイレンの音が遠くから聞こえてきた。






















　ベッドサイドに置いてあった携けい帯たい電話のアラームが鳴り出した。

　その瞬間、布団ふとんの中から手を伸ばしてアラームを止めた伊い織おりは、真っ暗な部屋の中でむくりと身を起こした。

　アラームが鳴ったといっても、まだ時刻は午前三時すぎである。登校前にクリスのために食事を作り置きすることの多い伊織にとっても、起床にはまだ少し早すぎる時間帯だった。

「……だるいな、さすがに」

　小声でぼやきながら、伊織はベッドを出て着替え始めた。

　外では相変わらず雨が降っている。

　しかし、その雨あま音おとにも、伊織が着替える衣きぬ擦ずれの音にも、同じベッドで寝ているクリスタベルが目を醒さます気配はまったくない。本能に忠実すぎるこの少女の場合、食欲が完全に満たされてさえいれば、夜間は睡眠欲が最優先されるらしく、物音で目醒めるどころか、揺すっても叩たたいてもまず起きないのである。満ち足りた睡眠状態にあるクリスを目醒めさせるには、それこそベッドから蹴けり落おとすくらいの衝しよう撃げきをあたえるしかないだろう。

　もっとも、いつも手を焼かされているからといって、頑がん是ぜない少女をいきなりベッドから蹴り落として起こすというのは、さすがに伊織も心が痛む。

　そこで伊織は、キッチンからイチゴジャムの瓶びんを持ってくると、そのフタを開けて、ぐーぐー寝ているクリスの鼻先に近づけた。

「…………」

　それまで規則的に繰り返されていた小さな寝息がぴたりと止まり、とたんにクリスの小鼻がぴくぴくと動き出す。その反応に内心呆あきれながらも、伊織は少女の鼻の頭にちょんとジャムを塗ぬりつけた。

「……ん」

　クリスの目がうっすらと開いた。ほとんど無意識のように右手が動き、鼻の頭についたジャムをぬぐって口もとへと持っていく。

「意地汚いヤツだ」

　クリスが目を醒ましたのを確認し、伊織は布団を引き剝はいだ。

「あみゅう……」

　眠そうに目をこすりながら、クリスは小動物の鳴き声を思わせる妙な声をもらした。

「……どしたの、イオリ？　まだ夜だよ……？」

「夜じゃない。もう明け方だ」

「でも、外が暗い――」

「雨のせいだ。でなければおまえの気のせいだ。とにかく今はもう夜じゃない」

　クリスの意見を出るそばから叩き落とし、伊織は断言した。

「いいからさっさと着替えろ」

「ふぇ？　どこか出かけるの……？」

「スーパーに買い物にいく」

「どうして……？」

「おまえの腹に聞け」

「…………」

　クリスは自分のおなかに両手を当ててしばらく考え込んだあと、まだどこか覚かく醒せいしきっていない、ふにゃ～っとした笑顔で、

「……あったかいココアが飲みたい……」

「あれだけ食って、飲み物ならまだ入るというのが驚きだがな」

　今から九時間ほど前の夕食時、いつもよりおなかが空すいたというクリスの食欲を満足させるために、伊織は冷蔵庫の中の食材をほとんど使い切ってしまった。そういうことにならないように、いつもは学校帰りにスーパーに寄って食材をまめに買い足すようにしているのだが、このところ雨続きで思うように買い物ができず、加えて日曜日には常とき葉わたちにまで大おお盤ばんぶるまいしたせいで、食べるものがほとんどなくなってしまったのである。

　もちろん、ジャムや調味料のたぐいはまだ残っているし、袋ラーメンやレトルト食品などの非常食的なもののストックもある。だから、きょうの伊織の朝食くらいならどうにかなるだろう。

　しかし、クリスの半日ぶんの食事にはとうてい追いつかない。

「……おまえがあんなにばくばく食べなければ、食材を買い込むのはきょうの放課後でよかったんだ」

　ようやくパジャマを脱ぎ始めたクリスにワンピースを放り投げ、伊織はポケットにサイフをねじ込んだ。

「だって……おなか空いてたんだもん」

「少しは我慢するということも覚えろ」

「無理～」

「却きやつ下か」

　のろのろとワンピースを引っかぶったクリスに、さらにレインコートを着せ、伊織は玄関に向かった。

「どうしてこんな夜中に買い物にいくの？　それもクリスまで……ゆうべのうちにイオリだけで行けばよかったのに――」

「……ガキは何の気なしに失礼なことをいう生き物だ。だから、今の暴言も特別に許してやる。おれは寛大だ」

　食うだけ食ったら今度は眠いといい出したクリスは、いまだにひとりで寝ることができない甘ったれである。日付が変わる前に買い物にいこうにも、眠い眠いと駄だ々だをこねるクリスに添そい寝ねを強要されて、夕食後の洗い物さえまだ手をつけていないのが現状なのだが、クリス自身はそのことをまったく覚えていないらしい。

「――とにかく、この家の食料の九割はおまえの胃袋に消えるんだ。おまえも荷物持ちくらい手伝え」

「だぁって」

「それとも、おれが学校から帰ってくるまで食事抜きのほうがいいか？　おまえに好きなほうを選ばせてやる」

「うー……」

　クリスは頰ほおをふくらませて遺い憾かんの意を表明したが、きょう一日を空腹のまますごすのがよほど嫌なのだろう、結局は伊織にいわれるままにレインブーツを履はき、明け方というにはまだ早い黎れい明めいの街に出た。

「きっとこんな時間じゃスーパーやってないよ」

　傘かさをさして伊織と並んで歩きながら、それでもクリスは唇くちびるをとがらせている。

「――それよりさー、ファミレスってところでオムライス食べようよ」

「早朝からオムライスなんぞ食えるか」

「じゃ、食べるのはクリスだけでいいから！　あのね、ファミレスはねえ、オレンジジュースとか飲み放題なんだよ、飲み放題！」

「ほう……そんな知識をどこで覚えたんだ、おまえは？」

「テレビー！」

　もっぱらクリスの社会学習の教師はテレビである。おおかたアニメかドラマで、若者がたむろしているファミレスを見たのだろう。

「ふぁーみれすっ！　ふぁーみれすっ！　ふぁーみれすっ！」

　傘を上下させながら、近所迷惑も考えずに繰り返し始めたクリス。伊織はあくびを嚙かみ殺して冷れい淡たんにいった。

「残念だが、この街に唯ゆい一いつあった二四時間営業のファミレスはこの前潰つぶれた。ファミレスはほかにもあるが、この時間に営業しているところはない」

「え～!?」

「ちなみに、二四時間営業のスーパーはちゃんとある。ちょうど今は棚に新しい商品が並ぶ時間帯だな」

　午前四時前の街にはほとんど人影がなかった。大通り沿いには客を捜して彷ほう徨こうするタクシーもちらほら見受けられたが、雨が降っているせいか、路上でぐだぐだしている酔っ払いの姿もない。

　クリスがふってくる他愛たわいのない話に適当に相あい槌づちを打ちながら、伊織は幾いく度どか利用したことのあるスーパーへと向かった。

「ふあ～……」

　二四時間営業とはいえ、品しな揃ぞろえはふつうのスーパーと変わらない。しいていうなら、今はまったくといっていいほど客の姿がないことくらいだろう。店員もひとりかふたりしかいないらしく、がらんとした店内は、その照明の明るさと広さのせいもあって、どこか寒々しい感じがした。

「わーい♪」

　先ほどまでの不満顔もどこへやら、クリスはさっそくアイスクリームを捜して店内をうろつき始めた。

「……ガキはフリーダムでうらやましいな」

　伊織はカゴを片手に買い物を始めた。

　ところが、五分もしないうちに、クリスが手ぶらで伊織のところへ戻ってきた。なぜか今にも泣きそうな顔をしている。クリスが一番巨大なサイズのハーゲンダッツを持ってくると予想していた伊織は、クリスの表情を見て首をかしげた。

「……どうした？」

「エルクがいた……」

「何？」

　クリスはぐすんと鼻をすすって伊織にしがみついた。

　するとそこに、バレリーナのようにくるくる回転しながら女装の美少年が現れた。

「おお、雨の夜に出くわすとは不運だな、高こう慢まんなクリスタベル！」

「……何だ、それは？」

　芝居がかったエルクドゥーンのセリフに、伊織は眉まゆをひそめた。

「っとぉ……おめえもいたのか、宮みや本もとの」

「いたに決まっている。……それより今のは何なんだ？　ウチのチビに対する新手の嫌がらせか？」

　そこでようやくエルクドゥーンは、クリスがしくしくと泣いていることに気づいた。

「ちょっ……泣くな、小娘！」

「うううう……よく判わかんないけど、エルク、きっとクリスの悪口ゆってる……」

「悪口じゃねえ！　おゥ宮本！　てめェ、このガキにシェークスピアくらい読ませときゃァがれ！　このくれェの冗じよう談だんも通じねぇんじゃ困るぜ！」

「ウチに『夏の夜の夢』はない。あったとしても、クリスは絵本しか読まないしな」

　伊織はクリスの頭を撫なでながら、そっとあたりを見回した。

「……先生は？」

「ああ、薬くす子こさまならいねェぜ」

　エルクドゥーンはいろいろな食材が放り込まれた買い物カゴを伊織にしめし、肩をすくめた。

「――おめぇも何か聞いてるかもしれねェが、ま、いろいろとあってな。このところマンションを留る守すにしてたんだが、留守にする前にあらかた冷蔵庫を空からにしちまってたんで、それで今頃買い出しってワケよ」

「先生はいつ頃から学校に来るんだ？」

「さーてねェ。そいつはオレにも判らねェよ。あのお人の考えは、オレにもちぃっと読みきれねェトコがあるしな」

「そういうものか」

「そういうもんだ」

　会話の間も、伊織とエルクは、陳ちん列れつ棚だなに並んだ商品を手に取り、すばやく吟ぎん味みしてからカゴの中に放り込んでいく。午前四時近いスーパーの一角で、おしゃべりをしながらベテラン主婦のようにてきぱき買い物をする高校生と美少年――はたから見れば異様な光景に思えたかもしれない。

　もっとも、幸か不幸かそれを見ているのはクリスだけで、そのクリスも、伊織とエルクドゥーンが自分そっちのけで話し込んでいるのが気に食くわないらしく、恨うらみがましいまなざしを伊織の背中に向けてぶつぶついっている。

　それも意に介さず、伊織は瓶詰めの黒オリーブとツナ缶をカゴに入れ、エルクドゥーンに尋たずねた。

「……おれから先生に何か連絡したほうがいいか？」

「何をだよ？」

　少女と見まがう愛らしい唇をゆがめ、エルクドゥーンは冷たく笑った。

「おめェは薬子さまの家族か？　恋人か？　違うよな？　おまけにおめェのほうがずっと年下だ」

「…………」

「……何があったって、薬子さまは誰だれかに寄りかかろうと考えるようなお人じゃあねえんだよ。ガキは余計なことに気を回してねェで、自分のことだけ考えてろ」

「……どういう意味だ？」

「最近ニュースでやってるアレ、てめぇも知ってるだろ？　このへんの、物騒なアレ」

「……通り魔事件のことか？」

「ありゃァ通り魔じゃねえぜ」

　大きなカゴを重そうに引きずり、エルクドゥーンは溜ため息いきをついた。

「犯行がおこなわれた場所は広く点在してて、特に共通点があるわけじゃねえ。被害者の年齢層や職業もばらばら、おまけに軽傷ですんだヤツもいれば重傷で即病院送りだったヤツもいる。ただ、使用された凶器が何か重みのある刃物らしいってことと、被害者が全員、何も覚えてないってことは共通してる」

「何も覚えていない……？」

「ああ。被害者全員、気を失って倒れてるところを発見されたって話だけどな、一〇人以上も襲おそわれてて、誰ひとりとして犯人のことを覚えてる人間がいねェってのは、どう考えても不自然だろ？」

「まさか――？」

「おめェも、戦いに負けりゃあそういう被害者として発見される可能性はあるわな」

〝鞘ロのー主ド〟が戦いに敗れてウォーライクを失えば、ウォーライクとともにすごしていた間の記憶はすべて失われる。もちろん、自分がロードとして戦っていた時の記憶も、戦っていた相手のことも、すべて思い出せなくなる。

　そのことに思いいたった伊織は、大きなキャベツを片手にしばし呆ぼう然ぜんとなった。

「被害者は……戦いに負けたロードだっていいたいのか？」

「少なくとも、薬子さまはそうお考えらしいぜ。――それにおめえ、おめえがこの前送ってきたメール、きちんと薬子さまも目を通しなさってんだがよ、まァた妙なウォーライクに因いん縁ねんつけられてるみてえじゃねえか？」

「……ああ」

　ウォーライクにあれだけのことができるということが、伊織には驚きだった。身体能力は常人をはるかにしのぎ、飛び道具も使える上に、みずから〝剣〟を取って戦うこともできる。

　キャベツをカゴの中に放り込み、伊織はエルクドゥーンを見み据すえた。

「――成長したウォーライクがひとりであれだけ戦えるなら、ロードの力を借りる必要なんかないんじゃないのか？」

「そいつがどの程度のモンかは知らねェがよ、ロードがそういうウォーライクを使った時は、たぶんもっと強ェんじゃねえのかい？」

「そんなのが通り魔だとしたら、絶対に遭あいたくないもんだな」

　こっそりカゴの中にハーゲンダッツを入れようとしていたクリスを押しのけ、伊織はレジに向かった。

「――ところで宮本の」

「何だ？」

「ものは相談だが」

　エルクドゥーンは自分のカゴを伊織に差し出した。

「おめェ、オレの代わりに買い物してくんねェか？」

「なぜそうなる？」

「こんな時刻にガキがひとりで買い物してたんじゃ、家出か何かかと思われたって仕方ねェからな。てめえがここにいたのは勿もつ怪けのさいわいってヤツだぜ」

「金は？」

「ほらよ」

　エルクドゥーンが伊織に手渡したのは、この系列のスーパーで使えるプリペイドカードだった。

「なら、ここは先生のおごりだな」

「あ？」

　エルクドゥーンがぎょっとしている間に、伊織はエルクドゥーンのカードでさっさと会計をすませた。もちろん、自分のぶんの買い物だけは自分のサイフから――などという面めん倒どうなことはしない。エルクドゥーンに頼まれたぶんも宮本家のぶんも、どちらもカードで支払った。

　平然とレジを通り抜けてきた伊織に、サッカー台のところで待っていたエルクドゥーンがさっそく嚙みついた。

「てっ、てめえっ、この小僧！　ナニを自分のぶんまでオレのカードで払ってんだよ!?」

「おまえのカードじゃない、先生が買ったカードだろう？」

「勝手に使い込むと怒られんだよっ！」

「ふだんのおまえがいかに先生から信用されていないかといういい証しよう拠こだな」

　低く抑えた声でわめくエルクドゥーンにカゴとカードを返し、伊織はまず米の袋をクリスのリュックに押し込んだ。

「おっ、重いよぉ……！」

「文句をいうな、たかだか二キロだ。胃袋になら平気でそのくらい入れるだろう？　これが背負えないようなら、きょうから食事の量を減らすぞ」

「ぎゃ、ぎゃくたいだ……！　それってぎゃくたいってゆうんだよ、イオリ！」

「だったら市の児童相談所にでも何でも相談しろ。ウチの保護者は毎日お米を三合しか食べさせてくれないんですってな」

　子供に満足に食事をさせないのは確かに児じ童どう虐ぎやく待たいだが、そもそもふつうの一〇歳児は一日に五合もごはんを食べない。そんな通報で調査に動くほど、お役所のフットワークが軽くないことは伊織にもよく判っていた。それ以前に、クリスには児童相談所が何なのかも判っていないだろうが。

「くそー……踏んだり蹴ったりじゃあねえか……」

　伊織に使い込まれたカードをドレスワンピースのポケットに押し込み、食品を大きなビニール袋に詰めたエルクドゥーンは、窓の外で降り続いている雨を見て舌打ちした。ここから薬子のマンションまで、徒歩だとかなりかかる。この雨の中、両手にスーパーの袋を持ち、さらに傘をさして歩いて帰るのはかなり面倒だろう。

「――おゥ、宮本の」

「何だ？　いっておくが、タクシー代なら貸さんぞ」

　店を出て傘をさそうとしていた伊織が淡たん々たんと呟つぶやくと、エルクドゥーンは大おお袈げ裟さに苦笑した。

「だからおめえよゥ、こんな深夜帯に、ガキがひとりでタクシーなんざ乗れるわけねェだろ？」

「なら歩いて帰れ。ここまで歩きで来たんだろう？」

「そりゃあそうなんだが、さすがに面倒になってきた。……おめえ、オレのおかげでタダで買い物できたんだ、ちょいと足貸せ」

「足？」

「なあに、オレをかついでちょちょいっとマンションまで送ってくれりゃァいいんだ。簡単だろ？」

「……自分が歩いて帰るのが面倒な距離を、どうして他人にかつがせて帰ろうと思うのか、その思考パターンがおれには理解不能だ」

「バッカおめえ、少しはアタマ使えよ！」

　エルクドゥーンは気安げにクリスの頭を小突いた。

「ここにウォーライクがいて、ロードもいるんだぜ？　〝魔性の血エルフインブラツド〟ってのァ、別に戦いの時にしか使えねェってモンでもあるめえによゥ」

「……なるほど」

　いわれてみれば確かにそうかもしれない。日中の買い物の時には人の目が多すぎて無理だが、今なら伊織が一〇〇メートルを三秒で走ったところで誰かに見とがめられる恐れはほとんどない。たくさん買い込んだ食材の山も、超人化したロードにとっては、片手でらくらく持てるほどの重さにしか感じないだろう。

「――しかし、こんな時間に先生のマンションにお邪じや魔ましていいのか？」

「そうだな……今夜は誰かと会ってくるって話だから、もしかすると、まだマンションには戻ってねえかもしれねえが、まあいいんじゃねェか？」

「……判った」

　伊織は周囲に人ひと気けがないことを確認すると、プラス二キロのおもりを背負ったクリスを抱き上げてそっとキスをした。雨のせいで冷えていた身体からだが、バーナーで炙あぶられたように身体の奥のほうから熱くなってくる。エルフィンブラッドが伊織を超人に変えつつある証拠だった。

「おまえはとりあえずここだな」

「うん」

　傘をさしたクリスを肩車し、右手にはぱんぱんにふくらんだスーパーの袋を四つ、左の小脇にエルクドゥーンをかかえて、伊織は最初からトップスピードで走り出した。タクシーも通らないような細い通りを選び、時には民家の屋根の上を通らせてもらって、最短距離で薬子のマンションへと向かう。

「速い速～い♪」

「ちっ……お気楽な小娘だな、おめえは」

「おい」

　走りながら、伊織はエルクドゥーンに尋ねた。

「……葬そう儀ぎはきのうだったのか？」

「おう」

「おまえは顔を出したのか？」

「なワケねェだろ。親しん戚せきに紹介のしようがねえじゃねェか」

「それもそうか……」

　伊織はそこではたと気づいた。

「――そういえば、対外的にはおまえと先生の関係はどういうことになっているんだ？」

　薬子が住んでいるようなマンションなら、入居審査もそれなりに厳しいだろう。身元の不確かな子供を同居人の欄らんに書き込んだ書類で賃貸契約が結べるのかどうか、実家暮らしでそうしたことには縁えんのない伊織にはよく判らないが、たぶん無理に違いない。なにしろエルクドゥーンには、そもそも人としての戸籍も国籍もないのだから。

　だが、エルクドゥーンは平然と当たり前のようにいった。

「あのマンション、賃貸じゃねェぜ」

「何？」

「あそこは薬子さま名義の分譲マンションなんだよ。オレはそこにかくまってもらってるだけでね」

「分譲――」

　通学途中で見かける巨大な看板で得た、非常に限定された伊織の知識から考えると、薬子の住んでいるマンションを新築で買おうとすれば、おそらく五〇〇〇万円くらいはするだろう。比較的安定した公務員とはいえ、二〇代なかばの女性教師にそのローンが組めるとも思えない。

「……どういう人なんだ、先生は？　母子家庭で育った苦労人て聞いてたが――」

「おいコラ、あんまり失礼な詮せん索さくすんなよ」

　エルクドゥーンは伊織の脇腹を肘ひじで小突いた。

「――それよかもうすぐ大通りに出るぜ。こっからはこの時間でもタクシーの通りが少なくねえんだ。そろそろ降ろしてくんな」

「注文が多い客だな」

　伊織は水みず飛沫しぶきを蹴立てて急ブレーキをかけると、エルクドゥーンとクリスを降ろした。

「え～？　別にクリスはいいじゃん、肩車したままでも！」

「いいから降りろ」

　荷物だけはすべて伊織が持ち、三人は傘をさして歩き出した。ここまで来れば、薬子のマンションまでは歩いても一〇分かからない。

「――ところで小娘、おめェ、少しは強くなったのかい？」

「クリス？」

「おうよ。いつまでも宮本の足引っ張ってちゃァまずかろうに」

「んー……」

　クリスは細い顎あごに指を当てて考え込んでいる。先日、謎なぞのウォーライクを相手に使った見えない壁のような力のことは、どうも完全に頭の中から消えているらしい。やはりあれは、クリス自身、無意識のうちに発現させたものなのだろう。

「……強くなる以前に、おれはもっと社会常識を覚えてもらいたいんだがな」

「あー！　イオリまたクリスのことバカにした～！」

「違うぜ、小娘。宮本はおめえをバカにしたんじゃねえ。そんなことするまでもなく、おめェはホントにバカなんだよ」

「そうゆうことゆうからエルクは嫌われるんだよ！　リリオだってエルクのこと嫌いだってゆってるよ！」

「リリオ？　ああ……あの真ま面じ目め女のトコのウォーライクか」

　エルクドゥーンは傘をくるっと回して舌打ちした。

「あそこはアレだ、ロードのほうが今イチ薬子さまとそりが合わねェんだよな。オレにゃァよく判らねェが、若い女同士てェのはうまくいかねえモンなのか？」

「おれに聞くな。……そう思うのなら、おまえが間に立って少しでも愛あい想そうよくふるまえばいいだろうに」

「いや、カンペキに無関係な第三者にはこれでも愛想いいんだぜ、オレ？　名子役もかくやってカンジで、うまく美少女を演じてるしな。……でもよ、オレが男だって知ってる相手となると、愛想よくふるまってもかえってキモいっていわれるだけじゃねえ？」

「まったくだ」

「てめェな……」

　歯をきしらせているエルクドゥーンを見下ろしてにやにやしていた伊織は、しかし、薬子のマンションが見えるところまでやってくると、眉をひそめて足を止めた。

「どしたの、イオリ？」

「…………」

　薬子のマンションの前に、真っ黒な大型車が停まっていた。

　そのかたわらで、早瀬薬子と恰かつ幅ぷくのいい男が立ち話をしている。

　薬子はいつものプライベートの時よりずっと落ち着いたメイクで、着ているのも黒いワンピースだった。一方の男のほうは、還かん暦れきをとうにすぎた年代の貫かん禄ろくのある紳士で、うつむく薬子に傘をさしかけ、何ごとか話しかけている。

　雨音のせいで、彼らが何を話し込んでいるのかは聞こえない。だが、今の伊織の目には、母の死に打ちひしがれている薬子と、それをなぐさめている男の姿がはっきりと見える。単なる知り合いというには近すぎる距離だった。

　伊織がちらりとエルクドゥーンを一いち瞥べつすると、少年はどこか気まずそうに視線を逸そらし、静かに溜息をついている。












「あー、クスコだー」

　空気の読めないクリスが、いまさら気づいたように、通りの向こうにいる薬子を指差した。

「送るのはここまででいいな」

　伊織はエルクドゥーンにスーパーの袋を押しつけ、背を向けた。

「あ、おい――」

「先生によろしくいっておいてくれ」

　肩越しにマンションのほうを見やると、例の紳士は運転手らしき男にうながされ、クルマに乗り込んで去っていくところだった。それを薬子が、傘もささずにじっと見送っている。

「ねーイオリー、クスコのおうちにお邪魔しないのー？」

「しない」

「え～」

　どうせこの少女は、あそこにならハーゲンダッツがあるとでも思っているのだろう。クリスは不満顔で唇をとがらせたが、伊織はまったく同情するつもりはなかった。

「――さっきクスコといっしょにいたおじさん、誰かな？」

「さあな」

　悪気なくクリスが口にしたその疑問に、伊織はふと、前に薬子に助けられて彼女のマンションで目醒めた時のことを思い出した。

　あの時、服がぼろぼろになってしまった伊織に薬子が貸してくれたシャツやスラックスは、若いサラリーマンではなかなか手の出せないような、イタリア製のブランドものだった気がする。

　あれはもしかすると、さっきの貫禄のある紳士のものだったのかもしれない。

　漠ばく然ぜんとそんなことを考えて、伊織は急に嫌な気分になった。

　　　　　[image: ]

　曇くもり空の火曜日、放課後の大おお路じ常葉が立っていたのは病院のロビーだった。

「…………」

　花束をかかえたそのなりは、誰がどう見ても病人の見舞いにやってきた女子高生だったが、しかし常葉はロビーのソファに腰を降ろしたまま、じっとうつむいている。もうかれこれ三〇分はそうしているだろうか。

　ここの病院には、常葉の姉あね弟で子しが入院している。

　姉弟子というのは滝たき沢ざわの妻のことである。要するにふたりは、大路邸の道場でともに稽けい古こをしていた仲であり、それが縁で結婚したのである。

　もっとも、姉弟子の滝沢恵え美みは、腕前では夫の耕こう介すけはおろか常葉にすら遠くおよばない。ただ、生真面目すぎて時に子供たちに厳しい言葉を投げかけてしまう常葉と違い、恵美はとにかくやさしい女性で、子供たちの心を摑つかむのがうまかった。将来の夢は保母になることだといっていたから、大路邸の道場に通っていたのも、半分は子供たちと触ふれ合あうことが目的だったのかもしれない。

　恵美は大学卒業と同時に地元の保育園に就職し、道場にやってくることもなくなったが、常葉にとっては姉のような存在であり、滝沢や家の人間にはできないような相談を聞いてもらったことも数知れない。恵美が道場を辞やめたあとも常葉が連絡を取り続けていたのは、彼女が滝沢の妻であったからという以前に、常葉の数少ない年上の友人だからである。

「…………」

　ここへ座ってから何度目かの溜息をつき、常葉はロビーの時計を見上げた。

　その時、外科病棟のほうから歩いてくる女性と目が合った。

「――あら」

「先生……」

　目を丸くして腰を浮かしかけた常葉のところに、早はや瀬せ薬子が足早にやってきた。

「こんなところでどうしたの、トッキー？」

「……その呼び方、やめてください」

　驚きの表情をすぐに不機嫌さで曇らせ、常葉はまた腰を降ろした。

　断りもなくその隣となりに座り込んだ薬子は、あたりを見回し、

「花なんかかかえて、誰かのお見舞い？」

「……ええ」

　常葉はぎこちなくうなずいた。

「先生は、なぜここに？」

　一方的に質問されるのを嫌って同じ問いを薬子に返した常葉は、すぐにそのことを後悔した。この時期に薬子が病院にいるということは、十じゆつ中ちゆう八はつ、九く、薬子の死んだ母親に関係することだろう。薬子自身はいたって健康で、病院の世話になるような人間とも思えないからである。

　薬子は薄手のコートのポケットに両手を突っ込んだまま、いささか大おお仰ぎように肩をすくめて笑った。

「ここの先生に母がずっとお世話になってたから、きょうはそのお礼にね」

「……すみません」

「別にあやまるようなことじゃないわよ。少なくともわたしにとってはね」

　軽く嘆たん息そくし、薬子は目を細めた。

　常葉は薬子の授業を受けているし、一年先せん輩ぱいということもあって、伊織よりは薬子とのつき合いも長い。オフタイムの薬子が、学校でのそれとは似ても似つかない気合いの入りまくった姿に化けるということも、もちろん承知している。

　だが、こうしてあらためて間近で見る薬子の横顔には、化粧では隠すことのできない精神的な疲れがにじみ出ているようだった。

「……薄はく情じようだけど、ようやく逝いってくれたかって思いのほうが強いのよね。あとからじわじわと来るのかもしれないけど、今の時点では、正直、母さんが死んでほっとしてるの。長く苦しませておくのも酷こくだったし」

「……お疲れさまでした」

　それしか言葉が出てこなかった常葉の頭をそっと撫で、薬子は立ち上がった。

「あしたから学校に出るわ。――宮本くんとは会ったのよね？」

「はい」

「どうだった？　無愛想なのが艶つや消けしだけど、素材としてはけっこういい男だと思わない？」

「わたしはそういう目で彼を見ていませんでしたから」

　悪戯いたずらっぽく笑う薬子から視線を逸らし、常葉は首を振った。

　母の死に神妙な顔をしていたかと思えば、すぐにこうしてふざけたようなことを口にする。薬子のそういうところが、常葉には今ひとつ好きになれなかった。嫌いというのではなく――より正確にいうなら――何を考えているのか判らず、彼女の前では少しも気を許せないのである。

「じゃ、せいぜいうまくやりなさいよ、生徒同士」

「はい」

「ああ、それともうひとつ」

　玄関に向かいかけた薬子は、常葉を振り返って小さな声でいった。

「――通り魔には気をつけなさい」

「はい……？」

「あれ、たぶんウォーライクの仕し業わざだから」

　それだけいって、薬子はロビーから出ていった。

「…………」

　無言で薬子を見送った常葉は、かかえていた花束のことを思い出し、かぶりを振って歩き出した。薬子を見ていたら、ここまで来てあれこれ迷っている自分が馬鹿らしく思えたのである。

　常葉は恵美の病室の前までやってくると、背筋を伸ばしてドアをノックした。

「――はい？」

　中からの誰すい何かの声に、常葉はいつものトーンで応じた。

「常葉です」

「あ、常葉ちゃん？　どうぞ入って」

「失礼します」

　こういう真面目さが薬子にからかわれるのだと思いながら、常葉は律りち儀ぎに一礼してスライド式のドアを開けた。それはもう祖母から叩き込まれたものであって、いまさらどうなるものでもない。

「久しぶり～！　元気にしてたぁ？」

「はい」

「相変わらずかたいなぁ、常葉ちゃんは。そんなんじゃ人より早く老けちゃうよ？」

　ベッドの上に半身を起こして本を読んでいた恵美は、折り目正しい常葉を見て苦笑した。確かに言こと葉ば遣づかいだけを見れば、常葉より恵美のほうがよほど女の子らしく、あっけらかんとしている。

　常葉は空あいている椅い子すの上に通学カバンと花束を置き、ベッドサイドの花瓶を手に取った。

「わたしはこれでいいんですよ。わたしが若い女の子らしくしていたって、どうせ似合いませんからね」

「そんなことないと思うけどなあ」

　これもまた祖母に仕込まれたおかげで、常葉にはひと通りの華か道どうのたしなみもある。てきぱきと花瓶に花を生けていく常葉のウエストのあたりを指でつつきながら、恵美はにんまりと笑った。

「肌も髪も綺き麗れいだし、このへんもまたぐっと女の子らしくなって――」

「ちょっ――やめてください、そういうこと！」

「あらん、邪じや気きのない冗談よ、冗談♪」

「まったく……」

　一応怒ったふりをしながら、常葉は心中ほっと安あん堵どの吐と息いきをもらした。入院が長く続いたからか、少しだけ痩やせたように見える恵美だったが、明るい性格に変わりはない。いったいどこが悪くて入院しているのかと不思議に思うほどだった。

「――それより恵美さん、お身体の具合はどうなんです？」

「まあ、よくはないよね」

「えっ？」

　こともなげな恵美の言葉に、常葉はあやうく花瓶を取り落としかけた。

「よくないって――え？　過か労ろうだったんじゃないんですか？」

　少なくとも常葉は滝沢からそう聞いている。別に恵美まで外ではたらく必要はないのに、結婚後も保育園での仕事と家事を両立させようとがんばりすぎたせいで倒れたのだと――以前、祖母の見舞いにやってきた滝沢からそう聞かされていた。

「耕介さんはそういってるけどね。……ほら、自分のことは自分が一番よく判るっていうじゃない？」

　恵美は目をぱちぱちしばたかせ、こめかみのあたりを押さえた。

「自分でもあんまり嫌な想像はしたくないけど、ときどきすごい頭痛がすることもあるし、めまいもするし……ただの過労でこんなことってあるのかなって」

「だけど、恵美さんの思いすごしってことも――」

「あるわね。充分にある」

　したり顔でうなずいた恵美は、自分のセリフにぷっと噴ふき出だした。

「――まあ、耕介さんの性格からすると、全部わたしに打ち明けて、いっしょにがんばろうっていってくれると思ってるけどね。だから、何もいわれないうちはむしろ安心していいのかなー、なんてね」

「こんな状況でのろけないでくださいよ」

　常葉は恵美につられたように笑ったが、どこかすっきりとしないものを感じていた。

「――それより、早くよくなって退院しないと、いつまでたっても滝沢さんの世話ができないじゃないですか。滝沢さん、ろくに自じ炊すいできない人でしょう？」

「それは大丈夫だよ、今はみちるちゃんが通いで来てくれてるし」

「みちるちゃん？」

「耕介さんの従い姉と妹こ――じゃない、従姉妹の娘さん、だったかな？　とにかく親戚の子が週に何度か通ってきてくれてるから、最低限のことはやってもらえてるのよ。むしろわたしが仕事の片手間にやってた時よりいいかも」

　おとなしくてとっても可か愛わいい子なのよ――と、恵美はまたにこにこ笑っている。

　しかし、それを聞いた常葉は心しん中ちゆうおだやかではいられなかった。自分が入院中に、いかに親戚とはいえ、よく知らない若い娘が夫の世話をするために家に通かよってきているという状況に、恵美はどうして笑っていられるのだろうか。

　自分だったら耐えられない――と、我が身を恵美と置き換えて想像をめぐらしたところで、常葉はまた顔が熱くなってくるのを感じた。

「……あれ？　どうしたの、常葉ちゃん？」

　急に黙り込んでしまった常葉に、恵美は怪け訝げんそうな顔をした。

「いえ、何でもないです。ちょっとテストのこと考えてて」

「そっか……来月はもう期末テストなんだ。何だか懐なつかしいわね。大人になると、そういうことから解放されちゃうから」

　恵美はさかんに目をこすりながら、遮しや光こうカーテンの引かれた窓を見やった。




　面会時間いっぱいまで恵美の話し相手を務めた常葉は、病院を出た足で滝沢の家に向かった。

　結婚を機に、滝沢と恵美は戸建ての家を借りて住み始めた。近い将来、子供が生まれることを考えていたのかもしれない。祖母の代理で引っ越し祝いを持って遊びにいったことがあるから、常葉も滝沢の家の場所は判っている。

　バスに揺られながら、常葉は自問自答していた。

　なぜこんな夕暮れ時に、わたしは滝沢の家に行こうとしているのか――。

　この時間に滝沢が会社から戻ってきているかどうかは判らない。だが、話すだけなら電話やメールで充分だ。何も家まで行く必要はない。

　なのに、常葉はほとんど迷うことなく滝沢の家へと向かっていた。

　そこにあるのは嫉しつ妬となのだと、常葉にも判っている。

　判ってはいるが認めたくはなかった。




　大路常葉は滝沢耕介のことが好きだった。




　誰にも――本人にさえ――打ち明けたことはない。たぶん滝沢のほうも、常葉のことは妹のようなものとしか思っていないだろう。年は一五も離れているし、何より滝沢にはすでにお似合いの妻がいる。

　しかしそれでも、常葉の思いが押し潰されることはなかった。

　滝沢がどうあるかではなく、自分が滝沢をどう思っているかが大切なことだった。決して口にはできない思し慕ぼを胸に秘めたまま、ひたすらストイックに生きていく自分に酔っているといわれたとしても、それはそれでかまわない。

　それが自分のやり方、これが大路常葉という人間なのだという矜きよう持じがあればこそ、常葉は滝沢への思いを枯らすことなくきょうまでこられたのである。

　滝沢と恵美が結婚すると聞いた時、常葉がショックを受けなかったといえば噓うそになるが、ふたりを祝福したあの時の気持ちにもいつわりはない。滝沢が選んだのが恵美でよかったと、常葉はそう思っている。

　だが、その恵美が入院し、滝沢の身の回りの世話をするために、親戚の女性が通ってきていると聞いて、常葉の心は大きく波立った。

「…………」

　最も寄よりのバス停で下車し、常葉はどんよりとした夕空の下を歩き出した。

　静かな住宅街には、おいしそうな匂いがただよっていた。そちこちの家で、夕食の準備が始まっているのだろう。

　常葉がまだ小学生だった頃、滝沢はお金のない学生で、道場での稽古のあと、よく常葉の家で夕食を食べていった。常葉の両親は仕事で家にいないことが多く、家族といえば祖母とお手伝いさんたちだけのようなものだったから、滝沢が夕食時に家にいてくれることが、あの頃の常葉にはとても嬉うれしく思えたものだった。今ではありえないことだが、いっしょに入浴したこともある。

　思えばあの頃、滝沢は常葉にとってまだ男性ではなく、兄だった。

　自分はいつから滝沢を兄として見られなくなったのか――。

　常葉はふと足を止め、地面に落ちていた視線を上げた。

「――！」

　常葉は咄とつ嗟さに電柱の陰へと身を隠した。

　後ろめたいことなど何もないのに、その瞬間、頭であれこれ考えるより先に、身体のほうが反応して動いていた。

　滝沢の家の二階のベランダに、髪の長い女の姿があった。ほっそりとはかなげで、強い風が吹けばそのまま飛ばされてしまいそうな、線の細い美女である。明るく活発な恵美とは正反対のタイプだった。

「そんな……」

　洗濯物を取り込み終わるまで女の姿をじっと凝ぎよう視ししていた常葉は、動どう悸きを鎮しずめるように胸を押さえ、数歩あとずさった。

　なぜ見にきてしまったのかという強い後悔の念が、常葉の頭の中をぐちゃぐちゃにかき混ぜていた。来なければよかった、見なければよかったと、いまさらのように胸の中で繰り返してみても、網もう膜まくに焼きついたあの女の姿が消えることはない。

　自分よりも、恵美よりも美しい、みちるという名の女を目まの当あたりにしてしまった常葉の四し肢しが、一気に熱を失って細かく震ふるえ始めていた。

「……常葉ちゃん」

「っ！」

　女の姿が室内に消えたあとも、凍こおりついたようにその場に立ち尽くしていた常葉は、不意に飛んできた男の声に、思わず悲鳴をあげそうになった。

「たっ……滝沢、さん――」

　振り返ると、そこに滝沢が立っていた。












　昔から背は高かったが、学生の頃より少し痩せたように見えるのは、心労のせいだろうか。三〇をすぎてからみっともなく太るよりはいいが、それよりも常葉には、滝沢の顔色が冴さえないのが気になった。先日、祖母の見舞いに来てくれた時よりも、明らかに表情が暗い。

　そして常葉は、彼がそんな表情を浮かべる一番の原因が、ほかならぬ自分なのだということに気づいた。

「あ、あの――」

「恵美の見舞いに行ってくれたんだってね」

　口ごもる常葉に代わって、滝沢がいった。

「さっきメールが来たよ。入院生活が続いて退屈していたところだろうから、さぞ長いことおしゃべりにつき合わされたんじゃないの？」

「いえ、そんなことは――」

　気味悪く汗ばむ右手でスカートをぎゅっと摑み、常葉はぎこちなく笑った。

「――そ、それより滝沢さん、今度またうちに夕食を食べにきてください。祖母も喜びますし、恵美さんが入院している間は独身みたいなものでしょうから……」

「わざわざそれをいいにうちまで？」

「それは――」

「…………」

　滝沢は哀かなしげな笑みを浮かべて溜息をつくと、常葉に背を向けた。

「……すぐそこに公園があるんだ。そこで話そうか」

「は、い――」

　滝沢のあとを追って歩き出した常葉は、自分が今、取り返しのつかない一歩を踏み出してしまったのだということを自覚していた。

　夕食時が近いからか、住宅街の中の小さな公園に子供たちの姿はなかった。

　代わりに、雲間から顔を覗のぞかせた夕日に引きずられて、常葉と滝沢の影が黒く長く伸びている。

　右手にブリーフケースを提さげ、左手はスラックスのポケットに突っ込んだまま、滝沢は背後の常葉を振り返った。

「……見たんだよね」

「見てません」

「常葉ちゃん」

　滝沢は気が抜けたように肩を揺らして笑った。

「そこはね、何をって聞き返すところだよ。ぼくはただ見たんだよねと尋ねただけだ」

「見てません」

　常葉はそう繰り返した。だが、それで事態が好転するはずなどないということは判っている。

　滝沢は嘆息し、

「……ぼくがこの前、きみのところに顔を出したのはね、先生のお見舞いのためということもあるけれど、もうひとつには、きみに会うためでもあったんだよ」

「わたしに――？」

　また動悸が早くなる。自分が身勝手な解かい釈しやくをしたがっていると知りつつ、常葉は滝沢の次の言葉を待った。

「ぼくがときどき顔を見せないと、心配したきみがここまで来てしまうかもしれないと思ったんだよ。まさか恵美の病院から直接来るとは思わなかったけれどね」

「――どういう、意味です？」

「きみに来てほしくなかった。……意味はちゃんと判っているはずだろう？　見られたくなかったんだよ」

「だから……っ！　わたしは、何も――」

「きみは、さっき見たものを忘れられるのかな？」

　常葉の言葉をさえぎり、滝沢は錆さびの浮いたブランコに腰を降ろした。

「――もし忘れてもらえるのならそれでいい。きみが忘れてくれるのであれば、ぼくもきみには――きみと、きみのところにいる子にだけは、手を出さないと約束するよ」

「――――」

　常葉はごくりと唾つばを呑のみ込こみ、滝沢の言葉を胸中で反はん芻すうした。

「ねえ、常葉ちゃん」

　押し黙ったままの常葉を見つめ、滝沢は首をかしげた。

「今のぼくたちには、無意味なおしゃべりをしている暇ひまはないんだよ。……これは交渉だ。現実から逃げていないで真正面から向き合ってほしい」

「逃げてなんか……いません」

「だったら正直に話し合おうよ。――きみはさっき、ぼくの家にいるみちるを見た。そうだよね？」

「……はい」

「それを、忘れてくれるかい？　きみひとりの胸のうちにしまって、誰にもいわずにいてくれるかな？」

「その前に教えてください」

　常葉は滝沢に詰め寄った。

「なぜなんです？　いつから？　どうして？　本当にあの人が滝沢さんの従姉妹だったら、そのほうが、まだ――」

　一気にまくし立てた常葉の言葉は、途中で湿り気を帯びてくぐもってしまった。

「ごめん、常葉ちゃん」

　滝沢は困ったように眉をひそめ、立ち上がって少女の頭をそっと撫でた。

「――きみの気持ちは判ってた。でも、ぼくはきみのことを妹のような女の子としてしか見られない。……それと、これがきみにとってなぐさめになるかどうか判らないけど、みちるに対しても、そういう感情はいっさいない。ぼくにとっては恵美がすべてだからね」

「だったら！」

　常葉は滝沢の手を払いのけ、涙を浮かべた瞳で睨にらみつけた。

「あなたはいったい何をやってるんです!?　恵美さんが入院してるのに、あなたはあの人を使って――あのウォーライクと何をしてるんですか!?」

「〝剣の妖精ウオーライク〟と〝鞘ロのー主ド〟がすることが、ほかにあるのかい？」

　いつになく激げつ昂こうしてしまった常葉とは対照的に、滝沢はひどくおだやかな声で聞き返した。そこにはある種の開き直り、諦てい念ねんといってもよさそうな思いが感じられた。

「彼女はウォーライクだ。そしてぼくはロードだ。ぼくたちがすることがほかに何かあるとでもいうのか、きみは――」

「だからどうしてなんです!?」

　今度は常葉のほうが滝沢の言葉をさえぎった。

　常葉が目にしたはかなげな美女――滝沢の親戚だというあのみちるという名の美女の背に、まごうことなき光の翼を見てしまった常葉には、滝沢耕介という男がよく判らなくなってしまった。

　それ以前に常葉には、ウォーライクを手にしてみずから戦いを求めるロードたちの考えが判らない。ウォーライクが同類同士で戦わなければならない宿しゆく命めいを持っていたとしても、なぜロードたちまでがその戦いに積極的にかかわろうとするのか。常葉や伊織、それに薬子のような、自分のほうからは戦いを仕掛けないロードがなぜほとんどいないのか。

　そして――なぜ滝沢は自分たちの側がわに立ってくれないのか。

　大路常葉には判らない。

「……滝沢さん」

　常葉は涙をぬぐって声の震えを無理矢理抑え込んだ。

「まさか、最近の通り魔事件は――」

「人は殺していない」

　滝沢はぼそりと呟いた。

「――――」

　どこかでまだ滝沢が否定してくれることを期待していた常葉は、兄弟子の言葉に凍りついた。

「ぼくの狙ねらいはあくまでウォーライクだけだ。何も知らない一般人を襲ったことはないし、ロードにも極力傷をつけないようにしている。……それが詭き弁べんだということは判っているけどね」

「どうしてです!?　戦うのってそんなに面おも白しろいですか？」

「……戦っている間のあの高こう揚よう感かんに、麻薬的な魅力があることは否定しない」

　ブランコの鎖くさりを握り締めた滝沢の手に、かすかに力がこもっていた。

「だけど、それ自体を目的にして戦えるほど、ぼくは即物的な人間じゃない。正気に戻れば自分が斬きったウォーライクたちに対する罪悪感だって覚えるし、ぼくはこんなことのために少年時代から稽古してきたんじゃない、先生に申し訳ないって後悔もする」

「なら、どうして……？」

「きみは、ロードとして戦ったことはあるの？」

「えっ？」

「この前きみのうちで、庭先で遊んでいるあの子を見たよ。あの時は、ウォーライクがなぜこんなところにって、正直驚いてたんだけどね。すぐにきみが保護した子なんだって判ったよ。だからきみにはここへ来てほしくなかったんだけど――」

　あの少女を守るために、きみは一度として戦ったことがないのかと、滝沢はかさねて尋ねた。

「一度でもほかのウォーライクを倒したことがあるのなら、きみにぼくを責める権利はないと思う」

「どうして!?　わたしはただ、あの子を守るために――」

「この先あの子を狙うウォーライクが何人現れるか、きみには判らないよね。もしかしたら、最終的にぼくが斬るウォーライクよりも多くの敵を、きみは倒すことになるかもしれない。……どちらから仕掛けるかなんてことは、たぶん、たいした意味を持っていないんだよ。きみ自身の免めん罪ざい符ふくらいの意味しかない」

「――――」

　滝沢の言葉に、常葉はがつんと頭を殴なぐられたような気がした。

　みずから仕掛けて一〇人のウォーライクを斬るのと、リリオーヌを守るために一〇〇人のウォーライクを返り討ちにするのと、はたしてどちらが罪深いことなのか。単純な数だけで判断できることではない。〝楽園エリジウム〟に戻ろうとすることがウォーライクにとっての本能であるとするなら、彼らがリリオーヌを狙うことは正しいのだから。

　自分からは戦いを挑まず、降りかかる火ひの粉こを払うだけ――というスタンスは、確かに滝沢のいう通り、常葉たちが罪悪感を感じずに戦うために必要な、文字通りの免罪符でしかないのかもしれない。

「…………」

　青ざめた頰を濡らしていた涙はすでに乾ききり、そこがひきつったように感じられて、常葉にはどうにも気持ちが悪かった。

「きみがあのウォーライクの少女を守るために戦っているのと同じように、ぼくも大切な人間を守るために戦っている」

「！　それってどういう意味ですか!?」

　いつの間にか公園を出ようとしていた滝沢を慌あわてて振り返り、常葉は叫んだ。

「滝沢さんが守りたい人って――」

「恵美だよ」

「恵美さん!?　どうして滝沢さんが戦うことが恵美さんを守ることになるんです？」

　常葉のその言葉に、滝沢は目を細めた。

「そうか……きみはまだ知らないんだな」

「何をです？」

「よく覚えておくんだ。――〝楽園エリジウム〟に旅立つウォーライクは、たったひとつだけ、ロードの願いをかなえてくれるんだよ」

「え……？」

「ウォーライクとロードの関係は一方的な片へん利り共きよう生せいじゃない。ロードにも危険と引き換えに手にできる大きなものがある。危険な戦いに自分から飛び込んでいくロードが多いのはそのせいだと思うよ。――もちろん、それが本当かどうかはぼくにも判らない。ただ、ある人からそう教えられただけでね」

「滝沢さんは、そのために――？」

「ウォーライクの少女を守るために戦うというきみの考えはとてもきみらしいよ。ぼくはそういう高こう潔けつな常葉ちゃんが好きだ。……だけどぼくは違う。ぼくはみちるを――グロリアーナを〝楽園エリジウム〟に旅立たせて、願いをかなえてもらうために戦っている」

「……願いって、何なんです？　恵美さんとどういう関係があるんですか？」

「恵美の脳に悪性の腫しゆ瘍ようが見つかった」

　淡々といい放った滝沢は、驚きよう愕がくのあまり動けなくなってしまった常葉をその場に残して歩き出した。

「脳腫瘍って……そ、それじゃ――」

「とにかく、誰にもぼくの邪魔はさせない。……たとえきみであってもね」

「――――」

　滝沢はもう常葉を振り返らなかった。その背中に滝沢の強い意志を感じて、常葉もそれ以上声をかけることができなかった。




　帰りのバスの中で、常葉は伊織と薬子に宛あてて書きかけたメールを、途中で思い直してすべて消去した。

　代わりに、さっき別れたばかりの滝沢にメールを打った。






















「…………」

　ケータイをたたんでテーブルの上に放り出し、伊い織おりは釈しやく然ぜんとしない表情でツナ缶を開けた。

「イオリー、スパゲッティまだー？」

「まだだ」

「早く早く～」

　伊織の調理を急せかすクリスタベルは、焼いてもいないフランスパンをむしむしと引きちぎっては口に運んでいる。たぶんパスタができ上がる頃には、一本丸ごとクリスの胃袋の中に入ってしまうだろう。

「それだけで腹いっぱいになってくれれば楽なんだがな」

　小こ雨さめの降る裏庭をぼんやり見ながら、伊織は菜さい箸ばしを動かしている。

　今夜のメインはトマトと水菜のうろ覚えパスタである。

　作り方は非常に単純で、ツナ缶とダイストマトと黒オリーブ、刻んだ水菜をひとつのボウルに放り込み、塩で味をととのえ、茹ゆで立てのパスタと和あえるだけでいい。もともと、駅前のギンガモールにあるパスタ屋で食べたスパゲッティの味に感動した伊織が、これをどうにか自宅で再現しようと試し行こう錯さく誤ごしたがあえなく玉ぎよく砕さいし、結局は具しか再現できず――そこがうろ覚えたる所以ゆえんで――それでも何となくおいしかったため、定期的に作るようになったのである。

　もっとも、何度も作ったことのあるメニューとはいえ、大きなボウルふたつぶんにもなる量で作るのはさすがに初めてだった。

「やれやれ」

　茹で上がったパスタをボウルに放り込み、伊織は菜箸を逆手に持ち替えた。とにかくパスタの量が多いので、和えるというよりも、魔女が妖あやしげな鍋なべの中身をかき混ぜる作業に似てくる。どこぞのパスタ屋のように、いっそボウルのままでサーブしてやろうかと思うほどだった。

「……ま、それでもいいか」

　常識的な分量を平皿で出してやっても、クリスの場合は絶対におかわりすることが判わかっている。それなら最初からこのまま出しても同じかもしれない。

「さあ食くえ」

「わ～い♪」

　予想通りフランスパンを綺き麗れいに片づけ終えていたクリスは、どかっと置かれたボウルにフォークを突っ込み、さっそくずるずるとパスタを食べ始めた。

「……おまえの食べっぷりを見る以前に、こっちは作っているだけで腹がいっぱいになるな」

　小さな皿に取り分けたパスタをすすり、伊織は嘆たん息そくした。

　クリスに寄き生せいされている伊織は、知らずしらずのうちに〝精気フオイゾン〟をクリスに奪われており、そのぶん空腹感を覚えるものらしいが、どうも最近は、肉体的に満腹になるより先に精神的に満腹になってしまうことが多い。そのせいか、春先より体重が三キロほど落ちている。

　さらっとパスタを食べ終え、伊織はダージリンのカップに手を伸ばした。

「――ねー、イオリ」

「何だ？」

「さっき誰だれに電話してたのー？」

「……誰でもいいだろう」

「ひょっとしてカノジョでもできた～？」

「……またテレビか？　テレビのマネだな？」

「せいか～い！」

「ふん」

　伊織はレンジであたためたミルクで割ったダージリンをクリスの前に置き、ケータイを手に取った。

「イオリにはカノジョなんかいらないよね～、クリスがいるから♪」

「……もし外でそういうことをちらりとでもいったら、それ以降おまえの食事は千せん切ぎりキャベツ一キロになる」

「え～！　そんなに緑の野菜ばっかり食べてたら、クリス、イモムシになっちゃうよ！」

「よかったな。そこを突き抜ければ蝶ちようになれるぞ。……まあ、蛾がになるという可能性も否定はできないが」

「イオリひどい！」

「おまえさえ余計なことをいわなければいいだけの話だ。……いいからさっさと食え」

　ぶっきらぼうにいって、伊織はもう一度電話をかけようとした。

　ついこの前までは薬くす子こに連絡がつかなかったが、今度はなぜか常葉ときわのケータイにつながらない。学校にはちゃんと来ているようだったが、まさか伊織のほうから常葉の教室に出向くわけにもいかず、結果的に三日ほど連絡が取れない状態が続いていた。

「……つながらないと困るということはないんだが」

「え？　何かゆった、イオリ？」

「おまえの食事のマナーが悪くて困っているといった」

「ええっ!?　ど、どこが!?」

「ミートソースでもないのにそうやって襟えりもとを汚しているところだが」

「ああっ!?　いつの間に！」

「いまさらのようにいうな。さっきからだ」

　テレビを通して余計な知識はどんどん蓄ちく積せきされていくくせに、肝心の基礎知識だけはすっぽりと抜け落ちたままというのが、心ならずもクリスの保護者をしている身としては納得がいかない。

「イオリ、着替え持ってきて～」

「……どうせ食事が終わったら風呂に入ってパジャマに着替えるんだ。そのままでいろ」

　トマトの汚れだけざっと拭ふいてやり、襟もとにナプキン代わりのキッチンペーパーを押し込んで、伊織は風呂に向かった。

「――イオリー！」

　伊織が風呂の準備をしていると、クリスが振動し続ける伊織のケータイを持ってやってきた。以前は伊織のケータイに着信があるたびに、「わたしがわたしが！」と自分で出たがっていたクリスだが、自分用のケータイを買ってもらったとたん、伊織のケータイには目もくれなくなった。いわく、「イオリのケータイはちっとも可か愛わいくないから」だそうである。

「はい、イオリ！　電話！」

「……誰だ？」

　常葉からの連絡であることを期待しつつ、伊織はケータイを受け取ったが、液えき晶しように表示されていたのは薬子の名前だった。

『宮みや本もとくん？』

　薬子の声を聞くのは久しぶりだったが、いつもと特に変わったところがないのを知って、伊織は少しほっとした。

「どうしたんです、先生？　こんな時間に」

『きみ、今どこにいるの？』

「どこといわれても……ふつうに自宅ですが」

　金曜の夜、すでに午後一〇時を回っている。サラリーマンや大学生ならいざ知らず、高校生が夜の街をふらふらしていていいものではない。

『今から駅前に出てこられない？』

「……何です？　夕食をご馳ち走そうしてくれるとかいう話なら、あいにくうちはもうほとんどすんでますが」

『そうじゃないわ。例の通り魔をどうにかしようと思って』

「――――」

　さらりと出てきた薬子のセリフに、伊織はスポンジを放り出してバスルームを出た。不ふ穏おんな空気を敏びん感かんに感じ取ったのか、クリスも無言で後ろをついてくる。

「通り魔をどうにかするって、どういう意味です？」

『エルクから聞いたんでしょう？』

「……聞きましたけど。通り魔がウォーライクを連れた〝鞘ロのー主ド〟かもしれないって仮定の話ですよね？」

『仮定じゃないわよ』

「それは――」

　あんたがそう考えてるだけだろ？　と不ふ遜そんな反はん駁ばくをしかけたところで、伊織は肩をすくめた。通り魔事件がウォーライクの仕し業わざだという薬子の主張にも、そうとはかぎらないという伊織の主張にも、結局は根拠などない。むしろ状況を考えれば、薬子の主張のほうに一理あるともいえる。

「……で、具体的にどうするんです？　まさか夜の街をうろついて犯人を捜し出そうっていうんじゃないでしょうね？」

『それ以外のやり方があるなら聞きたいけど』

「先生……それは、こっちからケンカを売ることになりませんか？」

　できるかぎり戦いは避け、こちらからは手を出さない――専守防衛が伊織の、ひいては薬子や常葉のスタンスであるはずだった。だが、正体の知れない敵を捜し出して倒すとなると、そのポリシーを破ることになりはしないか。

『頭がかたいわね』

　電話の向こうの薬子が小さく笑ったような気がして、伊織は軽くカチンと来た。

『もしわたしの想像通りなら、敵は少なくとも一〇人以上のウォーライクを倒してる計算になる。つまり、それだけ強くなってるってことよ』

「…………」

　伊織がダイニングの椅い子すに腰を降ろすと、その膝ひざの上にクリスが乗ってきた。

　伊織は心配そうな顔をしている少女の頭を何とはなしに撫なでながら、溜ため息いき混じりの低い声で呟つぶやいた。

「確かに……このまま放置しておけば被害者は増える一方だし、そのぶんそいつはさらに強くなっていくでしょうね」

『少し考え方を変えなさい。……これまでのわたしたちは、ただ運がよかっただけなんだって。これまではたまたま目をつけられなかったから出会わなかっただけ。でも、この先わたしたちの前に、そいつが現れない保証なんてどこにもないのよ』

　いざそうなった時、伊織がその敵に勝てる保証はない。それは常葉にしても薬子にしても同じだろう。ただひとつはっきりしているのは、このまま伊織たちが何もしなかったとしても、敵が強くなることはあっても決して弱くなることはない、ということだった。

　伊織はちらりとクリスを見下ろした。

　まだパスタを食べ終わっていないというのに、クリスは伊織にしがみついている。伊織と薬子の会話に不安を感じて震ふるえている。

　結局、この幼い少女を守るためには、戦いというものから無縁でいることはできないのだ。とうに判りきっていたはずの事実にいまさら直面するはめになった伊織は、大おお仰ぎようにうなずいて薬子にいった。

「……正直気は進みませんが、何の用意もないところでいきなり襲おそわれるよりは、先生といっしょのほうが心強いですけどね」

『決まりね？』

「先せん輩ぱいはどうします？」

『あの子、連絡つかないのよ。何か知らない？』

「いえ、おれのほうも知りたいくらいで――」

『まあいいわ。あの優等生が金曜の深夜に外出しているとも思えないし』

「……おれにそれをさせようとしてるって自覚、あります？」

『きみはいいのよ。おうちの人の目を盗む必要もない気楽なひとり暮らしなんだから。――じゃあ、五分で来てちょうだい。バスロータリーの真ん中の、喫きつ煙えんスペースのところで待ってるから』

「無茶なこという人だな……」

　伊織は電話を切るとクリスを抱いたまま立ち上がり、足早に二階へ向かった。

「今の何のお話？　クスコと会うの？」

「まあそんなところだ」

　トマトで汚れた服を頭から引っこ抜くようにして脱がせ、代わりにお出かけ用のドレスワンピースをクリスに着せた伊織は、唇くちびるをゆがめて曖あい昧まいに答えた。戦いを恐れるクリスに、これから凶悪なロードを捜して対決するのだとはとてもいえない。いえばおそらくクリスはおびえて泣き出すだろう。

「リリオは？　リリオたちも来るの？」

「……来てくれると助かるがな」

「じゃ、クリス、リリオにメールするね」

　ちゃっかり伊織にリボンを結ばせ、クリスはリリオーヌにメールを打ち始めた。

「……そういえば、そっちから連絡を取る手もあったか」

「そうしーん！　ぽちっとね！」

「行くぞ」

　伊織はクリスをかかえて玄関に向かった。

「…………」

　玄関でレインブーツを履はくクリスを見下ろしていた伊織は、ふとしゃがみ込み、少女の顎あごに手を伸ばした。

「ん？　どしたの、イオリ？」

「いや……先生には五分で来いといわれたんだが、どう考えても間に合わない」

「バスでも？」

「ああ。……結局、一番早くて確実なのは、自分の足で走っていくことなんだが」

「な～んだ」

　クリスはにぱっと笑って伊織の首に手を回した。

「イオリ、照れてないでちゃんとゆいなよ～。クリスにちゅ～してほしいんでしょ？」

「…………」

　悪戯いたずらっぽく笑うクリスをじとりと睨にらみつけ、伊織は眼鏡めがねを押し上げた。

「……おまえは留守番で、おれだけスクーターで行くという選択肢もある」

「あっ！　うそうそ！　クリス、イオリにちゅ～した～い！」

「……それはそれで問題発言だが」

　小さく苦笑した伊織の唇とまぶたに、かすかにトマトの味のする少女の唇がかさなる。

「――――」

　伊織は大きく深呼吸し、全身を支配し始めた陶とう酔すい感かんに軽く身震いした。これからやろうとしていることへの不安と、クリスをごまかして連れ出そうとすることへの罪悪感が、〝魔性の血エルフインブラツド〟によってどこか遠くへ押し流されていく感覚がある。

「……これなら間に合うか」

　伊織はクリスをひょいと肩に載せ、傘かさを一本持って玄関を出た。

　昼から降り続く雨は、ほとんど霧きり雨さめのように、星のない夜空を覆おおっていた。
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　綺麗にたたまれたタオルの上で、常葉のケータイがまた震え出し、しばらくして止まった。

　空気を切きり裂さくかすかな音と、あとは常葉自身の息いき遣づかいしか聞こえないがらんとした道場の中では、その震動すらも大きな音のように聞こえる。

　構えていた薙なぎ刀なたを降ろし、常葉はぷちぷちと自分のケータイをいじっているリリオーヌを肩越しに見やった。

「……誰から？」

「……宮本伊織」

　リリオーヌが常葉のケータイを確認してぼそっと答える。

　今夜はもうこれで六度目の着信だったが、常葉は一度も電話に出ていない。帰宅してすぐに袴はかま姿すがたに着替え、こうしてずっと道場にこもっている。

「……常葉」

　常葉がほっとひと息ついて汗をぬぐっていると、いつの間にか、リリオーヌがすぐそばへとやってきていた。

「……何か、あった？」

「…………」

　自分と波長の合うロードになかなかめぐり会えずにいた頃の、敵に怯おびえ続けていた日々が原因なのか、リリオーヌはあまり感情をあらわにしない。そんなリリオーヌが、珍めずらしく哀かなしそうな顔をしているのを見て、常葉は言葉に詰まった。

「ごめん、リリオーヌ」

　常葉はその場にしゃがみ込み、リリオーヌをそっと抱き締めた。












「どうしたの……？」

「わたしは、とても大事なことをきみに黙っていたんだ。本当にごめん――」

「大事な……こと？」

「そう。……今夜、わたしは戦わなければならないんだ」

「誰と……？」

「滝たき沢ざわさん。きみも一度見たことがあると思う。クリスたちが帰ってすぐに、ここへ来た男の人だよ」

「……ぬ」

　きちんと紹介したわけではなかったが、滝沢が庭で遊んでいたリリオーヌを目撃していた以上、リリオーヌのほうも滝沢のことは覚えているだろう。

　小さくうなずいたリリオーヌの頰ほおをそっと撫で、常葉は続けた。

「あの人はわたしの兄あに弟で子しなんだ。薙刀のさ」

「試合、するの……？」

「試合じゃないよ。……だって、あの人はロードだったんだ」

「ロード……」

　リリオーヌの桜色の唇が、ぼんやりとその単語を繰り返した。

「今まで黙ってて悪かったけど、もうすぐ滝沢さんがここに来るのさ」

「ここに……？」

「そして、わたしは滝沢さんと戦う。滝沢さんと戦って、勝たなければいけないんだ」

　哀しげに笑い、常葉はうなだれた。

「きみは知っていたかい？　ウォーライクはね、〝楽園エリジウム〟に戻る時、ひとつだけロードの願いをかなえてくれるそうだよ」

「……知らなかった……」

「だろうね。わたしも初めて聞いたんだ」

　常葉は目もとを押さえ、何度もうなずいた。指先に熱いしずくが触ふれ、冷ややかな板張りの床の上にぽたぽたと落ちていく。

「あの人はね……願いをかなえるために、ほかのウォーライクを次々に倒していたんだよ。ニュースになっている通り魔って、滝沢さんのことだったのさ」

「常葉……」

「いくら恵え美みさんのためだからって、そんなこと……誰かを傷つけるなんてこと、できるような人じゃなかったのに――」

「…………」

　かぼそい嗚お咽えつをもらし始めた常葉の髪を、リリオーヌがそっと撫でている。

「あの人は、たぶんこの先も同じことを繰り返すんだと思う。――でも、わたしはそれを止めたいんだ。戦ってでも止めたい」

「……常葉は、えらい」

「どこが……っ」

　黒髪に触れる少女の手を握り締め、常葉は声を詰まらせた。

「わたしは……卑ひ劣れつな人間なんだ！　こんなこと誰にもいえない、いいたくない！　おばあさまにも、先生にも、宮本にも――だけど、きみにだけはいっておかなければならないから……っ！」




　滝沢耕こう介すけは無む闇やみに他人を傷つけるような人間ではない。

　自分がずっと慕したってきた男がそんな人間であってはならないという苛いら立だちや怒りは常葉の心の中に厳げん然ぜんとして存在し、それが彼女に滝沢との戦いを決意させた理由のひとつであることもまた、まぎれもない真実だった。

　だが、それは決して一番の理由ではない。

　常葉は、学園では王子と呼ばれている。

　武道ひとすじ、恋愛には無縁の、真ま面じ目めで正義感の強い凜り々りしい女生徒として知られている。

　しかし、そんな常葉の中に、誰よりも嫉しつ妬と深ぶかいもうひとりの自分が棲すんでいるということを、常葉はよく知っていた。

　そして、その嫉妬こそが自分を戦いへと向かわせた一番の原因だということも、常葉は自覚している。

　ふだんは決して表に出てくることのない、嫉妬深いもうひとりの自分を、常葉は恐れていた。

　恵美のためとはいえ――無差別な戦いを繰り返す滝沢をとがめ、身を挺ていしてでもその凶行を止めようとする常葉の行動は、なるほど、外から見れば確かに高こう潔けつなのかもしれない。

　ただ、それと同時に、もうひとりの常葉はまったく別のことを考えている。

　本当なら他人を傷つけたりするはずのない滝沢が、恵美のために戦いに身を投じたという現実――もうひとりの常葉には、それがどうしても許せなかった。滝沢の愛を一身に受け、一番大事なのは妻だと滝沢にいわしめる恵美の存在が、もうひとりの常葉には許しがたかったのだ。

　少女時代からはぐくまれてきた恵美への親しん愛あいの情じようは、いまだ変わることなく常葉の胸の中にある。しかし、彼女の心の闇の部分には、それをはるかに凌りよう駕がし呑のみ食くらうほどに深く重くどろどろとした嫉妬が渦うずを巻いていた。

　その激しい嫉妬こそが、つまりは常葉を戦いに駆かり立たてる一番の理由だった。




「恵美さんのことは好きなんだ……。でも、それでも耐えられないんだよ！　あの人への思いが滝沢さんを変えたということが――滝沢さんにそこまで思われている恵美さんのことがうらやましくて、妬ねたましくて……！」

　いつしか常葉は床に手をつき、自分の顔と向き合っていた。したたり落ちた涙が、鏡のように今の常葉の顔を映し出している。

　みにくくゆがんだ自分の顔に拳こぶしを叩たたきつけ、常葉は呻うめいた。

「わたしに正義なんてない……！　何をいってもただの言い訳だ！　嫉妬に狂って無謀な戦いを仕掛けた身のほど知らずの小娘だ！　そのために、きみを巻き添えにしてしまうことも判ってたのに――どうしても、止められなかった……！」

「…………」

　自分の心情を強烈に吐と露ろする常葉の頭を、リリオーヌがそっと撫でている。まったくのエゴから強敵との戦いに巻き込まれるかもしれないと聞かされても、リリオーヌは何もいわなかった。

「本当に……わたしは、最低だ――」

　もし常葉が、滝沢が連れているウォーライクを倒せば、滝沢はウォーライクにかかわっていた間の記憶を組み換えられてしまうだろう。

　そして、滝沢の願いがかなうことなく恵美が病で命を落とせば――。

「そんなことさえわたしは思ってしまう……ほんの一瞬でも、わたしは恵美さんがいなければって――そう思った時点で、わたしは最悪の人間だ……」

「……少なくとも」

　じっと常葉の告白を聞いていたリリオーヌが、相変わらず愛あい想そうのない声でいった。

「常葉は、わたしには正直……」

「リリオーヌ――」

「……すべて話してくれたのは、わたしを、信じてくれているから」

　訥とつ々とつとしたしゃべり方だったが、それでもきょうのリリオーヌはいつもよりずっと饒じよう舌ぜつだった。

「それで充分……知ち音いんは、ひとりいれば、いい」

「きみは――」

　リリオーヌの顔を見つめていた常葉は、愛らしい見た目にそぐわぬ彼女の言葉に、思わず噴ふき出だしてしまった。

「たまによくしゃべると思えば――知音なんて言葉、よく知っていたね」

「辞書……好き」

　浴衣ゆかたの袖そでの中からポケットサイズの辞書を取り出し、リリオーヌは笑った。

「……クリスは、辞書嫌いなんだって」




　一度身を清めてくるといって、常葉が道場からいなくなったあと、リリオーヌは壁にもたれて座り込み、ひとりでケータイをいじっていた。

「……ごめん、常葉」

　静かな道場にリリオーヌの声が響く。

「先にあやまっておく。……ごめん、常葉。わたしは、卑ひ怯きよう者ものだ」
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　霧のような雨が降っている。

　しかし、少々の雨くらいでは、金曜の夜の独特の雰ふん囲い気きにそそのかされた人々の足を止めることはできない。

「…………」

　フェンスを摑つかんだ手に力をこめ、伊織は何度か深呼吸した。

　伊織は今、駅前で一番背の高いビルの屋上に立っていた。ふつうなら立ち入り禁止の場所だが、ロードとしての身体能力を使えば、人知れずここまで上がってくるくらいのことはできる。

　フェンス越しに視線を地上に向ければ、どこか浮かれたような人々の流れがよく見える。家を出る時に入れたクリスの〝血〟のせいか、酒に酔ったサラリーマンたちの耳障りな笑い声がここまで聞こえてくるようだった。

「人の気も知らないで浮かれやがってって、そう思ってるでしょ？」

　そういって小さく笑った今夜の薬子は、目が痛くなるようなどぎつい色使いのフードつきのニットパーカーに、スキニーなジーンズとショートブーツを合わせている。眉み間けんのしわを指でかき、伊織はフェンスに寄りかかった美術教師を横目に見やった。

「先生……そういうピカソみたいな服、どこで買ってくるんですか？　アメ横？」

「はぁ？　何いってるの、きみ？　イタリアよ、イタリア！　プッチよ、これ！」

　心外だといいたげに、薬子はパーカーの襟を引っ張った。

「プッチって何ですか？」

「エミリオ・プッチよ！　知らないの、イタリアのデザイナー！　プリントの王子って呼ばれてたのよ？」

「エミリオだかアメディオだか知りませんけど、おれには毒々しい変な模様にしか見えませんよ」

「プッチのレインブーツとか、最近すごく流は行やってるじゃない。学校に履いてきてる生なま意い気きな子もいるわよ？」

「どんな幾き何か学がく模も様ようつけたって長靴は長靴でしょ。……それより、まだ吸い終わらないんですか？」

　五分で来いというから慌あわてて駆けつけたのに、当の薬子はのんびりとタバコを吸っている。伊織が心をささくれさせているのはそのせいもあった。

「――だいたい、見つけるっていったって、何も手がかりなんてないんでしょう？　どうやって捜すっていうんですか？」

「こっちが目の色変えて捜さなくても、向こうが捜してくれてるかもしれないわよ？」

　フィルターぎりぎりまで灰に変わったタバコを足元に落とし、薬子はエチケットスプレーをひと吹きした。

「ウォーライクの翼つばさの光はふつうの人間には見えない。逆にいえば、ウォーライクやロードだけがそれを見ることができる」

「当たり前じゃないですか」

「だからよ」

　薬子は傘をかかげて背後の貯水タンクの上を指差した。

「やっほー！」

　タンクの上に登ったクリスが、夜の街に向かって元気に叫んでいる。雨あま音おとと喧けん騒そうのせいで、地上の人間の耳には届かないかもしれないが、クリスはいたってご機嫌のようだった。

「……ああ」

　左目を押さえてクリスを見上げた伊織は、その背中に広がる青白い光の翼を目まの当あたりにして、薬子の考えが判った。

「こうして見ると……前より少し翼が大きくなっているような気がするな」

「なら、少しは成長したんじゃないの？　光の翼の大きさは、ウォーライクの強さと比例するみたいだから」

「…………」

　確かに、クリスの隣となりでオペラグラスを覗のぞいているエルクドゥーンのほうが、クリスよりも大きな翼を持っている。まだ実力ではエルクドゥーンのほうが上だということなのだろう。

　ならば、伊織が以前出会った謎なぞの紳士は、いったいどれほどの強さを持っていることになるのか――。

　そんなことを考えた伊織は、ふと薬子の横顔を見つめた。

　あの夜、マンションの前で薬子といっしょにいるところを見かけた、恰かつ幅ぷくのいい紳士については、結局まだ何も聞いていない。聞くつもりもない。やけに親密そうだった薬子との仲や、若い女教師には手が出そうにないマンションとの関係など、好奇心をそそられることはいくつもあったが、彼女のプライベートにまで不ぶ躾しつけに踏み込んでいって聞き出そうとするほど、伊織は失礼な人間ではないつもりだった。

「――どうしたの、宮本くん？」

「先生、破滅的に絵が下へ手ただって、本当ですか？」

「……どうして今ここでそんな話が出てくるの？」

「先輩がいっていたのを思い出したんです。美術史や絵かい画が理り論ろんについてはすごく詳しいのに、実際に絵を描くと子供の落書きみたいだって」

「……いいのよ、どうにか教師にさえなっちゃえば、あとは人の描くものにケチつけてればそれでいいんだから。どのみちうちの学校には美大に進もうなんて子はほとんどいないし」

　開き直ったかのように、薬子はいきなりムチャクチャなことをいい出した。

「それよりあの子、きみにそんなことまでいったの？　あの子がそんな世間話までするなんて、ずいぶんと仲よくなったじゃない」

「別に仲よくないですよ。実際、メール打っても返事がないですし」

「きみのほうはいろいろとメールを打つ用事があるわけだ、あの子に？」

「……揚あげ足あし取らないでください。こういう状況なんだから、まめに連絡を取り合っていたほうがいいじゃないですか」

「そうね。……ごめんなさい、音おん信しん不ふ通つうな落第教師で」

「……そういう意味でいったんじゃありません」

　変な藪やぶをつついてしまったと、伊織は少しばつが悪くなった。

「イオリー！」

　タンクの上からクリスが伊織に呼びかけた。

「――リリオからヘンなメール来た～！」

「そうか」

　常葉とは連絡がつかなかったが、大おお路じ家けの居い候そうろうとはふつうに連絡が取れるらしい。

　クリスからケータイを受け取った伊織は、しかし、少女の表情がすぐれないのに気づいて首をかしげた。

「どうした？」

「リリオがヘン……」

「？」

　伊織はクリスのケータイに届いたリリオーヌからのメールを読んだ。




　トキワが死ぬかもしれないから助けにきて。




「――――」

　件名もついていないぶっきらぼうなメールには、ただその一文だけが記しるされている。伊織は目を細め、薬子のところに駆け寄った。

「先生、これを」

「なぁに？」

　伊織がしめしたメールを見て、薬子の表情もこわばる。

「死ぬ？　あの子が？　どういうこと？」

「おれにも判りません。メールまで口数が少なくなくたっていいだろうに――」

　舌打ちしながら、伊織は常葉たちの状況を詳しく尋たずねるメールを高速で返信した。

「――薬子さま！」

　その時、オペラグラスで周囲を監視していたエルクドゥーンが、タンクからひらりと飛び降りて駆けてきた。

「未確認発行物体がこっちに来やすぜ！」

「どこ？」

「あっちのデカい電気屋の前の通りでさァ」

「――――」

　薬子はエルクドゥーンのオペラグラスを奪い取り、美少年が指差す方角を凝ぎよう視しした。

「宮本くん、きみたちが公園で出会ったウォーライク、翼の色は？」

「赤です」

「近づいてくる光も赤かったぜ、宮本の」

「先生、その近くに、先輩たちがいるってことはありませんか？」

「ない……わね。向こうはまっすぐこっちに向かってくるわ」

　さすがにまだ顔形までは判別できないが、オペラグラスに頼らない伊織にも、すでにそのぼんやりとした赤い光が見えていた。おそらく向こうからも、駅ビルのてっぺんで輝くクリスの光の翼は確認できたはずだ。

「イオリ！　リリオから返事来た！」

「どこにいるって？」

「おうち！　トキワのおうちにいるって！　もうすぐ戦うんだって！」

「自宅で!?　どういうことだ、いったい？」

　常葉が戦うという以上、相手は同じロードしかいない。それも、リリオーヌが常葉の敗北を予感せざるをえないほどの強敵なのだろう。

「……下に来ているヤツのことをいっているのか、それとも、ほかにもそんなに強いウォーライクがいるのか……？」

　口もとに手を当てて考え込む伊織の肩を、傘をたたんだ薬子が叩いた。

「行くわよ、宮本くん」

「ちょっと待ってください！　先輩のほうはどうするんですか？」

「とにかく動く！　もうじっと待つだけの時間は終わったのよ！」

　薬子はカギがかかっているはずのドアノブを強引にねじ切り、屋おく内ないへと姿を消した。

「……イオリ」

　屋上に取り残された伊織の手を、クリスがそっと握り締めた。

「クスコに会いにきたんじゃなかったの？」

「……それだけですめばよかったんだがな」

　ここへ来てもまだ、クリスをだまして連れ出してきた事実を口に出せない自分の卑劣さに、伊織は深い嫌けん悪お感かんをいだいた。

「……どうする、クリス？」

　伊織はクリスを抱き上げ、しっとりと雨に濡ぬれた金髪を撫でつけた。今になって迷いを感じているのは、出がけに急いで入れたエルフィンブラッドが、はやばやと切れかけているせいなのかもしれない。

「おまえが帰りたいなら、今すぐ帰ってもいい。……先生には、おれがあとであやまっておくから」

「……イオリはいっつもやさしいけど、なかなかそうゆうことを口に出してゆってくれないよね」

　クリスはにっこりと笑って伊織の冷たい頰をぺたぺたと撫でた。

「クスコが何をしたいのか知らないけど、今はリリオたちを助けにいきたい」

「それがおまえの望みか？」

「うん」

「戦うことになってもか？」

「男にはね、負けると判っていても戦わなければならない時があるって、アニメのチャンネルでアイパッチの海かい賊ぞくがそうゆってた」

「……不吉なことをいうな。それにおまえは女だろう？」

「実際に戦うのはイオリだもん」

「お気楽だな」

　子供をだましていた自分のいうセリフじゃないが――というひと言は呑み込み、伊織は歩き出した。歩きながらキスをして、キスをしながら階段を降りていく。

「……人を待たせて何やってるわけ？」

　階段の一番下で、薬子が腕組みをして待ち構えていた。

「今夜は長い夜になりそうだと思いまして」

「幼女相手に何いってるの、きみ？」

「深い意味はないです」

　クリスを床に降ろし、その手を握って、伊織は薬子たちとともに北口のバスロータリーへと向かった。

「――ところで、おれは先生を手伝えなくなりました」

「…………」

　薬子の細められた瞳ひとみが伊織のポーカーフェイスを捉とらえる。

「こいつがリリオーヌのことを放っておけないらしくて」

「あなた自身の意志は？」

「正直、どっちに手助けするべきか迷ってます。いっそどっちにも手を貸さずに逃げるという案も考えないではなかったんですが、それはさすがに心が痛むんで」

「それで大路さんのほうを選んだわけ？」

「単純な話なんですけどね」

　駅の北口に抜けた伊織は、まだ人ひと気けの引く様子のないギンガモール前の雑ざつ踏とうの中に、先日遭そう遇ぐうした少女の姿を認めた。

「……あれです」

「見れば判るわよ」

　薬子は少し不機嫌そうにいった。

　雑踏の中、安っぽいビニール傘をさしてたたずむ少女の背中には、クリムゾンレッドの光の翼が左右に伸びている。ふつうの人間には見えない、ウォーライクであることを証明するものだった。

　そのかたわらには、伊織も初めて見る白いジャケットの男が立っていた。派手な柄がらもののシャツを大きく開いた胸もとには、チェーンタイプの銀色のネックレスがじゃらじゃらと唸うなっている。

「どこかで見たことがあると思ったら……」

　ふたりのほうへとゆっくり歩きながら、薬子が呟いた。

「知ってる相手ですか？」

「いいえ。……香港映画に出てくるチンピラが、よくああいう恰かつ好こうをしてたっけって」

「香港のチンピラもプッチのシャツを着てるんですか？」

「あのシャツはプッチじゃないわよ」

　伊織のふくらはぎを軽く蹴け飛とばし、薬子は立ち止まった。

　伊織たちと男たちとの距離は約五メートル。周囲には無関係の人間がたくさんいる。エルフィンブラッドが体内をめぐっている今の伊織たちなら即座に仕掛けられる間合いだが、人目がある以上はそれもかなわない。それどころか、今この場で〝逢魔が刻トワイライト〟の門を開くことさえはばかられる。

　男と少女をじっと見み据すえたまま、薬子はいった。

「――で、話って何？」

「はい？」

「単純な話っていってたでしょう、自分で？」

「ああ。……いや、つまりですね」

　伊織はあからさまに正面のふたりを指差し、薬子にささやいた。

「あのウォーライクの力はこの前見ました。とてもウチのクリスがかなうような相手じゃない。でも、先生とエルクドゥーンなら勝てるかもしれませんよね」

「……たぶんね」

「一番いいのは、先生がおれといっしょに先輩のところへ駆けつけてくれることです。でも、先生はあいつをこれ以上のさばらせておきたくないんでしょう？」

「当然よ」

「なら、こうするしかないじゃないですか」

　どうせ戦うなら友達を守るために戦いたいというクリスの気持ちを、伊織は優先することにした。確かに今ふたりの目の前に立っているウォーライクは、ロード抜きでもかなりの戦闘力を持つ恐るべき敵だが、今すぐこの場から伊織たちが逃げ出せば、少なくとも戦いにはならないだろう。

　だが、リリオーヌのメールを信じるなら、常葉は今まさに未知のウォーライクとの戦いに臨のぞもうとしているのだ。それが避けられない戦いであるならば、伊織とクリスがどちらに手を貸すべきかは考えるまでもない。

　薬子は大きく嘆息した。

「……きみ、まだ一年生でよかったわね」

「何がです？」

「もしきみが美術選択してたら、通知表に一か二をつけてやるところだわ」

「すぐに忘れてください。少なくとも来年になる前に」

「そんな減らず口叩いてる暇はないでしょ？　自分たちでそうと決めたのならさっさと行きなさい」

「……ありがとうございます」

　伊織は男を見据えたまま、クリスを抱いてじりじりと後ろに下がっていった。

「――おい」

　それを見た男が初めて口を開いた。スラックスのポケットから右手を引き抜き、一歩前へと踏み出そうとする。

　それを制するように、薬子もまた一歩進み出た。

「――――」

　睨み合う薬子と白スーツの男をその場に残し、やがて伊織はくるりと背を向けて走り出した。

「――飛ばすぞ！」

「うん！」

　人気のないビルとビルの隙すき間まに駆け込み、そこから一気にビルの屋上へと移動する。人目を気にして駅前の通りを速さをセーブして走っていくより、ビル伝づたいに夜空を走っていくほうがはるかに速い。雨のおかげで人々の視線が上に向きづらいのも伊織たちにさいわいした。

　ネオンのまたたく巨大な看板から貯水タンクへ、バス通りを飛び越えて高速で移動する伊織は、自分の首にしがみついている少女の顔を見やった。

　そこに怯えはある。

　だが、迷いはない。

「…………」

　けなげな少女の横顔を見つめるうち、これまで感じたことのない愛いとおしさがこみ上げてきたような気がして、伊織は少し惑わく乱らんした。
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「――ふむ」

　駅前の喧騒を離れた小さな喫きつ茶さ店てんの、カウンターの一番端の席に陣取っていた老紳士は、ティーカップに口をつけるなり、低く唸って押し黙った。

「まだ若いが、悪くない」

　たっぷりとした沈黙のあと、誰にいうともなく紳士はそういった。

「……ありがとうございます」

　カウンターの内側でカップを磨みがいていたギャルソンヌが、ちらりと老紳士を一いち瞥べつし、軽く頭を下げる。

「この時期のセカンドフラッシュはいささか早すぎるかとも思ったが、逆にいえば、この時期にこれなら悪くない。……これはどこのダージリンだったかな？」

「きのうサンプルで届いたグームティ農園のものです」

「そうか……覚えておこう」

　したり顔でうなずき、老紳士はまたひと口ダージリンをすすった。

　駅前のコーヒースタンドでもないのに、この店は深夜一一時すぎまで営業している。はたらいているのは無口な中年女のギャルソンヌひとり。内装はアイリッシュパブ風だが、アルコールのたぐいはいっさい置いていない。それどころか、アイスコーヒーとジンジャーエール以外の数十種類のメニューはすべて紅茶という、かなり客層を限定する店だった。

　お世せ辞じにも繁はん盛じようしているとはいいがたかったが――現に今は老紳士以外に客の姿はない――しかし、それゆえの静けさが、この老紳士には心地いいらしかった。

「……それにしても、やまんね」

　頰ほお杖づえをついて、モノクル越しに窓の外をぼんやり眺ながめていた老紳士は、思い出したようにぽつりと呟いた。

「何です？」

「雨だよ」

「傘をお持ちでない？」

「いや、そういうことではないがね。……日本の梅つ雨ゆというのは、いつもこういう感じなのかね？」

「まだ梅雨じゃありませんよ」

「これで？」

「気象台が梅雨入り宣言をするまで梅雨じゃないんですよ。どれだけ雨が降ってもね」

「ふむ」

「湿度が高いと、今ひとつ紅茶の香りがうまく出ないような気がします」

「そんなことはないと思うが」

　紅茶を飲み干し、老紳士はぱちんとウインクした。

「――しかし、梅雨というのがお嬢さんにとって悩ましい季節だということはよく判ったよ」

　壁にかけてあった帽子を手に取り、老人はスツールを降りた。

「どうもごちそうさま」

「来月になれば別の農園のセカンドフラッシュも入ってくると思いますので、またいらしてください」

「それは楽しみだ」

　ステッキと傘を手に、からんとドアベルを鳴らして店を出た老人は、神妙な表情で空を見上げた。

「鐘かねが鳴っているな……結局、彼はみずからその道を選んだのだ。私が手を貸さずとも、いずれそうなる運命にあったということなのだろうさ」

　意味深に呟いた老紳士が後ろをかえりみると、雨の路上に置かれていた喫茶店のスタンド看板の電気が落とされていた。たぶん、最後の客のために、時間を延長して営業してくれていたのだろう。

「……またひとり、これで消えるわけか」

　ソフト帽を目ま深ぶかにかぶり直し、老紳士は夜の闇に消えていった。






















　女物の傘かさをたたみ、それをバットのようにかついで、健けん二じは舐なめかけのキャンディを嚙かみ砕くだいた。

「……予定外だな」

「そうですね」

　ヘッドホンをはずしたマラハイドは、目の前に立つ早はや瀬せ薬くす子ことエルクドゥーンを見み据すえて目を細めている。いつもぽーっとしていることの多いマラハイドが、いつになく真剣な表情を浮かべていた。

「――ケンジさん？」

　健二は無む造ぞう作さに薬子に歩み寄り、尊大な態度で告げた。

「どきなよ、おねえさん」

「……この悪趣味なシャツをどうやったらプッチ柄がらと間違えられるのかしら？」

「あ？」

「何でもないわ。こっちの話」

　薬子は面倒そうに両手をひらひらさせた。

「単刀直入にいうぜ」

「どうぞ」

「どけ」

「もう少しオブラートに包みなさいよ」

「そんなもん食くったこともねえ」

　雨を吸って重くなった前髪をかき上げ、健二は吐はき捨すてた。

「正直、アンタは〝仕事〟のうちに入ってねえ」

「……〝仕事〟？」

「それ以上は企業秘密だ。とにかく、オレたちにはアンタと戦うつもりはねえってことだ。……アンタも大人だろ？　無益な戦いは何も生まねえってな、どっかの偉い人がいってたみてえだし、なあ？　――だからさっさとそこをどけよ。オレがイライラしてくる前によ」

「このチンピラ……薬子さまに向かって無礼な口利きいてんじゃねェぞ？」

　薬子の隣となりで健二を見上げていたエルクドゥーンが、ぽきぽきと両手の指を鳴らしてすごんだ。

「てめェが何で宮みや本もとのことを狙ねらってんのか知らねェが、ここを通りたきゃ、このエルクドゥーンさまと薬子さまの超絶タッグを撃げき破はしてからにしやがれ！」

「何だ？　こいつオトコか？　何でオンナのカッコなんかしてんだ？」

「ジェンダーフリーの時代にくっだらねェこといってんじゃねえ。――おら、どした？　やるのかやらねェのか？」

「……そっちの答えいかんにかかわらず、わたしはやらせてもらうけどね」

　威い勢せいのいいエルクドゥーンの言葉のあとを継いで、薬子が静かにいった。

「あなたが何者だろうと何を考えていようと、わたしにはどうでもいいことよ。……重要なのは」

　ちらりと薬子の視線がマラハイドを捉とらえる。

「あなた……これまでにどれだけの同類を倒してきたの？」

「はァ？」

　マラハイドに向けられた薬子の問いに、健二は唇くちびるをゆがめて笑った。

「――何だよ、ここはアレか、おまえは今までに食べたパンの枚数を覚えているのかって、そんなマンガみてェなことをいえばいいのか、オレは？」

「違うわよ」

　冷たい言葉で健二の笑いを凍こおりつかせ、薬子はエルクドゥーンの頭に手を置いた。

「その子を倒せば、その強さがエルクのものになる。……重要なのは、その子が〝収穫〟するにふさわしい強さを持っているかどうかってことだけ」

「……まーちゃんを食う？　そのガキがか？」

　不意に真顔に戻った健二は、頰ほおをひくつかせてエルクドゥーンを睨ねめつけた。

「オレが大事に育ててるまーちゃんが、こんなちんちくりんに負けるわけないだろ」

「やれば判わかるわ」

　薬子の手がエルクドゥーンの頭をぽんぽんと叩たたく。

「あなた、口ではあれこれいうくせに肝心のゴングが鳴らせないみたいだから、代わりにわたしたちが鳴らしてあげる。――エルク」

「合点でい！」

「!?　マジかよ！　周りが見えねえのか、この女！」

　薬子たちが何をしようとしているのか悟った健二は、反射的にマラハイドのところまで飛びのこうとしたが、すでに遅かった。




　唐とう突とつに四人の男女が消え去った。

　そぼ降る雨が人々の目線を足元へと向けさせる中、それを間近で目撃していたのは帰宅途中の中年のサラリーマンだけで、それもすでにかなりアルコールが入っていたために、自分の見間違いだとしか思わなかったらしい。

　だらしなくゆるんだネクタイの先で何度か目もとをぬぐったあと、結局そこには最初から誰だれもいなかったのだと思い込むことにしたのか、サラリーマンは足早に駅の構内へと消えていった。
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　自室で静かに時が来るのを待っていた常葉ときわは、リリオーヌを連れて部屋を出た。

　祖母や家か政せい婦ふたちには、少し前におやすみをいってある。おそらく朝が来るまでこの部屋を覗のぞくことはないだろう。

「――リリオーヌ」

　障しよう子じを後ろ手に閉め、常葉はリリオーヌにそっと声をかけた。

「…………」

　こくんと小さくうなずいた浴ゆ衣かた姿すがたの妖精が、〝逢魔が刻トワイライト〟の扉を開く。

　戦いの始まりを告げる陰いん鬱うつな鐘かねが遠くで鳴り始め、ずっと降り続けていた雨が上がっていく。

　代わって空を支配するのは、永遠に変わることのない赤黒い夕暮れだった。

　常葉とリリオーヌがこの空を見上げるのは初めてではなかったが、いつまでたっても好きにはなれそうにない。彼女たちがここへやってくるのは、いつも戦いのためでしかないからだ。

　まして、今夜の戦いはこれまででもっとも厳しいものになるだろう。

　常葉はリリオーヌの手を引いて廊ろう下かを歩き出した。

　ロードとしての実力でいえば、常葉は滝たき沢ざわにおよばない。おのおののウォーライクの実力は、未知数の部分はあるものの、おそらくみちる――グロリアーナのほうがリリオーヌよりも上だろう。ロードもウォーライクも、どちらも向こうが上なら、常葉たちの勝機はかぎりなく低いと見るべきだ。

　それでもなお、常葉は滝沢と戦おうとしている。

　滝沢の実力なら――そしてその性格を考えれば――おそらく常葉が敗やぶれたとしても、命までは落とすことはないだろう。これまでに滝沢に敗れてきたロードたちも、誰ひとりとして死んではいない。相手が妹同然の常葉ならなおのこと、滝沢が彼女に手をかけることはないと考えていいだろう。

　戦いに負ければ、死ぬのはリリオーヌだけだった。

　そのくらい、少し考えれば判るはずなのに、リリオーヌは常葉の戦いにつき合うといってくれた。

「……どちらが保護者か判らないな」

「……？」

「いや、何でもない」

　鼻の頭をこすり、常葉は離れの道場に足を踏み入れた。

　トワイライトの中にあっても、常葉が慣れ親しんだ道場はそのままだった。裸足はだしで踏み締める床は黒光りし、かすかにきゅきゅっと小気味いい音がする。

「リリオーヌ」

「……ん」

　掛け軸に向かって一礼した常葉は、リリオーヌの背丈に合わせて身をかがめると、静かにくちづけをした。

「――――」

　鉄てつ錆さびの味のする生ぬるい〝血〟が、少女の身体からだの一番深いところへと流れ込んでいく。幼い頃から心身を鍛えてきた常葉は、エルフィンブラッドによって粗そ暴ぼうさに心を支配されるようなことはほとんどなかったが、それでも、肉体が熱くうずき始めるのを抑えることはできなかった。体内で熾おこった炎がいきおいを増しながら激しく渦うずを巻き、爆発するタイミングを虎こ視し眈たん々たんと窺うかがっているような気がした。

　その時、鋭えい敏びんさを増した常葉の耳が、庭先に何かが降り立つかすかな物音を捉えた。

　常葉は両肩に襷たすきをかけ、庭に面した障子を開け放った。

「……相変わらず几き帳ちよう面めんですね、滝沢さん」

　約束の時間通りに現れた滝沢を見て、常葉は喜びとも哀かなしみともつかない、自分でも何といっていいか判らない表情を浮かべてしまった。

「きみとの約束だからね」

　会社帰りを思わせるスーツ姿の滝沢の後ろには、彼の家で常葉が見かけた、長い黒髪の控えめな美女――みちる、もしくはグロリアーナ――が立っていた。常葉と視線を合わせようともしないのは、彼女が戦いを好まない温和な性格のウォーライクだからなのかもしれない。

　それでもこうして滝沢の戦いに同行している現実に、常葉は、リリオーヌとの対話で一度は鎮しずまったはずの嫉しつ妬とが、ふたたび頭をもたげてくるのを感じないではいられなかった。

　理屈ではなく、その姿を見れば常葉にも判る。

　グロリアーナは間違いなく、女として滝沢を思っている。

　リリオーヌが、友ゆう愛あいの証あかしとして自分の命を常葉に預けると決めたのと同じように、彼女もまた滝沢への愛の証としてここに来たのだ。

　てのひらに爪が食い込むほど強く拳こぶしを握り締め、常葉は庭に降りた。

「果たし合いの場所にここを選んだのは、きみなりの策があってのことかな？」

　かすかに消毒液の臭いのするスーツを脱いで松の木の枝にかけ、滝沢は常葉を見据えた。

「――だが、懐なつかしい道場を訪れたとしても、ぼくの心は揺らがないよ」

「そんなことを期待するほど浅せん薄ぱくではありませんよ」

　常葉がそっとリリオーヌの髪を撫なでると、次の瞬間、少女の身体は地面に落ちた自身の影の中へと沈み込み、すぐに常葉の身長をはるかにしのぐ長さの得物となって飛び出してきた。

　刃の部分にケルト的な模も様ようを刻まれた白銀のグレイブ――薙なぎ刀なたによく似た長なが柄えの武器は、まさに常葉にふさわしい得物だった。

　堂に入った動きでリリオーヌを取り回し、常葉は彼女の敵をまっすぐに見つめた。

「――ただ、わたしにはわたしなりの勝ち方というものがあります」

「そうか」

　滝沢はネクタイをゆるめ、かたわらのグロリアーナを見やった。

「……みちるさん」

「はい」

　軽く頭を下げて滝沢の隣に寄り添ったグロリアーナは、長い黒髪を払い、顔を上向かせた。

「――――」

　思わず顔をそむけた常葉の耳を、滝沢の淡たん々たんとした声が打つ。

「……常葉ちゃんが、ぼくのことを思って、その結果、こうなってしまったということは判っている。できればぼくも戦いたくはない」

「だったら――」

「だが、きみには仲間がいるだろう？」

「……はい」

　恐る恐る滝沢のほうに目を向けた常葉は、すでにグロリアーナの姿がそこにはないことに気づいた。

「たとえぼくがきみを見逃し、きみがぼくを見逃してくれたとしても、きみの仲間が同じようにしてくれるとは思えない。……たぶん、近いうちに彼らともぼくは戦うことになるだろう」

　滝沢は黒光りするグレイブを両手で構え、いった。グロリアーナもまた、滝沢のために用意されたかのようなウォーライクだったのである。

「……なら、すべてを知ってしまった今のきみにぼくがしてやれるのは、きみを解放してやることだけだ」

　道場でのまともな稽けい古こは何年もしていないはずなのに、滝沢の構えは大学時代のそれとまったく変わらない。それどころか、全身から放たれる凄すごみという点では、あの時よりもはるかに上だった。

　おそらくそれは、真剣で人を斬きったことのある人間がまとう剣気ともいうべきものだったのだろう。

「……すべてを忘れて、いつもと変わらないおだやかな日常に帰るんだ」

「そうはいきません」

　常葉は波立つ心を必死に鎮め、穂ほ先さきを下段に向けて構えた。

「リリオーヌだけを死なせて自分だけがのうのうと生き延びることなど、わたしにはできない。――あなたに勝てなければ、わたしもここでともに死ぬ覚悟です」

「……若い女の子がいうセリフじゃない」

　痛ましげに呟つぶやいた滝沢が、音もなく動いた。常葉と同じ下段の構えから、踏み込みと同時に黒い刃が斜め上へとすさまじいいきおいですり上がってくる。

「残ざん月げつ――!?」

　滝沢の動きは、基本に忠実で無む駄だがない。驚くほどの奇手でもなく、どちらかといえば素直すぎるくらいだった。だが、それが恐ろしく速い。同門の常葉には、滝沢が何をやっているかがよく判ったが、しかし、それでもなお目で追いきれないほどに、グロリアーナの切きっ先さきは鋭く速かった。

「くっ……！」

　残月、そして雁がん行こう。下から逆ぎやく袈げ裟さに斬り上げた薙刀を、すぐに斜め下へと返して一気に斬り降ろす太た刀ちすじの速さと力強さに、それをかろうじて受け止めた常葉の腕がしびれた。

　やはり滝沢は、すべての点で常葉を上回っていた。

　しかし、それでも常葉は望みを捨てない。

　たとえ滝沢の刃の前に倒れることになったとしても、それで彼の心を動かすことができれば、それが自分の勝利なのだと、少女常葉はリリオーヌを握り締めて走った。
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　戦い慣れた健二も、周りに無関係の人間がいるのにいきなり向こうからトワイライトを開くとは、さすがに想像していなかった。

　おまけに薬子は、同時に健二に追いすがり、ブーツの右足で前まえ蹴げりを繰り出してくるような芸当までやってのけたのである。

「こいつ……慣れてやがる――っ!?」

　みぞおちへの蹴りを避けきれず、健二は激しく咳せき込こみながら吹っ飛ばされた。

「ケンジさん！　大丈夫ですか!?」

「く、そぉ――」

「ちょっと待っててください！　今――」

　大の字に倒れた健二の頭を膝ひざの上に抱き上げ、マラハイドは健二に長いキスをした。

「――ふう」

　数秒後、何ごともなかったかのように息を吹き返した健二は、むくりと身を起こして薬子を睨にらみつけた。

「アンタ、何モンだ？」

「公務員よ」

　薬子のかたわらで、エルクドゥーンが影を通ってひと振りの剣に変わる。ガンメタリックな輝きを帯びた両刃の剣を手に取り、薬子は平然と答えた。

「へえ」

　健二は腹を撫でながら立ち上がると、影の中から〝変形シエイプシフト〟して姿を現したマラハイドを摑つかみ、唇を吊つり上あげた。

「そいつはちょうどいいや。――アンタ、オレの嫌いなモンが何だか知ってるか？」

「警察？」

「惜しいね」

　黒いボディに赤い渦巻状の紋もん様ようが刻まれた巨大な死神の鎌かまをかついだ健二は、ポケットからあらたな棒つきキャンディを取り出し、口に放り込んだ。

「オレは公務員と大人の女が大嫌いなんだよ。純真な少年時代にちょっとしたトラウマかかえ込んじまってさ」

「……こっちの知ったことじゃあない」

　低い声で吐き捨て、薬子はエルクドゥーンをひと振りした。エルクドゥーンの切っ先から無数の〝魔矢エルフインダート〟がほとばしり、健二を襲おそう。

　横っ飛びにそれをかわそうとした健二の目の前に、ほとんど瞬間移動を思わせるほどの速さで、薬子が回り込んでいた。

「!?」

　薬子の一撃を咄とつ嗟さに大鎌の柄えを立てて受け止めた健二だったが、そのいきおいに押されてふたたび吹き飛ばされ、ロータリーに停まっていたバスに背中から激突した。

「……トワイライトの中は便利だな。いくら無茶をやっても、現世に戻れば何もなかったことになっている」

　冷たい声で呟いた薬子は、すぐそこにあった街灯を根元から切断し、左手一本で軽々と持ち上げると、バスの車体にめり込んで呻うめいている健二に向かって無造作に投げつけた。

「ちょっ――噓うそだろ!?」

　あやういところでそれをかわした健二は、大きく傾いたバスの屋根の上へと登り、さらにそこからアーケードの上へと移動した。

「いったい何なんだ、あの女!?」

　背中が大きく裂さけてしまったスーツを引きちぎって投げ捨て、健二は地上の薬子を見下ろした。

「――戦いになったらまるで別人じゃねーか！」

　程度の差こそあれ、エルフィンブラッドで超人化する過程でロードの人格はかならず変化を起こす。好戦的で粗暴になることがほとんどだが、それでも、ここまでがらりと変わるロードに会ったのは健二も初めてだった。

「…………」

　健二を見上げる薬子の瞳ひとみは氷のように冷たく輝いている。そこには、健二に対する安っぽい敵意や戦意などはない。あるとすれば、ただ冷れい徹てつかつ作業的に健二を葬ほうむろうとする、非人間的なまでの意志だけだった。言こと葉ば遣づかいがぞんざいになったことなど些さ細さいな変化でしかない。

「どうしてわたしのほうから仕掛けたか、意味は判っているだろうな？」

　薬子はわずかに両膝をたわめる予備動作だけで、いきなりアーケードの屋根の上まで移動してきた。

「ここと現世をつなぐ扉のカギは、こちらが握っているんだ。おまえたちは、わたしたちを倒さないかぎり、ここから逃げ出すことはできない」

「……！」

　数分前は、逃げることなど考えてもいなかった。だが、こうして薬子の実力を目まの当あたりにした今、その事実が健二の背中に重くのしかかってくる。

「アンタ、どうして……！」

　健二はマラハイドを大きく振り上げ、屋根の上に突き立てた。

「アンタみたいなのが、どうしてあんなド素人しろうとの小僧とつるんでんだよ!?」

　ぞわっ――！

　いきなり薬子の足元から茨いばらを思わせる蔦つたのようなものがあふれ出し、彼女の足首に絡からみついた。

「どう考えてもアンタだけレベルが違うだろーが！　ホントに何モンなんだよ!?」

　足を封じた薬子を目がけて、すかさず健二が斬りかかった。

　大きく湾わん曲きよくした刃を持つ鎌は、ふつうに剣で受けようとしても、切っ先が回り込んで背中に食い込む。これなら決してかわされはしないと、遠心力とスピードを目いっぱい乗せて、健二は薬子の肩口にマラハイドを振り降ろした。

「……馬鹿か、おまえは？」

　肉薄する健二を冷ややかに見据え、薬子は両手で握り締めた剣の切っ先を前方へと差し向けた。

「！」

　エルクドゥーンの刃から、黒い輝きが走った。

　エルフィンダートではない。もっと巨大で凶悪な輝きだった。エルフィンダートがまさしく矢だとするなら、それは太い杭くいとしか表現しようのないものだった。

　それが、もはや避けがたい距離にいた健二を直撃した。












「ぐ……っ！」

『ケンジさん!?』

　おびただしい血をまき散らし、健二はアーケードの屋根のガラスの部分を突き破って地上に落ちていった。

「〝足萎パドルフツト〟か……。くだらない小手先の技だ」

　薬子は足に絡んでいた茨を悠ゆう然ぜんと剣で切り裂き、ひびだらけのガラス越しに健二を見下ろした。

「おまけにとんだ猪いのししだな。パワーがあるのが救いだが」

　健二が開けた穴からひらりと飛び降り、薬子はゆっくりと健二に歩み寄った。

「聞いてねえ……ぞ」

　ボロボロの身体で必死に立ち上がろうとしながら、健二は目を見開いて薬子を凝ぎよう視ししていた。

「オレとまーちゃんは、もう三〇人以上も、始末してきてんだぞ……？　なのに、まるで歯が立たねェってのは、どういうことだ――？」

　倒したウォーライクの質にもよるが、基本的にウォーライクは、どれだけ同類を倒したかによって強さが決まる。人間のように、トレーニングによって強くなるということはいっさいない。同類を倒し、その力を我わが物ものとすることによってしか、ウォーライクが成長することはないのである。

　だとすれば――マラハイド以上の強さを見せるエルクドゥーンは――いったいこれまでにどれだけの同類をその手にかけてきたのか。

「くぉっ……」

　つかつかと間合いを詰めて無造作に剣を振り降ろす薬子に対し、健二はマラハイドを水平に構えて受け止めるだけで精一杯だった。エルクドゥーンの刃を止めると、すぐに薬子の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな蹴りが飛んできたが、それをかわす余力は今の健二にはない。

『ケンジさん！』

　いったんアーケードの屋根まで蹴り飛ばされ、そしてまた落ちてきた健二に、薬子が放ったエルフィンダートの群れが殺さつ到とうする。うつぶせに倒れたまま動けないでいる健二をかばうために、悲痛な叫びをあげたマラハイドが、大鎌から人間の姿に勝手に戻っていた。

「よ、よせ、まーちゃん……」

「いいんです！」

　迫る光の矢の前に立ちはだかったマラハイドは、みずからも光の矢を放って迎撃態勢に入った。だが、それでも薬子のエルフィンダートのほうが絶対数が多い。相そう殺さいをまぬがれた矢は、マラハイドが光の剣で残らず叩き落とした。

「……ロードは無ぶ様ざまだけど、ウォーライクのほうは根性があるな」

　冷徹にそれを観察していた薬子は、ふたたびエルクドゥーンを両手で握り締め、その切っ先をマラハイドに――その背後の健二に向けた。

　ガンメタリックの刃に野太い輝きが宿り、あたりの空気を振動させ始める。

「わたしたちの〝鉄槌ヘビーラム〟、もう一度食らってみるか？　それとも、こいつもその貧弱な剣で叩き落とせるか？」

「くっ――」

　健二に致命的なダメージをあたえたさっきと同じ一撃が、今まさに放たれようとしている。しかし、マラハイドがそれを真正面から受け止めることはあまりにもあやうい。だからといって身をかわせば、背後で倒れている健二が死ぬ。

　結局、マラハイドは健二に肩を貸してその場から逃げるしかなかった。

「オレを置いて……おまえひとりで、逃げろ、マラハイド――」

「黙っててください！」

　マラハイドは泣きながら健二を黙らせ、肩越しに薬子を振り返った。

　剣にあの光を宿らせたまま、薬子は悠ゆう々ゆうと歩いてふたりを追いかけてくる。自分を倒す以外に、この永遠の黄昏たそがれの世界から抜け出す方法がないということが判っているからか、その動きは憎らしいほどに落ち着いていた。

　そう――無人のアーケードをどこまで逃げても、たとえこの街から遠く逃れようと、ケンジとマラハイドには、このトワイライトから現世に立ち戻ることは不可能だった。薬子たちを倒す以外に、彼らがカギをかけた扉を開くことはできないのである。

「ケンジさんを見捨てて逃げたって、たかだか数分命が延のびるだけです！　だったら、こうして少しでも時間を稼かせいで――」

「時間を稼いで――どうする？」

「！」

　駅前からまっすぐ北へと伸びるアーケードを逃げ続けていた健二たちは、いつの間にか薬子に前方へと回り込まれていたことに気づいて愕がく然ぜんとした。やはり戦闘力だけではない。純粋なスピードという点においても、健二たちは、薬子とエルクドゥーンのコンビに遠くおよばないのだ。

「……！」

　絶望にむしばまれたのか、健二をささえるマラハイドの腕から力が抜けていった。

「何分待とうと何時間待とうと、おまえたちがわたしたちを倒す妙案など思いつくわけがない。……これまでに三〇人以上も始末してきただと？」

　薬子は鼻で笑ってエルクドゥーンの切っ先を健二たちに向けた。

「――その程度でわたしたちに勝てるわけがないだろう？　この身のほど知らずが」

「マラハイド……っ！」

　反射的に、健二はマラハイドの前に出て彼女をかばおうとした。次の一撃が、おそらく自分の肉体をやすやすと貫通するだろうということも判っていたが、それが今の健二にできる精一杯だった。

　だが――。

「――!?」

　健二たちが死を覚悟した刹せつ那な、四人のロードとウォーライクしか存在しないはずのこのうつろな世界に、突とつ如じよとして轟ごう音おんが響き渡った。

「な、に……？　何の音だ、これは――」

　薬子は油断なく健二たちとの間合いを広げつつ、あたりを見回した。

　鳴り響いているのは鐘の音だった。鐘を打つ音ではない。鐘が割れるような耳障りな音だった。

「エルク！」

『わ、判りやせん！　やつがれにも初めてのことで――』

「！」

　アーケードとアーケードの谷間から空を見上げ、薬子が驚きよう愕がくに目を見開いた。

　茜あかね色いろの絵の具に墨ぼく汁じゆうを垂らしたような、ムンクの絵を思わせる憂ゆう鬱うつな空に、真っ黒な亀き裂れつが走っていた。

　はらはらと、薬子の顔に雨が降りかかる。

「まさか――誰かがこのトワイライトを外からこじ開けようとしているのか!?」

「…………」

　薬子の驚きをよそに、健二とマラハイドは顔を見合わせていた。

『薬子さま！』

　マラハイドが健二を背負って逃げ出したことに気づき、エルクドゥーンが刀身を震わせた。

『あいつら逃げ出しましたぜ！』

「いい！　それよりいったん戻れ、エルク！　このトワイライトは、もうもたない――」

　薬子は歯をきしらせてエルクドゥーンを放り出した。

　ひとたび影の中に消えたエルクドゥーンが女装の美少年の姿に戻るのと同時に、彼が開いたはずのトワイライトの扉が力任せに破壊された。
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　滝沢耕こう介すけの心を動かすことができれば、たとえ死んでもわたしの勝ちだと思える。

　――そんな常葉の考えは、最初から戦いでの勝利を放棄しているようで、はたから見ればただの玉ぎよく砕さいでしかないのかもしれない。

　しかし、滝沢との力の差がそう簡単に埋められないと判っている以上、常葉にはそういう意味での勝利しかありえなかった。

　グロリアーナという〝武器〟を得た滝沢が、人を傷つけることをよしとする人間に変わってしまったのであれば、それはほかならぬ恵え美みへの愛ゆえである。恵美への愛が滝沢耕介という実直な男の心を揺らし、凶行に走らせた。

　であるならば、もし今の滝沢の心を動かし、昔のように戻すことができれば、それが常葉の勝利である。滝沢に勝つという意味ではなく、滝沢の中にある恵美への愛に常葉が勝つということである。

　――結局、常葉にはそういう形での勝利を望むしかできなかったのだ。




「わたしが……っ」

　庭先の池の中に叩き込まれた常葉は、すぐさま立ち上がってリリオーヌを構え直した。

「わたしが、いつか――いつかかならずリリオーヌを〝楽園エリジウム〟に帰します！　そして、きっと恵美さんも治してみせます！　だから――」

「ぼくの代わりにきみが望んでくれるというのか？」

　手の甲に浮いた血のすじを軽くぬぐい、滝沢は嘆たん息そくした。

「――いいや、無理だね。きみには無理だ」

　エルフィンブラッドを摂取しても、滝沢のていねいなしゃべり口に変化はない。しかし、そこにこめられる感情には、かすかな苛いら立だちと怒りが含まれているようだった。

「だってきみは、現にぼくにだって勝てはしない。決して無敵とはいえないこのぼくにすらも勝てないんだ」

「…………」

　大きく肩を上下させ、常葉は唇を嚙み締めた。

　愛した男が相手とはいえ、常葉は決して手を抜いてはいなかった。にもかかわらず、常葉はほとんど滝沢にダメージをあたえることができていない。あたえたとしても、それこそエルフィンブラッドによってあっという間に治ち癒ゆしてしまうような、文字通りのかすり傷くらいだった。

　逆に、常葉のほうは満まん身しん創そう痍いといっていい。エルフィンブラッドのおかげで痛みこそ感じないでいられたが、袴はかまは裂け、あちこちから血を流し、束たばねた髪もほどけてしまっている。もしこのままダメージを受け続ければ、大量の出血によっていずれ昏こん倒とうすることになるだろう。

「ぼくときみの間には、これだけの差がある――！」

　袖そで隠がくれから松まつ風かぜ、そして虎こ倒とう――。

　藤とう派は武ぶ甲こう流りゆう薙刀術のひとつひとつの技が、超人化した滝沢の圧倒的なパワーとスピードを得て常葉に襲いかかってくる。

『……！』

　それをかろうじて受け止め、あるいは受け流すたびに、常葉の手の中のリリオーヌが無言の悲鳴をあげているのが判る。いわば常葉のわがままのために、リリオーヌは、常葉以上にその命を細らせていた。

「――そこだ！」

　矢継ぎ早の攻撃の中、滝沢の体勢にごくわずかな一瞬の隙すきを見出した常葉は、肩口を大きく斬り裂かれながらも、滝沢の脇腹へと横よこ薙なぎの一撃を最速で打ち込んだ。

「……いい見切りだったけど、殺気が足りない」

　そのまま吸い込まれるかと見えたリリオーヌの穂先は、グロリアーナの柄で止められていた。

「空うつぼ舟ぶね!?」

　あえて隙を見せて相手の打ち込みを誘い、それに対してカウンターを繰り出す――それもまた自分たちの流派にある技のひとつだと思い出した時には、常葉のみぞおちにグロリアーナの石いし突づきがめり込んでいた。

「――ふ、は……っ」

　瞬間的に呼吸ができなくなる。常葉の動きが止まり、大きく前のめりになったところへ、滝沢は容よう赦しやなくグロリアーナを袈裟がけに振り降ろした。

「……っ！」

　どうにか常葉はその斬ざん撃げきを受け止めようとしたが、こらえきれずにその場に崩くずれ落おちてしまった。

『……と、きわ――』

　常葉の手から転がり落ちたリリオーヌの刃は、すでにボロボロだった。いかにふつうの剣よりも厚みがあるとはいえ、ひと回り長大なグロリアーナの間かん断だんない攻めを一身に受け続けた少女の刃が無む惨ざんに毀こぼれるのは、ある意味では当然のことだった。

「リリオーヌ――」

　影の中にゆっくりとめり込んだグレイブが、血まみれの少女の姿となって常葉の前に現れる。

　常葉が自分の愛あい憎ぞうを叩きつけようとした結果がそれだった。

「ぼくは決して無敵じゃない。ぼくより強いロード、グロリアーナより強いウォーライクはいくらでもいるだろう」

　がっくりと両手をついた常葉に、滝沢は静かにいった。

「……だが、ぼくはそれでも勝ち続けなければならない。恵美のために――」

　負けた。

　その時になって、常葉はようやく自分の敗北を悟った。

　これほどまでに打ちひしがれている妹いもうと弟で子しの姿を見ても、滝沢には一片の迷いも生じていない。決死の覚悟で挑んだ常葉の戦いは、ついに男の心を揺るがすことはできなかった。

「ぼくに勝つこともできないきみに、恵美の未来を託たくすわけにはいかないよ。……その子には悪いけどね」

　滝沢はグロリアーナを振り上げた。彼の目的は常葉を傷つけることではなく、あくまでリリオーヌを倒してグロリアーナを成長させることにある。常葉が戦意を失った今、リリオーヌにとどめを刺せば、戦いは終わる。

「！　やめて！」

　滝沢の動きに気づいた常葉が、咄嗟にリリオーヌを抱き寄せ、グロリアーナの刃の下にその身を投げ出した。

「きみは――」

　滝沢は眉まゆを震ふるわせて絶句したが、グロリアーナを振るう手は止まらなかった。

　――だが。

　常葉もろともにリリオーヌがまっぷたつにされる寸前、グロリアーナの刃ががつんと何かにはじかれた。

「！」

　滝沢は視線を上げて道場の屋根の上を見た。

　そこに、金髪の少女を抱いた眼鏡めがねの少年がしゃがみ込んでいた。

「……リリオはクリスが守るよ」

「だそうだ」

　宮本伊織は眼鏡を押し上げ、少女の言葉にうなずいた。
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　街灯にもたれかかり、由ゆ良ら健二は血を吐いた。かたわらを行き交うタクシーからは、酔っ払いが胃の中身を吐いているようにしか見えなかっただろう。いずれにしても、人ひと気けがないのはさいわいだった。

「大丈夫ですか、ケンジさん？」

　あたりを警けい戒かいしながら、マラハイドが健二の背中をさする。

「ああ――痛みもねえよ。心配すんなって」

　健二たちが戦っていたアーケードからは、もう一キロほど遠ざかっている。薬子が追ってこないという保証はどこにもなかったが、大量に吐と血けつする健二をかかえてこれ以上走り続けることは、マラハイドにはできなかった。おそらく健二は、薬子の攻撃で内臓を破壊されているはずだ。

　シャツの袖そで口ぐちで血をぬぐい、健二は呻いた。

「それにしても、あの女……バケモノみてえにつえェじゃねえか――」

　健二の身体は冷え切っていた。血を吐いたせいでも雨に打たれ続けたせいでもなく、それはただ死の恐怖によるものでしかなかった。

「次は勝ちましょう、ケンジさん」

　いまだにダメージの癒いえない健二にキスを繰り返し、マラハイドはささやいた。

「もっと強くなって、今度は逆にわたしたちが勝ちましょう」

「ああ……上には上がいるってことだな……ここんとこ弱い相手とばっか戦ってたせいか、少し天てん狗ぐになってたぜ、オレ――」

　自じ戒かいの呟きが、不意に強烈な光に照らし出される。

　五いつ日か市いち街かい道どうを新しん宿じゆく方面からやってきた黒いリムジンが、健二とマラハイドの前で静かに停まった。

「……無様ね」

「アンタ――」

　リムジンの後部座席の窓が開き、蛇へび皮がわのドレスをまとった美女が顔を見せた。

「まさか、さっきのはアンタが――？」

「いつもいつも助け舟を出してあげられるわけじゃないのよ。みんなにバレたら大騒ぎになるんだから」

　驚いている健二に、女は不機嫌そうにいい放った。

「……あまりに役立たずだと、マラハイドを取り上げるわよ？」

「…………」

　女の言葉を聞いて、健二の背中に隠れていたマラハイドが、かすかに拳を震わせた。

「〝男だん爵しやく〟のお気に入りをあなたたちに始末させるつもりだったのに、とんだ計算違いだわ。……もっとも、向こうは向こうで勝手に潰つぶし合あってくれているみたいだからいいけど」

「……もうこんなドジはしねえよ、マダム」

　健二は断言した。声はまだ弱々しかったが、そこには強い意志がこめられている。

「次からはもっと慎重にやる。だから――」

「そう願いたいものね」

　健二の言葉をみなまで聞かず、パワーウィンドウが上がり始めた。

「――ジョン、出して」

「はい」

　その場で高級車にあるまじきダイナミックなターンを見せたリムジンは、健二とマラハイドを残し、また東のほうへと走り去っていった。

「ラ・ベル……〝無慈悲で美しい人ラ・ベル・ダム・サン・メルシイ〟――」

「無慈悲っつーか、ひでえ女だ」

　呆ぼう然ぜんと呟くマラハイドをなぐさめるかのように、健二は冗じよう談だんめかして笑った。

「どうせならマンションまで乗せてってくれてもいいのによ。……ご自慢のクルマの内装を血だらけにしてやるチャンスを失っちまったな」

「……行きましょう、ケンジさん」

「ああ」

　マラハイドに肩を借り、健二は雨のそぼ降る中を歩き出した。

「なあ、まーちゃん」

「何です？」

「もしかしてオレは、だらしねえ保護者なのかな？」

「そんなことないです」

「そうか……」

　前髪をかき上げた健二は、新しいキャンディを口の中に放り込み、顔をしかめた。

　ストロベリー味のはずのキャンディは、自分の血の味がした
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　何度かの戦いを勝ち抜いたクリスが、一番最初に手に入れたウォーライクとしての能力は、臆おく病びような彼女にもっともふさわしい、自分を守るための力の壁だった。

　だが、それを今、クリスはリリオーヌを守るために使った。

　それだけ明確な意識が今のクリスにはある。

「アンタ確か……滝沢さんとかいう人じゃねえのか？」

　クリスを抱いたまま庭に降り立った伊織は、グレイブを持つ滝沢を見据えて目を細めた。

「……そういうきみは、この前タクシーを降りる時に目が合った少年だな。やはりきみもロードだったんだな」

「まあ、隣にこいつがいたんじゃ、あの時バレててもおかしくねえか」

　伊織にこいつ呼ばわりされたクリスは、しかし、常葉に抱かれてぐったりしているリリオーヌのもとへ駆け寄っていて、ふたりの対話も耳に入っていないようだった。

「リリオ！　大丈夫!?」

「クリス……どうしてここに――？」

　常葉が喘あえぐように尋たずねると、リリオーヌがうっすらと目を開け、

「……わたしが……」

「リリオ！」

「わたしが、呼んだ……ごめん、常葉――」

　ゆっくりとまばたきを繰り返し、リリオーヌは常葉の頰に赤い手を伸ばした。

「死なせたく、なかった……死にたくなかった……」

「リリオーヌ……」

「ずっといっしょに――」

「リリオ!?」

「大丈夫、気を失っただけだ……大丈夫、大丈夫だ！」

　ひどくうわずった声で、常葉はクリスにいった。まるで自分自身をはげましているような常葉の姿に、クリスまでがもらい泣きをしている。

　肩越しにそれを見ていた伊織は、小さく嘆息して滝沢に向き直った。

「……先輩にとっては兄同然の人だって聞いてたんで、正直、どうしてこういうことになってんのか判らねえんだが」

「判らないなら口を出すな、とはいわないよ」

「出すなといわれても出す」

　伊織はクリスに向かって手招きをした。

「――アンタと先輩の間にどういう遺い恨こんがあるのか知らねえが、そういうのとは関係ナシに口出しさせてもらう。こいつがそうしたがってるんでな」

「かまわないよ。きみがウォーライクを連れているなら、戦いを拒む理由はこちらにはない」

　すでに常葉とリリオーヌに戦う力は残されていないと判断したのか、滝沢の意識は伊織だけに向けられている。

「行くよ、イオリ！」

　涙をぬぐったワンピースの袖をまくり、クリスは自分の影の中に飛び込んだ。

「いつになくやる気なのはいいが、それはおれのセリフだ」

　剣と化したクリスを握り締め、伊織は地面を蹴った。

　滝沢が武道家として常葉より上だということは判っていても、どういう戦い方をするのかまでは判らない。そもそも伊織は、薙刀を使う人間の戦い方を知らなかった。

　だが、だからといって向こうの出方を窺うようなことはしない。もともと戦いに関しては素人の伊織は、あれこれ考えるより、〝血〟が求めるままに任せて戦ったほうがよほど強いということを、少ないながらもこれまでの経験の中で学習してきた。

　何より、今はクリスがそうすることを望んでいる気がした。

「その少女の力、見せてもらう――！」

　真っ向からの一撃を受け止めた滝沢は、すぐさま石突を跳はね上あげて伊織を打った。

「っと！」

　まともにみぞおちにでも入れば、さっきの常葉のように、たとえロードであっても瞬間的に動けなくなる。伊織は宙でバランスを取り、石突を踏みつけるようにしてさらに跳ちよう躍やくした。

「！」

　そのまま滝沢の背後へと着地し、振り返りざまに相手の脛すねを薙ぎ払うような低い位置への一撃をお見舞いする。

「動きもやりようも素人丸出しだが――その子の力か!?」

　グロリアーナの柄を地面に突き刺してクリスの刃を受け止めた滝沢は、伊織の顎あごを蹴り上げようとした。

「……ちっ」

　左手で滝沢の爪先を受けた伊織は、大きくよろめいて舌打ちした。

「そつもねえ隙もねえ、おまけに余裕のあるその態度がアタマに来るぜ」

「気をつけろ、宮本後こう輩はい！」

　リリオーヌを抱いて後ろに下がった常葉が、まなじりを吊り上げる伊織にいった。

「滝沢さんのウォーライクはリリオーヌよりも多芸なはずだ！　飛び道具がないなどと思い込むなよ！」

「……忘れてねえよ、そのくらいのこと」

　常葉のアドバイスに小声で毒づき、伊織は滝沢に斬りかかった。












　滝沢にそうした奥の手があるとしても、伊織にはそれを封じる手段などない。そもそもこれまで戦いを挑んできた相手のほとんどが、クリスよりはるかに芸達者な連中だった。それを、何の策もなしにどうにかしのいできたのである。

　余計なことは考えないし、余計なことをするつもりもない。

　伊織はただ、滝沢との間合いを詰めて斬ることしか考えていなかった。

「……？」

　何のひねりもない伊織の攻撃をグロリアーナで打ち払い、滝沢はいぶかしげに目を細めた。

「きみは――」

「は？　何か用か？　戦いの最中におしゃべりができるほど、こっちはヒマじゃねえんだがな！」

「そうだな。どう見てもきみは素人だ。武術や格闘技も含め、戦闘経験と呼べるものはほとんどない。それは判る。ウォーライクのほうにも、これといって特技と呼べるものはないようだ――」

「……うるせえぞ、オッサン」

　伊織は滝沢の胸もとへとクリスを突き込んだ。だが、それもうまくグロリアーナではじかれてしまう。日本刀を仮想敵とし、数百年もの年月をかけて技術の研けん鑽さんを繰り返してきた薙刀という武器には、尋じん常じようの突きや斬りといった攻撃に対する守りの技が、ひと通り揃そろっているのかもしれない。

　しかし、いくら防がれようと、伊織は攻め続けることをやめなかった。肉体的なスタミナも含めたそのしつこさが、今の伊織にとっての唯ゆい一いつ絶対の切り札といえるのかもしれない。少なくともクリスより先に音ねをあげることはできなかった。

『……耕介さん』

　その時、グロリアーナが控えめに震えた。

「どうしたんだ、みちるさん？」

『この子、ふつうのウォーライクとは違う気がするんです』

「何？」

『それが何なのかはよく判りませんけど――でも、そう感じるのです。これまで倒してきたウォーライクとは、何かが違います』

「……戦いのことは何も知らない無力なウォーライクと考えてかかるのは、やはり危険だということだな」

　横一文字に走った伊織の刃を飛んでかわし、滝沢は少年の胸を蹴った。

「ぐっ――」

　反射的に両腕を交差させて滝沢の蹴りをガードした伊織が、たたらを踏んで松の幹みきに背中からぶつかる。

　そのわずかな隙に間合いを大きく取った滝沢は、一転、グロリアーナを一いつ閃せんさせつつ伊織に迫った。

「一気に片をつける……これ以上きみたちの仲間が駆けつけてこないうちに！」

「……！」

　グロリアーナから放たれた無数の赤い光をクリスではじき返そうとして、しかし、伊織にはそれができなかった。

「!?　違う――例の光の矢じゃ、ねえ!?」

　正確に打ち落としたと思った赤い矢は、すべてクリスの刃をすり抜けて伊織の身体に張りつき、小さな炎となって燃え始めた。

『イオリ！　もっ、燃えてるよ！』

「これがグロリアーナの〝鬼火ウイリーブレス〟だ。……うかうかしていると、じきに丸まる焦こげになってしまうぞ？」

　驚愕する伊織の眼前へと踏み込み、滝沢はそのままグレイブを振り降ろした。

『きゃっ――』

　重い一撃を受け止めたクリスの刃がきしみ、少女の悲鳴がもれる。だが、それでもクリスは、逃げ出したいともやめたいともいわなかった。

「く、こ、この――」

　もう一度降ってきたグロリアーナを受け止め、伊織は歯を食いしばった。

　まだクリスの戦意は折れていない。伊織もここで膝をつくつもりはなかった。

「おれが先に白しろ旗はた上げたんじゃ、カッコがつかねえんだよ……！」

　三度目――これでとどめを刺すつもりだったのか、それまでより大きな落差をもって振り降ろされたグロリアーナの刃は、しかし、目に見えない壁にはばまれ、途中で止まってしまった。

「っ！」

「……おまえ、やればできるじゃねえか」

　ぼそりとクリスを褒ほめた伊織は、動きの止まった滝沢の脇腹を蹴り飛ばし、池へと駆け込んだ。

「あしたこそ……あしたこそ落ち着いて勉強しねえと、こっちは期末がヤバいんだよ」

　シャツを焦がしていた炎が消え、代わりに伊織の全身から白い蒸気が立ち昇る。

「さっさとウチに帰って寝てえんだ。――終わらせてやる」

「確かに――初めて会うタイプのロードとウォーライクだ」

　片膝をついた滝沢は、すぐに身を起こして伊織に斬りかかった。

「弱いのに――弱いはずなのに、何かがある……！　ウォーライクのセオリーからはずれた何かが――」

「頼んでもいねえ勝手な分析ありがとよ」

「！」

　滝沢が踏み込むより早く、逆に伊織のほうが踏み込んでいた。おそらくそれは、滝沢の想像を凌りよう駕がするスピードだったのだろう。その表情に、まぎれもない驚きと後悔の色がありありと浮かび上がっていた。

「――でも、アンタにゃもう関係ないだろ？」

「……まだだ！」

　剣よりもリーチの長いグレイブは、その得意とする間合いも剣より広いが、近すぎる間合いでは長柄が仇あだとなり、かえって不利となる。自分の間合いをはずされた上に、剣に有利な間合いにまで伊織を踏み込ませてしまった滝沢は、それでもさすがというべきか、小回りの利く石突のほうを繰り出して伊織を突き放そうとした。

「まだじゃねえ。もう終わりだ」

「やめてくれ、宮本！　その人を――」

　常葉の叫びを無視して、伊織はクリスを一閃させた。

　　　　　[image: ]

　滝沢の目の前で、グロリアーナ――みちるが弱々しく微笑ほほえんだ。

「みちる、さん……？」

「耕介、さん――」

「くそっ……こういうのは後味が悪ィんだよ……」

　耕介に抱きかかえられた黒髪の美女を見て、伊織は不機嫌そうに吐き捨てた。

「みちるさん！」

　滝沢はその場にへたり込み、力を失ったみちるをささえた。

「なぜ、こんな――」

　伊織に斬られることを覚悟した滝沢を間かん一いつ髪ぱつで救ったのは、自分の意志でグレイブであることをやめたみちるだった。

　その代だい償しようとして、なよやかな彼女の背中には、肩から脇腹にかけて大きな傷が刻み込まれてしまった。そこから激しく噴ふき上あがる鮮せん血けつが、まるで幻まぼろしのように、淡い燐りん光こうとなって宙に舞い上がり、そして消えていく。

　伊織は滝沢に背を向け、常葉に歩み寄った。

「悪い、先輩」

「…………」

「あの女がかばってなきゃ、おれ、たぶんあのオッサンを斬り殺してた。……悪い」

　伊織はそういって常葉にぺこりと頭を下げたが、常葉の耳には届いていないようだった。常葉はただ、リリオーヌを抱き締め、涙を流しながら、滝沢とみちるとを見つめていた。












「みちるさん……！」

「いいんです。気に、しないで――」

　青ざめた滝沢の顔にそっと触ふれたみちるの白い手が、たちまち崩れて燐光に変わっていく。

「あの人にいわれて、あなたに力を貸すことになりましたけど……わたしは、あなたの力になれて、本当によかった――で、す」

「みちるさん……それでもぼくは、恵美のことが――」

「だから、いいんです。耕介さんは、そういう、人で……だから、わたしも、好きでした……。どうか、奥さまを、お大事になさっ……て――」

「みちる……っ」

　戦いに敗れたウォーライクが、完全に消滅した。

　　　　　[image: ]

　常葉は泣いた。

　すぐそばに伊織がいることも、今は忘れていた。

　忘れる、忘れるのだ。

　消え去ったみちるを抱くようにして、滝沢は前のめりに倒れていた。意識を取り戻した時、滝沢はもう、今夜のここでのできごとを忘れているだろう。

　そう――忘れるのだ。敗れ去った者はすべてを忘れるのがルールなのだ。

　リリオーヌを抱いたまま、常葉はそのことに泣いた。

　滝沢の願いがかなえられる可能性が消え去った今、恵美は本当に死ぬかもしれない。常葉はまずそのことに泣き、同時に、文字通り死ぬ覚悟で滝沢にさらけ出した自分の思いのすべてが、彼の記憶から消え去ってしまうことに泣いた。

　忘れるということがこれほど哀かなしいことなのだと、常葉は初めて知った。

　だから、せめて自分だけは今夜のことを忘れないように、泣きながら常葉は思った。

　わたしはもう負けない。

　滝沢たちのためにも、何よりリリオーヌのために、わたしはもう負けたくないと。




　少女の慟どう哭こくに鎮ちん魂こんの鐘がかさなり、やがてそれを、現実世界の雨あま音おとが静かにかき消していった。






















　伊い織おりは常葉ときわの背中を見ている。

　常葉は滝たき沢ざわと恵え美みの背中を見ている。

　ふたりの背中を見つめる常葉の背中は、なぜかとても小さく、哀かなしげに見えた。

「……とてもそんなふうには見えませんけどね」

「何が？」

「あの女の人ですよ」

「脳のう腫しゆ瘍ようですって？」

「……知りません」

　そういえば薬くす子こも母を亡くしたばかりだったのだと気づき、伊織は口をつぐんだ。

　滝沢恵美が入院している病院の、日当たりのいい庭先のベンチで、ふたりはのんびりと日の光を浴びている。これからの季節、こうした天気のいい日は貴重なものになるだろう。

　薬子は携けい帯たい灰はい皿ざらにタバコをねじ込み、煙といっしょに溜ため息いきをもらした。

「――それにしても、意外に意い気く地じがないのね、トッキー」

「は？」

「大おお路じさんのことよ。……本人の前でそう呼ぶと嫌がるけど、それがかえって面おも白しろいというか」

「……性格悪いですね」

「今頃判わかったの？」

　休日用のメイクで赤く艶つやめく唇くちびるを吊つり上あげ、薬子は笑った。

「もしわたしが性格のいい女だったら、とっくの昔にいい男をゲットできてるって思わない？」

「彼氏がいないのは自分の性格が原因だという自覚はあるんですね」

「……きみもたいがい性格が悪いわよ？」

「すいません。今度からはそう思っても口にはしないようにします」

　形ばかりあやまって、伊織は常葉を見やった。

　常葉は、さっきからずっと、花束を片手に滝沢夫婦の仲なか睦むつまじい後ろ姿を見つめている。たぶん、涙をこらえているのだろう。

「イオリ」

　伊織の手を握っていたクリスが、小さな声で尋たずねた。

「トキワ、泣いてるの？」

「……泣いてはいないだろうな」

「でも……トキワ、哀しそうだよ？」

「おめェな……ありゃァ背中で泣いてるってヤツだ。そろそろ判れよ、そういう日本人としての心の機き微びってェのをよゥ」

　薬子の隣となりで菓子パンをむしゃむしゃやっていたエルクドゥーンが、珍めずらしくいいことをいった。

「……ま、オレは日本人じゃねェがな」

「宮みや本もとくん、あとでちゃんとなぐさめてあげなさいね」

「……どうしておれが？」

「あなたはあの子の〝戦友〟でしょう？」

　薬子はきびすを返して駐車場のほうへ向かった。

「――そもそもわたしたちは人にはいえない体験をしているんだから、愚ぐ痴ちりたくても愚痴る相手はほかにいないじゃないの」

「だったら先生が愚痴を聞いてやったらどうです？」

「生徒指導はわたしの担当じゃないわ。……それに、わたしがあの子に信用されてないってことぐらい知ってるわよ」

「――――」

　伊織は内心どきりとしながら、それを顔に出すことなく、話題を切り替えた。

「それより先生、あのプッチ柄がらのチンピラに逃げられたってどういうことですか？」

「プッチ柄じゃないわよ。あれこそメイド・イン・アメ横じゃない？」

「それは上うえ野のの人に失礼じゃないですか？」

「きみのほうがエミリオさまに対して失礼なこといってるわよ」

「いやァ、薬子さま、こいつはちょいとばかり面倒なハナシですぜ？」

　薬子のクルマに真っ先に乗り込んだエルクドゥーンは、事故の時にもっとも生存率の高い運転席の真後ろをちゃっかりキープし、したり顔で説明した。

「――他人が用意した〝逢魔が刻トワイライト〟を無理矢理ブチ壊すなんて、ふつうはできねえこってす。少なくともやつがれには無理な芸当でさあ。そいつをやってのけるヤツがいるってェのは、やつがれたちにとっては面白くねェことでやしょ？」

「……まあね」

　かすかに唇をとがらせ、薬子はクルマをスタートさせた。

「この先もまた横よこ槍やりを入れられたりするのは、確かに面白くないわね」

「むしろそういう技術があるならおれが知りたいですけどね。――いざという時に逃げられるから」

　気づくと助手席に座らされていた伊織は、窓の外を流れていく風景に目を細めた。クリスは伊織の後ろの席で、いつの間にかこっくりこっくり舟を漕こぎ始はじめている。ゆうべの戦いの疲れがまだ残っているのだろう。

　クリス以上のダメージを受けたリリオーヌは、今も屋敷で昏こん々こんと眠っているらしい。思うに、彼女たちウォーライクの傷を癒いやす特効薬は、やはり人一倍の食事と睡眠に違いない。

「そういう離はなれ業わざをやってのける相手がいるということも問題だけど、さっきのサラリーマン」

「滝沢さんとかいう人ですか？」

「そう。そのウォーライクがいってたことも気になるわね」

「……ええ」

　燐りん光こうとなって消えていく直前、確かにグロリアーナは、あの人にいわれて滝沢に力を貸したといっていた。それが誰だれのことなのか、伊織には判らない。ただ、滝沢にグロリアーナを引き合わせ、ロードに仕立てた何者かがいることは事実だった。




「悪いわね。がんばったあなたたちにできれば豪ごう華かな休日ランチでもご馳ち走そうしてあげたいところなんだけど、まだ母の遺い品ひんの整理が終わってないのよ」

「いえ、別にいいです」

　井いの頭かしら通りの、駅にほど近い交差点のところでクルマを降りた伊織は、眠い目をこすっているクリスをかかえて頭を下げた。

「……いまさらですが、ご愁しゆう傷しようさまでした」

「ホント、いまさらね」

「……先生がその話題を口に出すまで、おれのほうからは絶対にふらないようにしていたんですよ」

「それを口にするのはどうかと思うけど、その気き遣づかいは嬉うれしいわ。……ありがとう」

　薬子はサングラスをかけて大きくうなずいた。

「――じゃ、月曜日に学校で」

「はい」

　信号が青になると同時に、薬子のクルマは法定速度を超えるような速さでまたたく間に走り去っていった。

「……さて」

　伊織はポストに寄りかかってくしゅくしゅ目をこすっているクリスを見下ろし、腕組みした。

「……何か食くって帰るか？」

「えっ!?」

　もしクリスに犬の耳と尻尾しつぽがあれば、おそらくそれは盛大に立ち上がっていたことだろう。とたんに目をぱっちりと開け、クリスは伊織の腰にしがみついた。

「ホント!?　ホントにいいの？」

　クリスの食欲を満たすためには驚くほど大量の食事が必要となるため、最近はもう、伊織はほとんどクリスを連れて外食はしないことにしている。

　だが、クリスがそれなりに成長してくれたお祝いだと思えば、たまには外食も悪くはない。どのみちクリスが何を食べたいといい出すか、伊織には予想がついていた。

「――それじゃファミレス！　ファミレス行きたい！　ジュース飲み放題！」

「……ほらな」

「え？」

「……何でもない。土曜の昼だと混むからな。早く行くぞ」

「は～い♪」

　クリスは伊織の左手にぶら下がり、人目もはばからずに鼻歌を歌いながら歩いていく。ふだんの伊織なら手を振り切ってさっさと歩いていくところだが、きょうは特別に、クリスのやりたいようにやらせてやるつもりだった。

「――ちょっと、そこのアンタ」

「？」

　駅の中を突っ切って北口に抜けようとしていた伊織たちは、不ぶ躾しつけな少女の声に足を止めた。

　ふと見上げると、井の頭線の改札に通じる階段のところに、大きなスポーツバッグを肩から下げた美少女が立っていた。電話の途中だったのか、手にしたケータイのマイクの部分を手で押さえたまま、じっと伊織を見下ろしている。このへんではあまり見たことのない制服を着た――伊織が少し苦手なタイプの――派手めの少女だった。

　伊織はあたりを見回したが、ほかに少女の言葉に反応している人間はいない。伊織は首をかしげ、

「……おれに声をかけたのか？」

「あのさー」

　伊織の問いを無視し、少女はふたたびケータイに向かってしゃべりかけた。

「――ちょうど今ね、吉きち祥じよう寺じってトコについたんだけどさー」

「…………」

　少女のブラウンの瞳ひとみが、まるで品定めでもするかのように、伊織たちを上から下まで何度も往復している。自分のほうから声をかけてきたくせに失礼な女だと、伊織が眉み間けんにしわを寄せていると、その手をクリスが強く引いた。

「……逃げなきゃ、イオリ！」

「何？」

「だって、このおねえちゃん――」

「ねえミッチー」

　クリスのささやきを塗ぬり潰つぶすように、少女ははっきりとそういった。

「――たぶんコイツらだと思うんだけど、わたしが食っちゃっていいの？」







　あとがき




　みなさんこんにちは、嬉うれし野の秋あき彦ひこです。『彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク』の第二巻、いかがだったでしょうか？

　いつもならここで作品の中身について軽く触れるところなのですが、今回はなぜかあとがきページが一ページしかないので、まずは宣伝から。

　おそらくこの本が発売されるのと前後して、ファミ通文庫公式サイト「FB online」に、『彼女は戦争妖精』の短編が掲けい載さいされます！　やった～！　第二巻よりも前のエピソードになりますので、できればそちらのほうもご一読いただければさいわいです。

　これでひとまず二〇〇八年の締めくくりということになりますが、来年以降はまた別の仕掛けなどを考えておりますので、読者のみなさまがたには、ぜひぜひ楽しみにお待ちいただければと思います。

　それではみなさん、どうか楽しい年末年始をおすごしください。





嬉野秋彦
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４月19日生まれ。ある意味当然のように、最近はもっぱらＷｉｉの『まちもり』三昧。ＤＳ版から引っ越してきた我が分身うれしのふは、きょうも元気に釣りに虫取り、化石掘りにガーデニングと、きのきの村の大自然を満喫しまくっている。それでいいのか、大人として？
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１月14日生まれ。奈良県の何所かの山に寄生、登山下山が大変と言いつつもバイク・車の免許を取りに行こうとしない。愛鳥のマンゴちゃんをこよなく愛してます。愛し過ぎてマンゴちゃんから嫌われてます。でも愛しつづけます。
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